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(研究所遠望)

昭 和 31年 の 回 顧

昭和 31年は日本の遺伝学界にとっては,永久に記念 さるべき意義の深い年

であった.そしてまたわが国立遺伝学研究所にとっても同様であった.すなわ

ちわが国の遺伝学著は第二次 匪界人戦前, 1930年代から,わが国において国

際遺伝学会議が開催 されるのを念願 してきたのであるが,その希望が充たされ

たからである.

昭和 31年 (1956年)9月 6円より 12口にかけて,国際遺伝学シンポジ

アが東京 と京都で開催され,世界 20数カ国から100人余の遺伝学署 を迎えた

のであった.これは過去および現在における,わが国の遺伝学者のたゆみなき

努力の結晶として, わが国の遺伝学が 高く評価 されていたことに 起因する.

1953年にイタリアで開催された第 9回国際遺伝学余議で,1956/Lliに日本でシ

ンポジアが開催されることが,ほぼ決ってからは,わが国の遺伝学著にとって
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アサガオ展示の一部 (中火は木原払所長)

は希望ある多忙さが続いた.その間3カ年わが研究所でも小熊拝所長,つづい

て木原均所長 と二代に亙り,所長以下全職員がこのシンポジアを如何によりよ

く開催するかに努力 した.本シンポジアは,その準備に当られた各種委員の努

力によるところが多 く,その重要メンバー として,わが研究所の職員は多数参

与 していたのであるが,予期の如 く盛会で,外国人会員に多分に満足 を与えた

のであった.そしてまた500余名にのぼるわが国会員にとっても得るところが

少なくなかった.

今回の国際遺伝学会議の著 しい特徴の 一つは種々の珍らしい展示が行われた

ことである.しかも,それらは主 として日本独特のものであった.すなわち家

秦,金魚,長尾鶏,柿,小麦,大根および朝顔の実物 と,育種関係の古文書と

の展示であった.これらは何れも各国の学二者にとって井常に興味のあるもので

あり,そのため絶大の賞.蛮を博した.

わが国立遺伝学研究所では9月 11日に外国会員全部を迎え,木原所長の歓

迎挨拶,カラースライドによるアサガオの説明,屋外における開花中のアサガ
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オの供覧,つづいて諸施設の案内とい引憤序で応接 した.

この日は早朝よりしゅう雨が繰返し,アサガオ展示担当者 としての筆者は,

主要な展示 を屋内か屋外か何れにすべきかに甚だ迷 った.たまたまアサガオ展

示の間だけ雨があがったのは幸運であった.

そもそもアサガオは約 1000年前中国より,わが国に薬剤 として伝わ り,花

井 としては何等改良されることもなく,平凡に栽培されてきた.ところが徳川

時代になると,他の花井類 とともに,天然に生 じた突然変異を集積することに

よって,珍奇なもの,美 しいものを作 りだすに到った.サクラ,ウメ,ツバキ,

サザンカ,ツツジ,ボタン,シャクヤク,キク,-ナショウブ,サクラソウな

どにおいても多数の変異が集積されたが,アサガオでは,それらに較べて,特

に多 くの突然変異が集積 された.従って花,葉,蔓の形において,また花 と薬

の色と模様について,その変化の多いことアサガオに及ぶものはない.

これらアサガオの突然変異は大正から昭和にかけて,これまた日本の遺伝学

著のみによって研究された.知 られた遺伝子の数 219,連鎖群の決定 されたも

の11の多きに達する.かくの如 く徳川時代に日本人のみによって発見,集積,

保有 されたアサガオの突然変異,そして日本人のみによって研究されたアサガ

オが,去る第二次世界大戦 とともに殆んど絶滅 していたのである.筆者はこれ

を嘆いて, 昭和 25年 (1950年)より, アサガオの変異遺伝子 を保有 したい

と念願 し,手づるをもとめて蒐集 をはじめたのであった.昭和 28年(1953年)

の暮れ,わが国で開催されることとなった国際遺伝学会議のシンポジアの展示

計画の一つとしてアサガオも取上げられ,わが遺伝学研究所で展示することに

決まった.そして筆者がその責任者に当てられた.それ以来3年本研究所長木

原均博士をはじめ,研究所全職員の非常な御協力によって,かつまた過去およ

び現在のアサガオ研究者の諸賢および変化アサガオ愛好家の犠牲的御協力によ

って,ほぼ予期の遺伝子の蒐集 とその組合せおよび栽培に成功し,幸いにも大

過なく,アサガオの遺伝学的展示を実現 し得たのであった.そしてアサガオは

単に美 しい花井であるのみならず,遺伝学的に重要な意義 をもつ材料であるこ

とを国内はもとより,広 く国外の人達にも認識せしめ得たと侶ずる.

今後この蒐集 したアサガオの遺伝子 を如何に保存するかということは,残さ
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れた一つの課題である.研究所の職員諸賢の御協力をお願いすると共に,国の

内外をとわず,多数の方々がこの系統保存に好意 と協力とを給わらんことをお

廟いする次第 である.

(竹 中 要)
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ⅠⅠⅠ.研 究 課 題

(*は本年新らたに研究を開始したものを示す)

課

1. 動植物の集団遺伝学的研究

ポ1)ジーン遺伝の研究 (科研総合研究)

生物の競争に関する集団遺伝学的研究

植物育種津の理論的研究 (農林省振興局助成費)

陸稲に混入する赤米に関する集団遺伝学的研究

ショウジョウバエおよびテン トワムシの集団遺伝学的
研究

-テローシスの研究 (科研総合研究)

台湾野生稲の集団遺伝学的調査

イネの生産形質の統計遺伝学的研究

*集団遺伝学の理論的研究

2, 有用植物の遺伝ならびに細胞学的研究

コムギにおける核置換の研究

パンコムギの起原

コムギおよび近縁種の細胞遺伝学的研究

コムギにおける零染色体植物 とその利用

種子発芽の温度反応を支配する遺伝子の分析

イネの遠縁品種間の隔離に関阜する遺伝子の分析

高等植物の核分類学的研究

三倍体の利用による育種

果樹の倍数性 と不稔現象に関する研究

*植物の左右性

*コロシン Ttウ1)苦味成分の遺伝 :生化学とその味覚試
験

*種なしザグロの育建学的研究

*ァサガオの日長反応の生理遺伝学的研究 (科研助成研
究)

応 用 第 2.†酒井外苦言

‡∴ 昏 董蔓

生 理 第 1潤 井俊 量

〝 暦 象 14量

生 理 第 2 岡 彦 -

形 質 第 2 木 原 均

〝 ･庵 漂 寧第

･′ jI木 ‰ 3望

変 異 第 1.枚村 清二

細 胞 第 2

変 異 第 1

応 用 第 2

形 質 第 22

2
2

2

第
第
第

第

質
用
蝉

質

■-

形
応
生

形

-

一･.-

竹
解
袷

肯
宮
木
リ

木
台
小

木

ノー
イー-1′1
1
1′-

′-

′--･~･･一
1

'

竹 中 要
解岡 亜緒
袷村 清二

外2名
里 和夫
沢 明
原 均

一
物
夫
人
名
物

ン
ル

和
恕
4

川
音

里
川
外
原

晃寧杏阪



研 究 課 題

3. 毒の遺伝学的研究

家蚕のリンケージ研究 (科研総合研究)

家蚕の不安定遺伝子に関する研究

家蚕の崎形の遺伝

家蚕の発生ならびに生理遺伝学的研究

*家蚕の E および U 遺伝子群に関する研究(科研各個
研究)

*家蚕の遺伝子分析およびT)ンケージの研究

*家蚕における遺伝子座の特異性に関する研究 (科研総
合研究)

*家蚕における-テローシスの分析

不食性変異蚕の研究

4,癌の細胞遺伝学的研究

癌の細胞学的ならびに遺伝学的研究

ハツカネズミの遺伝子分析

植物細胞の異常分裂誘起ならびに抑制に関する研究

*器官形成と細胞分裂頻度との関係

6 人為突然変異に関する研究

放射線の質と突然変異との関係

ムギ類の放射線遺伝学的研究

タバコにおける放射線突然変異

*放射線の遺伝および育種-の利用 (科研総合研究)

*家蚕の放射線遺伝学的研究

*晴乳動物における放射線突然変異率の研究

*放射線の生物-の作用,特に遺伝に蘭する作用の本態
の研究

*放射線と表面現象との関係

*放射線の測定法

*放射線とガラスの着色との関係

6. 遺伝形質の生化学的研究

昆虫および微生物を材料とする遺伝生化学的研究
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8 研 究 課 題

三色スミレ花色の遺伝生化学的研究

*ナスの諸品種におけるア-/tチアン色素の遺伝

*臓器および阻織特異性蛋白に関する遺伝免疫化学

*細胞分裂物質

*抗体産生性の遺伝

*ァコヤ貝の性ホルモ-/

7. 鶏の遺伝と育種

長尾鶏の遺伝学的研究

鶏の遺伝性神経異常の研究

8. 性の分化に関する研究

植物における性の決定および分化

動物の性染色体

三毛雄猶の細胞遺伝学的研究

9. 人類の遺伝に関する研究

青色肇膜の遺伝

不完全伴性遺伝

10. 電子顕微鏡による細胞遺伝学的研究

細胞の微細構造に関する研究

ウイルスならびにその遺伝

ll.*遺伝子の構造とその作用に関する研究(科研機関研究)

i生化学第 2:遠 藤 徹

闇 唱管 …璃 霊 講

座 化学第 2:小川 恕人
/

ll

り り

〝 半 川外警仝

応 用 第 1 田中 義暦

細 胞 第 2 竹 中 要

細 胞 第 1 吉田 俊秀､

生 理 第 1 ‡慧蔚 隆最

形 質 第 3 †冨*# 克含

〝 田中 克己

細 胞 第 3 1窮 蓋讐
H l■

;i木 ‰ 5著
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ⅠⅤ.研 究 室 の 概 況

A. 形 質 辻 伝 部

形質遺伝部には本年大きな変動があった.それは創立以来当所の研究活動に

指導的役割を果 してきた部長兼第 1研究室長田中義麿および第 3研究室長駒井

卓が 11月 15日付で退任 となったことである.それに伴い後任 として田島弥

太郎が 12月新たに部長に就任 し,とりあえず第 1研究室長および第 3研究室

長 を兼任することとなった.

第 1研究室では新宝長田島弥太郎が前任地で実施 してきた研究に引続 き家蚕

の形質遺伝および人為突然変異について新 しい計画の下に研究活動 を開始 し

た.第 2研究室は従来通 り所長木原均が兼務 して運営し小麦 を中心に各種の材

料 を用いて後記のような研究を進めている.第 3研究室では前室長駒井卓の退

任以後実質的にはまだ新 しい活動 を開始するに至っていない.

各研究窒別の活動状況は次の通 りである.

第 1研究室 (田中 ･田島)

田中は家蚕の形質遺伝学的研究と杵蚕の生理遺伝学的研究を継続 した.すな

わち白血形蚕 と連関 した致死遺伝子および脹紋淡などの遺伝について分析 を進

めると共に,se,Si,ge,nb,soなどの遺伝子についてその所属連関群の調査

を行った.また数年来主張 してきた不安定遺伝子説の見地に立って無半月紋蚕

(ⅣJ)を材料 として半月紋の完全に消失 したものと多少痕跡 をと めゞる不完全

消失の2型について数代にわたり選抜実験を試みた.

枠蚕の越年性に対する日長効果については,多年実験を重ねたにもか ､わら

ず決定的な結果を得 られなかったが,本年度は幼虫期 を中間日長で処理する実

験を試みた結果,日長の効果が卵期 と正反対であることが判 り長年の疑問を解

決することができた.

田中の退職後本研究室は新任の田島が引ついだ.従来田中が実施 していた家

蚕のリンケージ研究はそのま 引ゝつがれたが,特に家蚕では作用の類似 した遺

伝子の座位が集中して存在 している傾向が見 られるので,この点の検討に重点

が置かれる予定である.

その他家蚕を材料 として実用的問題に関係の深いへテロ-シス現象 を細胞質

との関連において分析する.また同じく家蚕 を材料 として放射線の育種上-の

応用に関する諸問題 を研究する.このためにはまずⅩ線突然変異によって得ら
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れた食性変異蚕を扱 う予定であるが, その他 mutagenesisに関する基礎的

な研究もあわせて行 う計画である.

第 2研 究 室 (木原)

第 2研究室は木原が阪本 ･田中 ･大垣の協力を得て,1)コムギとその近縁

種 による核置換の研究と,2)パンコムギの起原の研究を進め,また 3)植物の

左右性の研究を行ってきた.さらに本年度には 4)種子なしザクロの研究,5)

チュ- リヅプの品種 とウイルス病 との関係などの研究を始めた.また阪本は日

長性の生理遺伝学的研究を引続き行 っている.

1)コムギとその近縁種による核置換の研究 (木原) :AegiloPscaudataと

Triticumvulgareの2種 を用い核置換 と核復元を試みている(研究業績第7).

2)パンコムギの起原の研究(木原 ･阪本):1955年カラコラム ･ヒンズーク

シ探検により多数のタルホコムギその他の Aegilopsや栽培小麦が採集され

た.その系統保存 と共に形質の変異を調べ,細胞遺伝学的研究や複二倍体の合

成などを行 っている.

3)植物の左右性の研究 (木原 ･LILIENFELD):Medicagoの 2種における

英の左右性の遺伝 (研究業績第8)および一粒系小麦の芽生の薬の左右性の研究

を行っている.

4)種子なしザクロの研究 (木原):パキスタンで採集 された種子なしザグロ

についての成因を調査 した.また実用化 しうる品種 として増殖中である.

5)チュー リップの品種 とウイルス病の関係 (木原 ･津田):チュー リップの

ウイルス病による病後は品種により特異性があり,主として花色について調査

中である.

6)日長性の生理遺伝学的研究 (阪本):アサガオの分布地を異にする系統を

用い Flの暗期感受性 と生育温度による系統間差異について調査 を進めてい

る (研究業績第9).

第 3研 究 室 (駒井)

この研究室では人類の遺伝 を取扱っており次の研究を行った.

人類遺伝子の平衡 (駒井):人類の集団中に見 られる各種の遺伝的疾患の頻

度がほ 一ゞ定の値 を保っているのは淘汰によって失われる率と突然変異によっ

て新生する率 とが平衡状態にあるためと思われる.この平衡状態は異常慶の如

何 と蘭係が潔 く強度の遺伝性疾患では低い頻度で平衡が保たれるが,弱慶の遺

伝性疾患では平衡はかなり高い値で保たれるようであ'る.このような観点から

兎唇,味盲その他について研究を進めた (研究業績第 10).
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仝色盲,白児などの遺伝 (田中克己):数年来続けてきた仝色盲および小口

病 における不完全伴性遺伝の研究はほ 完ゞ了した.静岡県東部地方における白

児の分布調査は前年に引続いて行い,結果の一部を発表 した.また九大歯科口

腔外科教室 と協力 して兎唇および口蓋破裂の遺伝予後について研究を進めてい

る.

B. 細 胞 遺 伝 部

本部の研究課題は,大きく分けて動物系 と植物系 となる.動物系ではネズ ミ

を材料 として,癌に関する一連の細胞遺伝学的研究を主要課題 とし,ほかに昆

虫類の細胞学的研究特に性染色体の問題 と取組んでいる.植物系では,性の決

定 と分化,細胞の異常分裂誘起ならびにその抑制,核分類学およびタバコ属の

細胞遺伝学などの研究を行っている.

第 1研 究 室 (吉田)

1) 初期肝癌の細胞学的研究 (吉田 ･石原):前年度より引続いて研究され

た問題で,7例の初期肝癌の染色体について研究した (9月東京における国際遺

伝学会議に発表).

2) 移植性塵濠の核学的研究 (吉田):核学的に未研究のラヅtの3塵癌に

おける染色体構成の調査および吉田肉腫の核学的 1亜系について研究した.

3) 細胞分裂誘起物質の研究 (小川 ･石原 ･吉田):先に吉田 ･石原は再生

肝臓のラットにおける細胞学的研究をなしたが,この度は再生肝臓における分

裂誘起物質について研究した.

4) 発生初期の各器官における分裂頻度の研究 (石原 ･吉田): ネズ ミの胎

児および発生初期における各器官の分裂頻度を調査 し,器官形成 と細胞分裂頻

度の関係について研究した.

5) 昆虫類の細胞学的研究 (吉田):昆虫類の近縁種における常染色体 と性

染色体の量的平衡関係について研究した (8月カナダで開かれた国際昆虫学会議に

発表).

第 2研 究 室 (竹中)

1) 性の決定 と分化に関する研究 (竹中):種々の雌雄異株植物 を用い,倍

数体をつくり,その子孫における性の表現状態 を,性染色体 と常染色体 との比

について研究をすすめている.他方放射線処理植物の子孫における染色体異常

と性表現 との関係についても研究せんとしている.また雌雄異株植物 と,それ

に近い雌雄同株または両全花植物 との間の交配を試みている.
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2) 細胞の異常分裂誘起ならびにその抑制に関する研究 (竹中･天野):1956

年は高等植物の生体からの抽出液による研究は予期の結果 を示さなかった.し

かし本年度より多数の抗菌性物質 を用いての研究を開始 した.

3) タバコ属の細胞遺伝学的研究 (竹中 ･リリエンフェル ト 天野･館岡):

1955年の交配組合せから得た4雑種の減数分裂の研究を行 った. 半数体を得

る目的をもって, タバコの花粉に 4800γの Ⅹ 線 を照射 して, 8種に交配を

したが,僅かに3交配に種子を得た.また新 しい雑種 を得る目的で交配も行っ

た.複二倍体をつくる目的で,種々の野生種の種子をコルヒチン処理 して,少

数の四倍体を得た.それらの間で交配を行ったが,ついに1個の種子 も得られ

なかった.その方津 とは別に多数の雑種の種子 をコルヒチン処理 したが,僅少

の倍加個体を得た.

4) イネ科植物の核学的分類 (館岡):昨年度に引続いて, イネ科各群の染

色体構成の調査を行い,かつ各群の分類学的考察を行った.殊にタキキビ属

(Phaenosperma)および Thysanolaena,Neyrandia,Garnotiaの3属に

ついて新知見を得た.

5) 基本染色体数の諸問題 (竹中 ･館岡 ･片岡 ･下山):オニユリを交配 し

て,それから生 じた植物体の外形,染色体数,構成染色体要素の分析 を行って

いる.アワゴケ科および トウダイグサ科植物の体細胞染色体数 とその構造およ

び減数分裂の核学的研究を行 った.

6) 遺伝学的有用花井の蒐集保存 (竹中 ･首里 ･田村):サクラ, ツバキの

各品種 をはじめ,各種の有用花井の蒐集保存 をしているが,1956年に特に力

を入れたものはアサガオの遺伝子の蒐集 とその保存であった.最近日本サクラ

ソウの品種の蒐集 もはじめた.

第 3研 究 室 (辻田)

辻田 ･坂口･津田らは近時養蚕家に被害甚だしい中腸多角体病 (細胞質ウイ

ルス病)について研究を続けているが,昨年は静岡県田方郡四日町に多発 した

軟化病蚕中腸について観察 し,中膜性多角体病の同位元素 P32を用いての実験,

細胞質多角体の電子顕微鏡的観察を行 った.

津田は Penicilliumchrysogenum および酵母における細胞質内物質 とくに

ミtコンドl)ア横瀬粒の超薄切片による形態観察,該腰粒単離による細胞化学

的研究を行った.

辻田 .渡辺 ･津田は Paramecium および Teirahymenaの核の微細構造

の電子顕微鏡による研究を続けている.
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C.生 理 遺 伝 部

生理遺伝部は生理遺伝学すなわち形質発現の生理学的研究を目標 として出発

したのであるが,実際には生物学において生理 とい う言葉の含む意味が極めて

広いのと同様に,遺伝学の種々の分野を研究の対象 としている.駒井卓部長は

本研究所の創設以来研究の発展に,また海外諸国の学者 との研究連絡に多 くの

貢献をされたが, 11月 15日付で高齢のため退職 した.駒井部長は第 1研究

室長を兼ね,主として昆虫類の野生集団を用いて,自然淘汰,多型現象 と雑穫

強勢の関係などの進化遺伝学的研究を進め,また伴性遺伝研究上の-疑問であ

る三毛猫雄の発生についても研究を行った.また第 1研究室には平俊文研究員

が所属 し,主としてショウジョウバェの多型現象 と代謝機構の生化学を研究し

ている.

第 2研究室 (岡)はイネを用いてその遠縁品種の分化に関与する遺伝子の分

析,生理的反応の遺伝などを,応用遺伝部 との協力の下に主 として集団遺伝学

的方津で研究している.岡は昭和 30年秋 これらの研究のため台湾に出張 し,

31年 3月に帰国した.なお野生稲の集団遺伝学的研究 も開始したが,材料の

栽培が気候の関係から困難であるため一時停頓 している.

第 3研究室 (木村)は生物進化の理論的研究を行 っている.木村は 31年 8

月3カ年の米国留学 (ウィスコンシン大学)を終えて帰国したが,留学中には

自然淘汰による集団適応性の変化,集団遺伝学における確率過程などについて

数理遺伝学的研究を進めた.また遺伝子頻度変化に関する確率過程,平衡多型

現象の理論,transductionを利用 してウイルスの染色体地図を作るための理

論などをも研究している.なお新 しい課題 として遺伝子系安定性の解析 と集成

の遺伝的パラメーターの推定を取 り上げている.

なお生理遺伝部にはネズ ミ飼育室が所属 し土川清研究員がその飼育管理に当

り,遺伝学的研究と共に全国の医,薬学研究機謁に研究材料 として純系ネズ ミ

を供給する仕事を続けてきた.土川は 31年 9月米国 (バー--バ大学)に1

カ年の予定で留学 したので,この仕事は一時吉田俊秀所員(細胞遺伝部副部長)

が引継いでいる.

D. 生 化 学 漣 伝 部

この部における研究の目的は生物における核遺伝子あるいは細胞質遺伝子の

本質 とその作用,さらにこれに関連 して核 と細胞質 との具体的関係などを生理

学的ならびに生化学的に究明することを目榛 とし,創設以来この線に沿って研
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究の調整に努め,逐次各研究が軌道に乗 りつ ゝあるが,諸種の事情のため,ま

だ所期の体制には程遠 く,今後の改善向上にまつところが多い.本年度各研究

室で計画され行われた研究の概要は次の如 くである.

第 1研 究 室 (名和)

プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究 (名和 ･坂口･平) :この数年間

カイコ,ショウジョウバェおよびアオカビなどを材料 として生体内のプテリジ

ン化合物の代謝避寒 を明らかにするため実験を続けてきたが,本年これらの昆

負,カビの突然変異体を材料 として行ってきた遺伝生化学的研究の成果を基礎

としてプテリジン代謝系の過程について仮説を提唱 した.これらの成果は次の

カイコの黄色致死現象の理論的考察に対 しても,またショウジョウバエのメラ

ニン性塵癌 とプテリジン代謝 との関係に対 しても,参考 となるところが多い.

辻田と坂口は従来黄色致死の遺伝 とその理論 を究明すべ く遺伝生化学的研究を

続けてきたが,本年度は皮膚硬化 と7ェノール系物質 との粛係について明らか

にするため実験を行った.また Iemlと類似の表現型 をもつ al遺伝子による

アルビノ致死蚕についても,同様の実験をなし比較検討 した.なお従来の研究

を一応 まとめてこれを基礎として遺伝的黄色致死の理論について考察 した.

放射線の遺伝生化学的研究 (名和):昆虫および微生物の核酸成分に関連す

る酵素作用,またその turnoverにおよぼす放射線の作用より遺伝子の発現

機構を生化学的に追跡 している.

複雑な座位 (complexloci)の研究 (辻田 ･坂口):家蚕の E遺伝子群 と

U遺伝子群について引続き実験を行 っている.本年は特に U遺伝子群に属す

る.Ⅳ72原型,JVJ2 およびⅣ などについてその研究を進めた.なかでもⅣ72原

型は異常な分離 をするので,その原因を究明すべ く努めている.

家蚕 における γ線の発生,生理,遺伝 におよぼす影響 (辻田 ･坂口) :

EHEKp

EDEKL;或は PSPM(Tl)ゾ- ミック蚕)などを材料 として,その幼虫期,棉

期にγ線を府射 し,Ⅹ線における実験と対比 しつつ遺伝,生理,発生などにお

よぼす影響 を調べている･特にEEHHEEKkPpを材料 とした場合には EH,EKpなどの

遺伝子が単独に分離され,E遺伝子座位の構造の解明に興味ある示唆を与える

結果が得 られている.

第 2研 究 室 (小Jlt)

コロシントウリの苦味成分の化学とその味覚試験 :木原所長,応用遺伝部首



研 究 室 の 概 況 15

里 ･宮沢 と共に,本研究室の小川 ･遠藤 ･阿部が協力 し,コロシントウl)の形

質,西瓜三倍体育種に夷｢する応用,コロシン†苦味の生化学遺伝ならびに人類ー

味覚の遺伝にわたる広い範囲に実験が進められたが,本研究室では主にコロシ

ン トウリ苦味成分の純粋分離ならびに化学的構造の研究と人類味覚試験 とを担～

当 した.

コロシントウ1)(Citrulluscolocynthis)はウ1)料 (Cucurbitaceae)に属

しその果実は苦味が強い.ところがこの苦味に対 して味盲の者 もあることから

同じく ｢にがみ｣ を与える P.T.C.(para-ethoxy-phenyl-thiourea) と同様-

な味盲分布を示すか香かを中心に仕事が進められた.本年度既にこの苦味成分

の純粋分離に成功,これを Citbittolと命名,さらに味覚試験において P･T･C･

と異った味盲分布を示すことを確めた.

三色スミレ花色の遺伝 (遠藤): ここ5年来本植物による花色変異の遺伝的

機構 とその生化学的基礎の研究が遠藤によって行われている.本年は前年に弓｢

続 きアンtチアン配糖体のカラムグロマ ヤグラフが色々な技法 と素材によって

追及された.

アサガオの花色素形成に関する生化学遺伝学的研究 (阿部):有色花から白

色花に至る数系統を用い,花色素類特にフラボノイド色素群 を対象 として,交

配実験,着色過程の追跡などにより花色変異の要因およびこれに関係する色素

の生合成を遺伝学的に窺知する方向に研究を進めている.

ナスのアントチアン色素における有機酸結合の遺伝の研究 (阿部):阿部が

担当してナスのアンTチアンについて,その配糖体の構造の差異,有機酸結合

の有無を調査し,糖の結合数の差が1対の遺伝子に支配されていると推定され

る結果を得た.この点を確認するためさらに研究を進めている.

第 3研 究 室 (辻田)

特別研究生吉沢は,Aerobacierchloacaeを材料 として宿主支配による変異

を研究し,また鶏チブス菌 (Salmonellagallinarum)を材料 として数系統の

突然変異体を分離 し,これを遺伝単位標識 として連関分析を行 った.

辻田は Pseudomonasselanacearum における捧原系 とくに T-C200,S一鉢

などを材料 として,これらの放出するテンペレー ト ウイルスにより既知の遺

伝的形質をもつ菌株 を溶原化すると,プロウイルスの存在によりその遺伝的形

質 (生化学的性質を含む)が変化する現象について研究した.

飯野はサルモネラ菌の抗原性 を規定する遺伝子座 Hl,H2 の alternative

manifestationについて詳 しい研究をなした.
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E.応 用 連 伝 部

応用遺伝部は,私達の生活に直接に素材 を提供する有用動植物 を対.象 とし,

実際の育種にたすさわっている人達に有用な基礎知識を童供 しようという目的

をもって,研究活動を行っている.内容は,動物 を扱 う第 1研究室 と,植物 を

扱 う第 2研究室ならびに圃場事務室 とに分れている.昭和 31年は第 1研究室

から山田行堆研究員,第 2研究室から後藤寛治研究員および平泉堆一郎 ･後藤

悦男両特別研究生を,それぞれ,米国のパヂウ大学,ウィスコンシン大学およ

びアイオワ大学に留学生 として送っているため,手不足をまぬがれないが,し

か し田中義摩室長 と河原孝息研究員が第 1研究室にあって,もっぱら鶏の遺伝

育種学的研究を推進 しているし,また第 2研究室では,酒井寛一室長が,東大

大学院学生および北大大学院学生の井山審也,成瀬隆両特別研究生 とともに,

集団遺伝学を基礎 とする育種学的研究に携わっている.

両研究室の研究活動の概要をとりまとめると次のようである.

第 1研究室では,鶏の多産性に関する育種学的研究を行 うと同時に,-テロ

- シスにつき研究を行い,正逆交雑における-テロ-シスのあらわれ方や,-

テロ-シスと耐病性との関係につき研究を行っている.同時にまた長尾鶏の遺

伝学的研究をも行い,さらに放射線が鶏に与える生理学的および遺伝学的影響

についても,多少の研究を行っている.

第 2研究室では,従来,高等植物の競争について研究活動 を続けてきたが,

その進展につれて,漸 く動物や微生物 を材料 とする研究をも包含せざるを得な

くなり,最近ではショウジョウバェに関する研究が大きい割合を占めるにいた

った.同時にまた,植物 を主とする育種方法の理論的研究をも行い,各地の農

業試験機関や林業試験機関と密接な連絡 を保ちながら,育種理論の発展に寄与

しようとしている.以上の他,果菜類における量的形質の統計遺伝学的研究や

オオムギ,キンエノコロを使っての集団遺伝学的研究もまた続けられている.

F. 変 異 漣 伝 部

変異遺伝部は実際上動物部門の研究室 (菅原副部長 ･杉浦嘉彦 ･橋本智明の

両特別研究生)と植物部門の研究室 (梅村部長 ･藤井太朗教官)とに分れ,こ

の他に新設のアイソトープ実験室 (近藤教官)が附属 している.近藤は1月に

菅原は2月にそれぞれ着任 した.

従来はⅩ線だけが突然変異の研究に用いられていたが,5月に 50curieの

Co60が輸入され,アイソ ヤープ実験室地下の γ線照射実験室に設置されたの
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で,直ちにこれが利用されることになった.X線および γ線 ともに線量測定

が種々の方津で詳細に行われ,他の研究部や他の研究機関からの照射依頼 も多

い.それらの材料は細菌,菌などの微生物から,キンギョ,マス,ショウジョ

ウバエ,ニワい),ハツカネズ ミなどの動物, ミカン類,チャ,ナス,球根類,

ムギ類,イネなどの植物に及んでいる.

菅原研究室では 1)動物を中心 とした放射線による突然変異の誘発の研究は,

土川教官の協力の下に γ線照射宝に CBA系マウスを長期間飼育 し, その後

その突然変異率を NH系マウスを tester として multiplerecessiveme･

thodを主 として,その他に不妊率,1腹仔数,性比などについても検討 して

いる.この研究は完成に数年の年月と,数万頭のマウスを必要とするが,目下

着々と研究の規模を拡張 しっ ゝある.

2)突然変異の作用機構の本態を知るため,放射線の生物に対す る作用を生

物物理学的に研究することを意図している. これには繊維素の誘導体である

CMC を用いて,水溶液における模型実験を行っている.CMC の分子形態の

変化,分解 を粘度によって調べているが,放射線量 と分子の分解 との関係,倭

作用,照射時の分子形態 と分子量 との関係などについて興味ある結果 をえた.

このほか,Ⅹ線照射によるマウスの致死効果から見た系統 と放射線感受性の研

究を行い,系統間,雌雄間の差を明らかにしたが,なお引続き種々の条件下で

検討中である.

なお菅原の前任地よりの継続の研究としてX線回折津による筋蛋白質構造に

ついての研究,Ⅹ線撮影法,放射線治療についての研究を三重県立大学 と協力

の下に行っている.

橡村研究室では 1)｢一粒コムギにおける放射線遺伝学的研究｣ (柊村 ･藤

井)が継続 され,Ⅹ線やγ線だけでなく,速中性子までを用いて線量ならびに

線質が種子の発芽 と芽生の生長,稔性,染色体異常および遺伝子突然変異に及

ぼす影響が研究された.さらにこれらに及ぼす湿度 と照射後の貯蔵の影響なら

びに一時の強照射 と連続弱照射の差および倍数性による差などが研究し始めら

れた.また葉緑素突然変異の生理生化学的研究は2つの突然変異遺伝子が組令

わされて行われた.

2)｢放射線突然変異体の利用｣(格付 ･藤井)には前年同様に種子繁殖の作物

としてオオムギ,タバコ, tマ T,また栄養繁殖によるものの芽条変異の誘発

にはグラジオラス,チュー リップ,ブ ドウなどが用いられた.その他多数の生

物について放射線感受性や LD-50が調査されている.その他 3)甜菜の三倍

性育種 (梅村 ･阪本 ･その他)も研究が続けられ,アメリカの耐病性品種の利
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用 と三倍性種子の実用生産に関する基礎研究が行われた.また 4)コムギとそ

の近縁種の細胞遺伝学的研究 (柊村)も継続 され,本年度は阪本教官の協力に

よりカモジグサの研究に力がそ がゝれた.

アイソヤープ実験室では線量計移動装置を用いて立体的な線量強度分布が求

められ,だいたい所期の設計にあっていることがわかった.さらに上記装置は

近接照射のための照射台 として大いに活用され,大量照射の線量はガラスの着

色度によって精密に測定 されている.なお近藤は以前よりの継続研究 として,

液体の表面張力の分子論 (東大 :小野周教授 と共著)をまとめ上げ,また生物

を含む非平衡系の表面張力を研究中である.

また静岡県立水産試験場 と協力 して魚介類に及ぼす放射線の影響が研究され

ている.
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A.形 質 蓮 伝 部

第 1研 究 室

1. 家蚕幼虫における 2,3形質の遺伝 (田中義唐)

(A) リンケージ検定 第 15連関群に属する腹白 (Se) と枝蚕 (si),シャグト1)

香 (ge),狭胸 (nb),煤体色 (so)各遺伝子との間のl)ンケージの有無を調べた. 腹白

は卵殻の性質で表現型の変異が大きく, また狭胸ホモは虚弱で飼育中の減蚕が非常に多

qL､などのため,F2 または戻交雑の分離比は必ずしも理論比と一致しないものが多かった
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が,腹白と上記 4遺伝子 とが互に独立遺伝をすることは明らかになった.

(A) 形蚕白血と連関した致死遺伝子 筑紫が温度衝撃に よ-,て得た白胸蕪縞黄血

の系統から分離 した姫蚕黄血を正常の形蚕白血種と交雑した子孫において,他の表現型

の分離には異常がないのに,形蚕白血だけが著しく理論数より不足する現象が世代を具

にして5回も観察 された.交雑に用いた形蚕白血には 致死遺伝子のないことが明らかに

されたので,致死遺伝子が姫蚕黄血の系統から来たことは衆を入れない. それならは致

死作用は PY と連鎖すべきであるのに,+ P+Y と連餅しているように見えるのは何故

であるか ? これは現在のところなぞという外はない.

(C) 眼紋淡の遺伝 半月紋 と星紋とは標準型形蚕 (+ p3)であるが,眼紋だけが淡 く

(+p2)なっているものを眼紋淡 と名づける.普通には限紋,半月紋,星紋の3著の濃度は

一致しているのに,このような限紋淡の系統ができたのは何故かを知るため標準形蚕と

交雑したところ,Flは幾分眼紋が標準より淡いが,大体標準型 と見られ, F2 には標準

眼紋のものと眼紋淡 とが大体 3:1の比に分離した. これによると標準形蚕から複対立

的に眼紋淡なる突然変異を生じたものであろう.特定的に 眼紋淡を +peの記号で表わ

すこととする.

(D) 無半月紋毒に桝 ナる選抜 無半月紋蚕 (Ne)には半月紋の全 くないものと,

小 さくはあるが明瞭な半月紋を存するものとがあって,両者の問には連続的変異が見ら

れる.同一蛾区から分離した完と不完とをそれぞれの方向へ 選抜を行 うこと4代に及ん

だが選抜の効果はなかった. また完と不完とをそれぞれ正常形蚕 と交雑して子孫を観察

したが差異を認めなかった.要するにこの場合半月紋の変異は退伝性を有しないことが

わかる.

2. 搾蚕の卵期日長効果 (田中義唐)

梓蚕輔の越年,不越年に対し幼虫期の日長が絶対的支配力を有することは, すでにし

ばしば報告したところであるが,卵期の日長効果については 多年の懸案で結論を下すこ

とができなかった.本年はできるだけ幼虫期の日長効果を少なくするため,14時間と 15

時間という中間 日長を用い,卵期の日長を長 日,短 日,常明,常暗障などとして実験した

結果,卵期における日長効果は軽産ではあるが幼虫期 とは反対に,長 日は越年化,短日は

不越年化の方向に働 くことが明らかとな-,た.この成績は3回の飼育のうち,特に第 3

期すなわち晩秋期飼育において顕著であった.

3. 毒の生殖細胞の Ⅹ 線感受性に対する遺伝子支配 (田島弥太郎)

蚕の生殖細胞の放射線に対する感受性が系統の相違および生殖細胞発達の時期によっ

て著しく異ることはすでに報告した通 りである(田島 ･太田1952;田島 1956).赤々々と

称する系統は od油蚕系統に比較してⅩ線に対する感受性が明らかに強い.前著は rb遺

伝子により,後者は od遺伝子によって特徴づけられるので, これら両系統の感受性の

ちがいが rbや od 遺伝子によって支配されているかどうかを明らかにしたいと考え,

この両系統を交配し (ZOdw,十/+?×Z+Z十,rb/rbS),F2 に分離する雌の4表型 od
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rb(ZOCIw,rb/rb),od+(ZOdw,+/+ ;2Z''(lw,+/rb),+rb(Z+W,rb/rb),および十十

(Z+W,十/十 ;2Z十W,十/γ∂)に同時に同量のⅩ線 を照射 してこれら各型の生殖細胞の感

受性がどう異なるかを調べて見た.

これら冬型の雌に上義の8日 18障間後 (上議から化敗までのほぼ中間にあたる),80

KVP,3.5mA,距離 20cm,0,5mmのAlフィルタ-使用の条件で X線を府射した.

この条件では線量は 83.24γ′/min となる.

処理 した雌はすべて +γC遺伝子をもっていたので羽化後これに re雄をかけ合せ産下

した卵中に出現する赤卵を数えて突然変異率を算定した.結果は次の如 くであった.

不 受 精 卵 渉 合 突 然 変 一粒 率
分離蓑型

1665Y .3330r 4994r 1665r 3330r

+ + 4.2 7.5 14.2 0.120土0.042 0.496士0.129 0.846士0,166

γ∂+ 83 11.8 26.8 0.308士0.066 0.630±0.135 1.142士0.198

rbod 14.0 7.9 :34.8 0324士0.090 0.524士0.091 1.460±0.242

++ と rbodとの間には不受精卵歩合に明瞭な相違が見られるが,rb+と+odとの

差は余 り明瞭でない.しかし突然変異率を見ると両者の間にかなりな差が見受けられる.

このような結果から X線に対する蚕の生殖細胞の感受性は rb,od両遺伝子によって

か なりの程度まで支配されていることがうかがわれる.

4. 体外より照射した β線の蚕の生殖細胞に及ぼす影響 (田島弥太郎)

いろいろな放射性物質のうちで染色体の構成成分 をなしている元素を含んだ物質が生

物体内に入った場合には染色体自体に異常が起る機会が特に増大することが考えられる.

しかし新陳代謝のために体内留存期間や留春量が不定で正確に量的な関係づけをするこ

とができない.また生殖細胞発達の特定な時期だけについて影響を調べることにも困戟

が ある.そこで体外から β線を照射して β-sourceの一定の放射エネルギ-当りの生

殖細胞死亡率および突然変異率を求めようと考えた.体外照射ならは 生殖細胞発達の特

定の時期だけを処理することが可能であるから結果の正確を期することもできる.

同系交配によって長年保存 して来た支部種二化性の 1系統 N を材料として, この雌

および雄について幼虫期に体外から β線照射を行った.方法は P32 の水溶液 をしませ

た浦紙の小片をセロテープで背面生殖腺の直上部に密着させこれから出る β線 を-定期

■間生殖細胞にあてるようにした.処理個体は羽化後これに赤卵遺伝子をもつ個体をかけ

-合せ,産下卵中に出現する赤卵の頻度をもって突然変異率と見なすことにした.

雄照射の場合最も著しいことは5齢前半処理区において不受精卵および早期死卵が著

しく出現することである.甚 しい場合には全部不受精卵を産下する. これに対し 5齢後

半処理区ではその出現が少なく, β線源のエネルギ-量の弱い場合には僅に無照射区よ
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蓑 1.堆照射の場合

処 理 処理 β線源の仝 かけ合せた 不受精卵 β線源1010M eV

時間 %
4齢巾 118.51.331×1010M eV; 244.3 28.7 0.18

5齢前半 97 1.744× 〝

5倣後半 96 1.440× ll

対 照 0 0

5齢前半 72 8.738×1010

// †｢ //

5齢後半 79 8.104×1010

ル ル //

334.0 5().8 0.33

408.9 4.7 0.27

380.1 3.6 0.00

162.9 87.0 0,13

204.4 92.9 0.00

376.1 21.2 0.10

286.1 17.4 0.37

り高い程塵であった.

4齢中は生殖細胞は殆んど精原細胞の状態にあり,5齢前半は精母細胞の減数分裂期に

あたり,5齢後半では減数分裂がすでに完了して精子形成期あるいは完成期に相当する.

このことから精原細胞特に精母細胞が β線に対する感受性が強 く,精子細胞ではかな

り抵抗性があることが判る.

また漂諭された遺伝子座の変異率については精原細胞,精母細胞,精子細胞の間では

明らかな差は認め得ないことになる.

表 2. 雌照射の場合

処 理 処兜 β線源 の仝 1蛾の平 不受精卵 β線源1010MeV
お よび死 当 り欠失型出 現

時 期 時 間 エ ネル ギ ー y-1産卵数 卵歩合 率時 間

51齢前半 72 8.738×1010M eV 138.9 45.5% 0.19%

5淑後半 79 8.104× // 602,2 13.3 ().10

雌の場合でも雄と同じような傾向が認められ,5齢前半に β線を照射したものでは不

受精卵および早期死卵の出現率が高いのに後半に照射したものではこれが低か一〕た.普

た産卵数について見ても5齢前半処理区 (平均 1389粒)と後半処理区(平均 602.2粒)

とでは著しい差があ一)た .

5齢前半は卵母細胞分裂増殖の時期であり,後半は卵母細胞の発達が 開始される時期

である.このことから雌陸生殖細胞においても卵原細胞の方が卵母細胞よりも β線に称

する感受性が高いことが知られる.標識遺伝子座の突然変異率については生殖細胞発達

の時期による明らかな差は認められなか一ゝた .
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5. 正逆交雑による毒のヘテローシスの解析 (田島弥太郎 ･緑川栄一*･塩川美恵子*)

-テロ-シスに関係する細胞質の影響を明らかにするために蚕の繭重,繭層重などを

対象として正逆交雑によってどんな差があらわれるかを研究した,

今回とった方法は A 系統の雌に B系統の雄をかけ合せ以後毎代戻交雑をくり返して

AXB,(AXB)×B,〔(AXB)×B〕×B,--･の如きものを作 り,これを同時に飼育してか

け合せの一方の材料を作る.この際戻交雑の各世代の雌に B姓の同一個体をかけ合せる

ように工夫し,各世代毎に同様な交配 10教範を作ってこれらの卵を混合してはり合せ1

区として飼育した.このようにして戻交雑を反覆して行くとFlにあらわれた heterotic

vigourは次第に減少して,繭重は次第に小さくなって行 く.そこでこれらの各に対し,

第 3の系統 C をかけ合せて交雑種を作り, これらを同時期に飼育して,1)一方の親に

おける vigourの低下が Flの能力に差を生ずるかどうか,2)C との間の正逆交雑に

よって能力のちがいがあらわれるかどうかを調べた.この場合にも個体間の遺伝子構成

のちがいに基づく誤差をできるだけ小さくする目的で交雑に用いるC鯉は同じ個体を戻

表 1.正逆交雑による繭量,繭層重の比較 (1956秋)

繭 量 歯 周 重
交 雑

(FXFml)*×90

(FXFm2)×90

(FXFm3)×90

(FXFm5)×90

90×(FXFml)

90×(FxFm2)

90×(FXFmS)
90×(FXFm5)

Cg
203士12.0

211士 14.6

203士 15.2

201士12.8

179士 12.9

185士 12.0

190± 13.0

190士 12.5

(90×751)×Fm 197±13.9

(90×755)×Fm 194士13.1

Fmx(90×751) 211±13.6

Fmx(90×75Li) 210士 15.0

Fmx(90×755) ･206士13.8

a ITLl :

Cg **

159±10.3

159士 12.5

157士13.7

159士13.2

144士 10.9

148士 10,5

150士 12.0

149士 10.5

Cg Cg

42･4士2･8 ;40･0±3･0

4218士2･8 L39_._6i3:_4

39 .3±2.9 337.2士3.3

40 .4士3.1 37.2士3.1

40 .4士3.2 38.7士2.8

;喜崇 ;:; 】芸Z :Z≡…告 …言:≡;33:;

;喜≡ ≡ 三三:… 鳥 三 二三≡…こ; 733…:3≡23:72

160士14.5 41.2士3.5 39.1士3.5

1

157士11.0 42.3士 3.1 37.6士3.4

+眉に記 した数字は雄を戻安推 したllll数 . **誤差は Standarderror

*蚕湖畔r研



26 研 究 菜 統

交雑の各世代に属する雌にかけ合せるようにした.このようにして正逆交雑各 10数蛾の

交配を作 り,これらを混合したものを2分して,各世代の正逆交雑の各組を全部同時に2

区ずつ飼育するようにした.

交雑実験の材料として用いた F および Fm は日欧固定撞,75および 90は支欧固定

種で,前者は日本産型,後者は支那種型の品種である.

実験結果から判った著しいことは, 1)連続戻交掛 こよって vigour の減退が起って

もこれを第 3の品種とかけ合せると再び-テロ-シスがあらわれ, それらの各の示す能

力は戻交雑による親の vigourの減退度とは殆んど関係がない.2)正逆交雑によって

威重および繭層重に明らかな差が認められるが,これには戻交雑の世代数はやはり関係

なく,雌親に用いた系統の如何が大いに関係をもつ.同様な事実は夏蚕期に実施した正

逆交雑の比較結果からも認められたし, また清水 (1949)の述べたところ ともよく一致

する.これらのことから正逆交雑によって差があらわれることは動かし難い事実のよう

に考えられる.帰化歩合,稚蚕期の死亡率など蚕の生活環の比較的初期に あらわれる形

質については卵細胞の影響が明瞭に認められる場合があっても当然 と思われるが,繭量

や繭層重のような生活環の比較的後期にあらわれる形質についてこのような現象が見ら

れることは注目に値する.

同一世代に属する正逆交雑間において染色体的に明らかな違いのあるのぼ性染色体だ

けである.それもたとえ父方からくるZと母方からくるZとの間に差があるものとして

も雄は父方と母方から Zを1個ずつ受けとるのであるから正道間で差はなく,た 雌ゞだ

けに差があらわれるはずである.両交雑について雄の繭重などを比較して見ると両者ほ

ほ等しい場合もあるが,蓑に示す場合のように明らかに差があるものもある.上記の場

合は日本種型を母とした方が支那種型を母とした時にくらべ雌も雄も重 くなっていた.

上述の点からこの差を遺伝子によるものと考える訳には行かない.そこでこれを細胞質

的なものと考えると,それは恐らく染色体遺伝子に対しその作用を高める background

を藻供するような性質のものであろう.

6. 家蚕のアミラーゼ遺伝子と石蚕遺伝子とのリンケージ (田島弥太郎 ･小沢民治*)

田中義麿博士を代表者とする蚕の 1)ンケ-ジ綜合研究班では各研究者が緊密な連絡を

とって所属座位未知の遺伝子についてそれぞれ分担をきめてリンケージ調査を行ったが,

-筆者が分担したのはアミラーゼ連関群である.蚕の第 ⅤⅠⅠⅠ染色体には現在までのとこ

ろ消化液のアミラーゼ作用を支配する遺伝子 dgと体液の アミラーゼ作用を支配する遺

ノ伝子 ∂βとの2座だけしか知られていない.

そこで sP,cts,rb,so,otm,st,nbの7遺伝子を選んで,これらとae遺伝子との1)ン

ケージ関係を調査した.その結果石蚕遺伝子 siが aeと連関関係にあること,st-ae間

の交叉価は 5.7-5.8%であることを知った. しかし beと si間の交叉価が未調である

ため,未だ stの座位を確定するには至っていない.

*蚕耕科研
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第 2 研 究 室

7. コムギおよびその近縁種による核置換の研究 (木原 均)

Aegilopscaudata(n-7)と Triticum vulgarevar.erythrospermum (n-21)の

2種を用いて核置換および核復元の研究を進め次の如き連続戻交雑を毎年行って現在ま

でに連続戻交雑第 8代までを得ている.

置換連続戻交雑 復元連続戻交雑
9 6 9 S

Ae.caudataXT.vulgare(Fl) T.vulgareXAe.caudala(Fl)

×T.vulgare-SBI FIXT.vulgare-RBI

XT.vulgare-SB2 RB2 ×T.zJulgare-RB3

×T.vulgare-SB3 RB3 ×T.zJulgare-RB4

SB7×T.vulgare-SB8 RB7×T.vulgwe-RB8

本年は Fl,Bl,B2,B4,B5.B7の各世代植物およびそれらの日豪受粉によ-,て得られ

た植物を用いて穂色 (黒色が黄色に対して優性),帯白形質 (非帯自性が帯自性に対して

優性)などについての形質発現ならびに分離の謝査をおこな/)た.その結果,連続戻交

鵜後代ではこれらの形質が 1:1の分離を示し, またそれらの自家受粉によって得られ

た植物からほほゞ3:1の分離比を得た.また帯白形質に関して分離をしない固定系統も

得られた.

核置換系統には雄性不稔性が見出されるが,その原因を追求するために Ae.caudata

の tラバントを有する染色体が T.vulgareの染色体と置換している系統 ｢174｣(n-

21)を用いてさらに研究を進めつつある.

8. 相物の左右性の研究 (木原 均,LTLIENFEID)

左右性の決定が1対の遺伝子によっておこるのは稀な現象であり,カタツムリの Lim-

naea♪eregraにおける有名な研究があるのみである.高等植物ではこれに匹敵する研究

は今までなされていなか-,たが, Medicago属はこの研究に非常にすぐれた材料である

ことがわかり,捲回する英晃の左右性について次に述べる2種を用いて詳細な遺伝学的

研究を行った.

I) Me(Elt･a/.qo hlかe,).,･ttT(It,(/,WILLD. この種には左巻きと右巻きの莱巣をつけ

る品種がそれぞれあり,それらを用いて相互に交雑し英巣の巻き方の左右性の遺伝を調

べた.その結果,右巻は左巻に対して優性を示し,正逆交雑で Flには差がなかった.

F2では単一メンデル性の分離を示し,左巻きのものを雌花として交雑した時は F2 では

石巻の個体がかなり少ないことがわかった (蓑 1).

ⅠⅠ) MeEllc(twol伽 rlJ,Tl.i,RoHDE.この種を用いた場合も上述の M.iuberculata

と同じ結果を得たが,英異の巻 く方向が1回または それ以上反転する噂形の糞が右巻 き

の植物および席には左巻きの植物に見出された.前著には時として全 く左巻きのものを

:着けることさえあり,観察された限りではすべて表現型の変化したものであった.
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Fl

F2

研 究 糞 節

義 1.M.iuberculataにおける Flおよび F2 の分離比

l

右巻き×左巻き ~~~1 45 32 ; 13

(.こIL) 112 89 23

9. アサガオの日長感受性の生理遺伝,I工. Flの時期感受性と生育温度による系統

問差異 (阪本寧男)

前報で典型的な短日植物であるアサガオの分布地を異にする系統間で, 暗期感受性に

明瞭な差のあることを述べた.この感受性の遺伝を調べるため Flの性質を調査し,また

生育環境によって感受性がどのように影響 されるかを見るために異なる温度条件下で各

系統の感受性を調査した.

(A) Flの時期感受性 ネパ-ル産の 1系統｢856｣と北京産の｢テ-/タン｣を相互に交

雑 し,30℃ の調節温室内で白然 日長の変化に伴う Flの時期感受性の変動を主軸の着菅

開始節位によって調査し,両親 と比較した.実験は3月より 12月まで毎月の月始めに

播種を行い,10回行った.

一般的には自然日長が長 くなるにつれて両親および Fl共着蓉開始節位は上昇し個体

間の偏差も大きくなる.そして 日長が短か くなるにつれて両親 と Flとの間の差異は殆

んどなくなった.平均の着葦開始節位を算出すると,Flでは正逆交雑に差はなく,両親

の中間よりも ｢テンタン｣に近い感受性を示した.

Flの感受性から見ると ｢テンタン｣の有する暗期感受性を決定する内的要因は ｢856｣

のそれに対して優位を示すと考えられる. また正逆交雑に差がないことより感受性を直

接コン トロールする要因は遺伝子的なものであることが明らかにな-,た.

(B) 生育温度による感受性の系統間差異 前述の｢856｣｢テンタン｣および本邦産栽

培鐘の ｢紫｣を用いて1月より 12月まで 30oCおよび 20oC恒温の調節温室内で月毎

に播捜し,自然 日長の変化に伴 う主軸の着馨開始節位を調査した.その結果を要約する

と 1)30oC,20oC共に ｢テンタン｣>｢紫｣>｢856｣の感受性を示し,2)着曹開始節位

は 20〇Cでは常に 30℃ よりも顕著に低 く,3)｢856｣は最も日長の長い6月には30oC

では着菅しなかったが 20℃ ではよく着著した.4)20〇Cでは個体間の偏差は 30℃ よ

り小 さくなり,5)また日長が短か くなるにつれて各系統共温度による差は小 さくなり生



研 究 兼 緯 29･

物学的暗期が 11時間半以上になると殆んど差がなくなった.

高等植物の日長反応は温度により影響をうけることは知られているが,調節 された湿

度条件下のアサガオでは 30℃ 恒温よりも 20cc の方が感受性は強 く,特に日長の長い

夏期においてその差は非常に著しいことがわか一)た.

第 3研 究 室

10. 人類遺伝子の平衡 (駒井 卓)

近頃筆者は他の研究者と共に,人類における強度の遺伝性欠陥2種について研究し,

その結果を発表した.それらは劣性遺伝子による小頭と優性遺伝子による VAN DER

HoEVE症候群とである. これらの遺伝子は人類集団中に凡そ一定の頻度に保たれてい

ると思われるが,それは淘汰によって失われるものと突然変異によって新生するものと

が平衡状態にあるからに違いない. この両遺伝子の突然変異率を求めたところ,何れも

10~5 の値を得た.これは従来他の同程度の遺伝性欠陥について得られた値 と大たい一致

する.またこれらの遺伝子の集団中における頻度は,劣性の小頭遺伝子は 10~3の程度で

あり,優性の VAN DER HoEVE 症候群の遺伝子は 10~5 の程度である.

これらの欠陥に比べて普通にある兎唇,先天性投関節脱臼,先天性内翻足,無脳児,脳

水腫などは,ほぼ 10~3 の頻度をもって初生児中にある. これの遺伝については まだ疑

問があり,表現模写もあるに違いない.兎唇を例に取ると,これはたいてい優性遺伝子に

よるものだが,その突然変異率 u を 3×10~5 とし,淘汰係数 Sの値を 5×10r2 とする

と,遺伝子頻度 qは q-u/Sで 1/1667,病者の頻度は 1･2/1000 となる.実際の類塵は 2/1.00∫

くらいであるから,0･8ノ100｡くらい遺伝によらない表現模写と考えられる.

もっと正常に近い異常形質,例えば味盲,色盲,長掌筋欠損,上顎側歯欠損などでは,

その頻度は 10-2 の程度である.例えは劣性の味盲者は日本人には 6%位の頻度にある

が,この遺伝子について S の値を 5×10~Ilとし, u を 3×10~5 とすると,平衡状態の

qは 0.245,劣性型頻度は6%となる.優性遺伝子については S を 3×10~3 とすると,

表現型頻度は,uを上の通 りにして2%となる.

終に人類にも-テロ-シスによって遺伝子頻度の平衡が保たれるもののあり得ること

は,近頃評判になっている鎌形血球貧血症の例でも知られる.この後この種の実例は多 く

見出されると思われる.

ll.白児の集団遺伝学 (田中克己)

静岡県東部地方において白児の分布を調査し集団遺伝学的分析を行-,た. 白児の頻度

は倉島の報告によると岐阜連隊区管内で 16762,500,福井連隊区管内の岐阜県春日村で

5/4,000といわれるが,静岡県清水市では 10′126,000,三島市では 7:59,000で,日本国

内でも地域的の差が存在するようである.三島市と隣接地区在住者を併せて28人の白児

を確認したが,既婚者 8人の うち白児同志の結婚が2組,正常者 との結婚は4範で,正

の選択結婚の存在を思わせる.
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両親の血縁関係の明らかなもののうち,従兄妹結婚の割合は6'12,すなわちk-0.5で

あった.この値に基づき,一般集団における従兄妖結婚の頻度を 6%とし, NEEL の式

を用いて計算した 白児の遺伝子頻度は 0.0042である.しかし隔離集団が小さくて,し

かも集団問に遺伝子頻度の差があること,選択結婚が行われていることなどにかんがみ

て,実際の遺伝子頻度は計算値よりも低いと考えられる.

B. 細 胞 連 伝 部

第 1研 究 室

12. 吉田肉腫における種族細胞の染色体数とⅤ 字形染色体の関係

(吉田俊秀 ･津田福視*)

吉田肉腫の 55個の細胞について,その染色体数と,特有な Ⅴ字形染色体の数の関係

について調査した(裏1).観察された全細胞の 52.7タ銅ミ40個の染色体をもち,しかも

表 1. 書田肉腫細胞の染色体数とⅤ字形染色体の数

( )内の激芋は 粘 .

それらの染色体構成中には2個の特異なⅤ字形染色体が含まれていた.染色体数には31

個から 82個までの差異があり,Ⅴ 字形染色体のl数も 1-4の差異があった.しかし全

細胞の 87,2%は2個のVをもっていた.一般に染色体数の少ない細胞は1佃のVをもち

染色体数の多い四倍性細胞は4個のⅤをもっていた.これは,元来の2個の Ⅴ字形染色

表 2.1V,2V,3V および 4V を含む細胞の出現頻度

)

% 87.2

表 3.年代別に珊べた吉田肉腫細胞の染色体数 (2Vを含む細胞のみ)

ii⊇:≡事 1

+観察細胞数, ( )内の数字は %.

*福島大学医学部
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体のうち,1個が減少したか,或はそのま 倍ゝ加したのにすぎない.このことは染色体の

形態的研究からも証明し得る.

上述の結果は 1955年 2月と 1956年4月に調査された資料を含んでいる. この2カ

年を通じて,吉田肉腫細胞の染色体構成に殆んど変化のなかったことは表 2で明らかで

ある.

13. 吉田肉腫における種族細胞の新核型 (吉田俊秀)

吉田肉腫における大部分の細胞が 40個の染色体をもち, しかもそれら染色体構成中

に,特に大きな2個の Ⅴ字形染色体の含まれているということは前述の通 りである.最

近2個のVと1個の大きなJ字形染色体をもつ吉田肉腫の新亜系を樹立した. これは東

京の伝染病研究所から入手した吉田肉腫の系統を,吉田肉魔に割合につきにくい W 系

ラッtに累代移植し,その移植の途次に得たもので, この亜系は W 系ラッH=非常に

つき易 くなった.この系統の大部分の細胞(80.3%)は 2VIJ型であるが,少数の 2V型

細胞が含まれていた (裏 1).興味のあることは,ラッ下の異った系統に移植されると,

表 1.吉田肉腫の 1亜系における新核型細胞の出現頻度

移 植 世 代 移植ラットの系統

9-ll

合 計

戟

2VIJ型
(新緑塑j)

44(69.8%)

35(85.8%)

: - こ~~

WK !25(72.0%)

W =30(90.0%)

WK
W

SH

CW

120(69.8%)

88(90.9%)

60(94.1%)

21(71.5%)

289(80.3%)

7

9

7

1

2

3

3

0

4

5

3

2

2

3

3

4

7

2

15

9

6

2

J
3

2V型と 2VIJ型が異った頻度で現われた.一般に W 系および CW 系ラッTlに移植

されると 2V型が非常に少なくなるが,これに反して WK 系, SH 系に移植 されると

2V 型が割合に多く出現する. Waynepink･eye系ラッH=はこの亜系は移植が因数
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であり,細胞も殆んど増殖しない.亜系の殆んどすべては40個の染色体を含んでいた.

14 ラットにおける2移相性鹿痕の核型 (吉田俊秀)

ラッtの移植性腫癌として知られているWalkercarcinosarcoma,MurZ,hylymphoI

sarcomaの2系の腫癌細胞における染色体構成を調査した.

表 1.Walkercarcinosarcomaの染色体数

祝 祭
_珊胞敬

1 6
二
63eH6

1 2
98 体 #r

Tl'lI枕 tnlt一(I/K'iI10.<an '0,JILa この塵癌の染色体数は観察された20個の細胞のうち,

10個は60個の染色体をもち,他は 37から 98までの変異があった (表 1).すなわち

この腫癌の穂族細胞はほ 三ゞ倍性の性格をもつといえる.次にこの鷹癌細胞は棒状, Ⅴ

字形,J字形などの染色体を含んでいるが,特に長大なⅤ字形染色体が1個含まれていた.

表 2.MurphylymPhosarcomaの染色体数

_W uJT)h.tJl.tJ〟り )tuJ.<q/,Jt･OJJl,uJ 8個の細胞について染色体を観察したのみである

が,それらのうち,4個は 40の染色体をもち,他の4佃には 31から43まで観察され

た (表 2).染色体構成中には非常に大きなⅤ字形染色体が 1個観察された.その大きさ

､は前歴癌細胞におけるそれよりもや 小ゝ型である.

15. 肝癌発生過程の細胞学的研究,工V. D･A.五･投与過程における肝細胞の染色

体 (吉田俊秀 ･石原隆昭)

移植性ラット魔癌に認められる特殊な V字 形染色体はある2個の染色体の末端附着に

よって生じたであろうこと (吉田 1956),それらは正常細胞には全 く発見されないこと

･(吉田,石原 1956),また癌の発生に対しては必ずしも必要な条件ではなかろうというこ

と (吉田 1956,石原 1956未発表)などが明らかにされ,特殊なⅤ字形染色体の性格

が徐々に明らかにされてきた.しかしながら,特殊なⅤ字形染色体がどのような時期に,

どのような過程を-て形成されるかという重要な問題が残 されている.筆者らは肝癌発

生物質である D.A.B.(バタ- ･イエロ-)をラットに授与して,発癌までの肝細胞の

室染色体,特にⅤ字形染色体の出現について検討した.

D.A.B.投与後 1,2,3,4,5カ月と発癌前のラッtの肝細胞の染色体を観察したが,特

殊なⅤ字形染色体は全 く認められなかった.正確に スケッチすることのできた細胞は僅

か32個であったが,それらのうちで, 42のラッtの基本染色体を持つ細胞は 16個で

あった.それらの肝細胞は,筆者らが前に観察した幼君ラッtの肝細胞および肝切除の際

の再生肝細胞の場合にみられた染色体像と全 く同一であった.このように D.A.B.投与
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過程においても発病前の肝細胞においては,癌細胞にみられたような特殊な Ⅴ字 形染色

体は観察されなか一つた.

16. 肝癌発生過程の細胞学的研究,V. 発生初期の肝癌における染色体研究

(吉田俊秀 ･石原隆昭)

ラッtの多 くの移植性鹿癌には,正常細胞と異って特殊な Ⅴ字形染色体あるいはJ字

形染色体をもつことが多 くの研究者によって指摘されている (牧野 1951,その他). し

かしこのような特殊な染色体が,癌の発生増殖に対して如何なる意義をもっているかに

ついては殆んど明らかにされていない.筆者らはこの間題に一つの解答を与えたいと考

え, D.A.B.(バタ- ･イエロー)をラッtに与え,それによって生ずる肝癌の発生初期

の塵癌細胞の染色体について調査を行った.

義 1.発生初期における肝癌細胞の核型構成

二重車 重 _垂 遍 :-==;色体表 ･富豪矧 詣謡警詑姦墓誌競詣

H-4CI 37 25-84(?)

.I.). :三 ∴ ●.:.こ::

H-1B ; 18 33-84(42)

W-1 6 54-66(66)

wK-1B :▲ 10 17-86(?)

0

1

nU0
.
1

.
1

.
0

0/15

17/37 11

0./15

0../15 6.5カ月

3/18 8 カ 月

4/6 8 カ 月

0/10 1 カ 年

染色体の観察を行った発生初期における肝癌は,表 1に示した通り 6個体 9例であ

る.観察した肝癌のうち,H12A,H14CIIおよび W-1の3例においては, 魔癌細胞

の多 くに特殊なⅤ字形染色体が認みられた.これに反して,H-2Cおよび H-1Bにおい

ては,特殊なⅤ字形染色体を持つ鹿癌細胞は非常に僅かで,腺癌細胞の大部分は特殊な

Ⅴ字形染色体を持っていない.また H-4CI,H-4CIII,WK-2Bおよび WKIB の慮

癌細胞においては,特殊な Ⅴ字形染色体は全 く認められない.

以上の観察によると,特殊な Ⅴ字形染色体は,必ずしもすべての肝癌に存在するもの

でない.このことは癌の発生に対して,特殊な Ⅴ字形染色体の出現は絶対的必要条件で

ないものと考えられる.この間題についてはなお研究続行中である.

17. シロネズミの成長初期における細胞分裂頻度の研究,I.成長初期における諸器

官の細胞分裂頻度 (石原隆昭)
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成熟した動物の各器官を構成している組織細胞は,生殖および造血器官を除き,他細

胞分裂が非常に少なくなっていることが古 くから認められている.

筆者はシロネズミにおける分娩前の胎児と,分娩後の個体について,肝臓,腎臓,防

臓,心臓および大脳の5つの器官の細胞分裂頻度が成長に伴って どのように変り, どの

ような過程を経て細胞分裂が減少していくかを検討した.

分娩前の胎児における各器官の細胞分裂類慶は,分娩後のシロネズミにおけるそれよ

り,一般に高率である.また受胎後の日数の短かいもの程,細胞分裂頻度が高い.分娩

によって各器官の分裂頻度は急激に減少し,分娩後は また急激に上昇を示し,分娩後お

よそ4日目で最高となる.その後は徐々に減少して行き,生後およそ8日目において分

裂頻度は急に低下する.それ以後において分裂頻度は徐々に低下して,細胞分裂は殆ん

ど認められなくなるまでに激減する. このような傾向は,大脳を除いた他の各器官に共

通した現象である.細胞分裂が,殆んど観察されなくなるまでに減少する時期は,心臓が

生後 12日目,大脳および肝臓が 15日目,腎 および肝魔は 30日目である.また細胞

分裂頻度も各々の器官によって非常に異り,肝臓が最も高 く,腎臓がこれに次ぎ,肺お

よび心臓はほぼ同じく,大脳が最も低い.大脳は他の器官と異 り,分娩後の分裂頻度の

増加と減少に一定の傾向はなく,その増減はまちまちである.以上の結果から見ると,

細胞分裂頻変の変化と細胞分裂が殆んど観察されなくなるまで減少する時期をもって,各

器官における成長分化の完成の 1つの目安とすることができよう. また大脳を除く各器

官は生後8日目に一様に分裂頻度の急激な低下が観察されるが,その意義については現

在のところ明らかではない.

18. シロネズミの成長初期における細胞分裂頻度の研究,ll.細胞分裂頻度と器官の

重量との関係 (石原隆昭)

ラッtの細胞分裂が殆んど観察されなくなるまでに減少する時期(以下細胞分裂停止時

期とする)は,前報の如 く,心臓は生後 12日目,大脳および肺臓は 15日目,腎臓およ

び肝臓は 30日目であった. ラッ下の生後年令別における器官重量と成体の器官重量と

の比率をとって見ると表 1のようである.

蓑 1. 各器官の成体器官重量と各年令における器官重量の比率 (罪)

然年令における器官電歪 は6頚 の平均価

蓑 1に示すように,各器官は細胞分裂の停止時期以後においても,著しい成長を遂げ
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る.細胞分裂の停止時期以後の成長は細胞自体の量的増加によって なされることがわか

る.このように細胞分裂の停止時期を冬器官の成長分化の 1つの段階とすることができ

る.器官重量については,大脳は体重と関係なく,名年令によって一定の値を示す.心

藤も比較的体重に関係がない. しかし他の肝臓,腎臓,肺臓においては,その重量は全

く体重と相関的なものである. このことは,大脳は初期にすでに器官としての性格が決

定し,その後の環境変化に反応しない.心臓もこれに近いが他の器官はそれぞれ環境変

化に対して反応できるような許容性を保有しているように思われる.

19. W ayneラット肉腫の移植感受性に関する研究 (石原隆昭 ･吉田俊秀)

WayneラッT肉腫は近親交配50代におよぶ Wayne-pink-eyedyellow系に自然に

発生した織維細胞肉腫である.この魔癌の移植性は表 1に示した通 りである.原発系統

であるWayne系には 100%の移植性を示すが,W および WistarKing-A(WK)の両

系には全 く移植できない.そこで Wayne系とWK系とを交配して,Flにおける移植

感受性を検討した.実験の結果,FlのラッTには100%移植可能で,この腫癌の移植性

には,いくつかの優性遺伝子 (H 遺伝子)が関与することが想像される.次にそれらH

遺伝子の数を決定するために F2個体の移植性について調査した.移植実験の結果 F2個

体には 4.34%が陽性となった.この移植率は 10個の H遺伝子が移植に関与する場合

の期待値 6.0に近い.以上の結果から,この塵癌の移植性にはおよそ 10個の優性 〝 遺

伝子が関与していることがわかる.

表 1. Wayneラット肉腫の移植感受性に関する実験結果

"
陽

の

統

トツラ

系

Wayne

移 植 枯 果

性 …陰 性
実験個体数 陽 性 率

LLILl)

126 0 126 10()

0 20 20 0

Fl(WaynexWK) 30 0 30 100

F2(FIXFl) 3 66 69 1 4.34

20. 昆虫類の近緑種間における性染色体と常染色体の量的関係 (吉田俊秀)

鞠趨目および半週目昆虫の近縁なる種族間の染色体を比較研究してみると, そこには

常染色体と性染色体 (Ⅹ)の問に量的なある平衡関係の存在することがわかった.

まず鞠趨目のテンヤクムシ科の8種類について調べた.これら8種類の染色体数は 27‡

-16,18および 20の差異があり,常染色体の長さの総和 (T,A.)および Ⅹ の長さは
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表 1.テンtウムシ科昆虫における常染色体と性染色体の量的関係

種 名

Harmonia
axylidia

Coccinella
burckii

C.croichi

Epilachna
vlgintioct0-

maculata

E.vlgintioctO-
L)unuctata

E.pustlosa

Synonl･Cha
grandis

HipLIOdamia
tredecim♪unctata

2n 性染色体 T.A. X
T.A.
X

16 ⅩY(8) 429 30 14.3

18

20

20

492 30 16.4

473.5 27 17.5

709.5 40 17.7

2O Ir 510 30 17.0

20 ⅩX (?) 342 16.5

T.A.=常染色体の長 さの介計.X=Ⅹ鎗色体の長 さ.染色体の長 さは任志の目盛で測定 した.

の値を示した(義 1).オサムシ科4壇の染色体についても同様な結論を得た(表2).オサ

ムシ科のうち,Ruterinaeの3塩は 2n-18でTkA.の値もほぼ一定であるが(24t7),

表 2.オサムシ科昆虫5種の常染色体とX染色体の量的関係

TA

X

rlL/0ltJL)rla

Popillia
jaPonica

Cetoninae
GlycyPhana
fulzJistemma

い
l

24.7

一方 Cetoninaeの1種類は 2n-20で･T若 ･の値は前 3種よりもやや低 くな-てい

る.Ruterinaeの3稜は Cetoninaeよりも近縁であることが核学的にも立証される.
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複合性染色体が昆虫類でしばしば発見される.半麹目の-1)カメムシ科の 5種類では

次の如き関係を得た (表3).すなわち染色体の多い種類では 2Ⅹ-0 型,少ない種類で

表 3.-リカメムシ科 5種類の染色体数と性染色体数

l

Mesocerusmargmatus

Pachyce♪halussp.

Corizussp.

RiZ)toriusclavatus

22 XX-0

22 ! ⅩⅩ-0

は Ⅹ-0 型であった. こ にゝおいても,Ⅹ と常染色体の間に量的な平衡関係の存在す

ることがわかる.カメムシ科,サシガメ科などでも同様な関係が発見され,他の昆虫類,

例えば賛勉目 (MATTHEYandAUBERT1949),クモ類でも同様なことがいえる(詳細

は Proc.lothlnternat.CongressEntomology1956に礎表).

第 2 研 究 室

21. Phyllo7W/dbi.<属 (イ泉科)の系統学的位置 (館岡亜稽)

Phyllorachis属は南アフリカのごく限られた地方に産する1種 P.sagitiaiaTRIM.

か らなるもので,イネ科の系統を考える上に非常に興味あるものである.花部の状態お

よび葉,梓の状態からしても非常に古い時代の残存物と推定される.

幸い,本種の種子を入手することができたので, まずその染色体と葉の構造を調査し

た.その染色体は 2n-24で小さく,Oryzeae,Centotheceaeなどと同様であった.

藻の構造においては,維管束が1層の特徴的細胞層によって とりまかれ, また葉肉細胞

に多くの細胞膜突起がみられ, Bambuseae,Oryzeae,01yreae,Arundineae,Thy-

sanolaeneaeなどに類似していた.上述の状態は,硯在繁茂しているイネ科植物とはっ

きり異な-,たものであり,本種が古い時代の残存物であろうという推定を強めている.

22. イネ科植物の核分類学的研究 IV.(館岡亜緒)

前年度に引続いてイネ科各群の染色体構成の調査を進めた.今年度は下記の12鐘の体

細胞染色体を観察した (表 1).

また分類学的問題を含んでいる若干の群について系統分類学的研究を行った.

(1) PIL(LeLt,().<･JJeL.IIL(t タ幸手ヒ属 従来 Festucoideae(ウシノケグサ亜科)に

含めるべきか,Eragrostoideae(スズメガヤIltE科)に入れるべきか論議されていたが,

染色体構成,葉の解剖学的特徴からすると,明らかに Festucoideaeに含めらるべきも

のである.
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(2) GarJI/Oti(L属 外部形態の特異性から問題にされていたが, 従来は便宜的に

Eragrosteae(スズメガヤ族)或は Agrosteae(ヌカポ族)に入れられていた.葉の解剖

学的特徴の調査によれは,本属は上述の2族のい ず れ とも明らかに異なり,独立の族

Garnotieae として Arandinelleae(トダシバ族)のそばに位置づけるべきものと推定

される.

蓑 1.イネ科植物 12種の染色体数

BrylkiniaschmidtiiOHWIホ ガ - リガ ヤ

DiarrhenajaponicaFRANCH.etSAY.ク ツ ノ ヒ ゲ

D.faurieiOHWIヒ ロノ､ノ ヌマ ガ ヤ

AstreblalaPPaceaDoMIN･

A.peciinaceaF.MUELL.

TriPogonja♪OnicusOHWIフ ク ロ ダ ガ ヤ

Mosdenia♪hleoidesSTENT

CleistachnesorghoidesBENTH.

ThemedairiandraFoRSK.

CoelachnejaponicaHACK.ヒナ ザ サ

40

3838

4040

20

40

36

30

40

:chh,liaa,cEanecapl,ucrlPnuarass17nsSWALLE" フ ォ 小 ガ ヤ ＼ … 04

(3) Tfl/.1/.<a/tI()i(I,el,I/(t属 C.E.HUBBARD(1934)によ一,て独立の族 Thysanoー

laeneaeとして扱われたが,葉の構造の調査結果からしてもその取扱いが支持され,か

つ,この属は Arundineae(タンチグ族)に近いものと推定される.

23.E)EL}holbl'a(トウダイグサ)属の細胞学的研究,I.(下山昭∧)

Eu♪horbia属 (広義)は多 く亜熱帯地方に生じ,約 1600種を含んでいる.その染色体

にF謁する研究は HARRTSON(1930,1931)･MoYER(1934).PERRY(1943)･D'AMATO

(1947)などによってなされ,基本数 6,7,8,9,10が報告されている.筆者は日本産

の本属植物の細胞学的研究に着手したが,本年度は下記の4種について,その体細胞熟

色体を観察することができた.

(1) E.,JlblLClt,i((/tttL . オウニシキソウ PERRY (1943)は本種の染色体数 を

2n-28と報告しているが,三島産の材料による筆者の観察では 2n-12が認め られ

た.観察された染色体はすべて Ⅰ型であった.

(2) E.2).qeuJtlocha,wbq,eLq1JCeFTSCH..nIEY.CtLAI･LEM.ニシキソウ 材粗

は三島市近郊で得られた.根端細胞で20の染色体が認められ,それらの染色体はすべて

Ⅰ型であった.

(3) E.2)eklnenLqitqR UpR.タカトウタイ 本種は非常に変異に富む種類である.

PERRY(1943)は 2n-24を報告している.筆者は 2n-24(三島産),2n-54(日光
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産),2n-56(三島産 ,山中産)を観察した.2n-24の個体では 1対,2n-54,56の

個体では2対の長い二次狭窄をもつ染色体が認められた.本種の染色体は非常に小 さく,

詳細な核型分析は困難である.

(4) E.L.･LetJlJltlilILL,lI/llloRR.tttI)ECNE.ナッ トウダイ 材料は三島で得 られ

た.根端細胞で 2n-20が観察 され,V 型が 18本,Ⅰ型が 2本認められた.本種の

染色体は上記 3種の染色体に比 して著るしく大 きい.

第 3 研 究 室

24. カイコの細胞質ウイルス病の研究 (辻田光雄 ･坂口文書 ･津田誠三)

(A) 自然発生の軟化病蚕の調査 昭和 31年春蚕期静岡県田方那四日町の 養蚕家

の飼育した日支交雑種の大部分は近来にない不作であ一)た.広義の軟化病(一種の消化器

病 と思われる)で,2齢頃より発育不揃いの徴候が現われ始め,壮蚕とくに第 5齢期に入

って多数の病蚕を見るに至 り,家によってはほとんど全滅の状態を示した. これらの病

蚕は初め食桑状態不清澄 となり次第に衰弱弊死するもので, なかには 吐潟,下痢,糞語

りなどの症状を呈するものが見られた.数部落における被害の甚だしい 養蚕家を戸別に

訪れ,病蚕の中腹を観察したが,いずれも白濁せるものは認められなかった. ただし中

揚円筒細胞の細胞質中に微小願粒を生じ,個体によっては, 一部微小斯粒は多角体 と同

様の形態の結晶物に発達せるのがあり, なかにはかなり明瞭な多角体がやや多 く生産 さ

れているものが見られた. このような個体の中腸をそれぞれ滅菌試験管にとり磨砕 し,

暫時の後沈澱物を除いた上澄液あるいは上澄液を遠沈して生ずる沈澱物 を稀薄アルカリ

で処理し,それを桑葉に塗抹して KH19,大迄などの品塩に給Ffした.一部同じような

症状の病蚕の発生を見たが,その数極めて少なく,果 して感染によったものかどうか明

らかでない.荏 -,て上記中腸皮膜細胞内規粒は伝染力が ほとんどないか, あ っても極め

て弱いものと考えられる. これと一昨年および昨年実験した強い 伝染力をもつ細胞質多

角体病とがどんな関係にあるか 未だ不明であるが,いわゆる中膜性多角体病 といわゆる

激化病 との中間型のごときものが含まれているように思われる.

(13) 1132による中腸型多角体ウイルスの増殖と感染実験 一般にウイルスの増殖

と燐酸代謝とが密接な関連をもっていることは多 くの研究者によ-,て知られているが,

家蚕の中腹型多角体ウイルスの場合に一度取 り入れられた燐酸が果して次代のウイルス

の増殖に如何なる関連をもつかを知ることは, ウイルス宿主体の代謝とウイルスの増殖

機構などを知る上に,さらに近時ますます多発の傾向にある細胞質性ウイルスによる軟

化病の防除対覚に有力な手がかりを損供する意味でも重要なことと考えられる.

放射性燐酸塩 Na2HP3204 を用いて,現在までに得られた結果の大要は次の如 くであ

る.供試した材料は核性多角体病(体腔型多角体病)に抵抗力の強い品種,大迄の4齢起

秦,100頭を用いた.方法はまず 1頭当り P324-5iLcを注射することによって蚕体内

に P32 を摂取せしめ,さらに 24時間後これらの個体を用いて,遠心機によって洗 った

多角体を,0.7% NaClと 0.4% NaC03とを 1:2に混合 した液中に入れ,多角体を



40 研 究 黄 綬

浮かし,ウイルスを溶出せしめたものを1頭当り 0.1cc注射した.供試 100頭のうち

63頭に中腸型多角体病を感染させることができた.この病個体を用いて揚全体を取出し,.

縦に切開し,水洗乾燥後,この腸のラジオオー tグラフの作成を試みた.

この結果中揚が多角体によって白濁化している部分に P32が強 く検出されることがわ

かった.さらにこの P32摂取の多角体によって自濁した中腸を集め,これから遠心機に

よって多角体のみを集め,P32の活性を調べたところ, この中にも P32の活性があるこ

とを知一)た.これらのことから注射した P32が多角体自体に取 り入れられていることが･

考えられる.さらにこの多角体を前述の方法で弱 アルカリによって溶かし, これを4齢

2日目の幼虫に注射し, 中腸型多角体を誘発し,P32ラジオオー トグラフを用いて追跡

せるも前実験の如き明らかな結果は得られなかった. この原因は,多角体の蛋白部分の

構成に P32の大部分が使われ,ウイルス本態の構成に使われるP32の量が僅少な結果検

出されるまでの量に達しないか,または注射に用いた多角体溶液の P32の量が全般に弱

いためか (1頭当り P32の注射量約 0.01〃C)現在のところ不明である.今後さらにこ

れらの点に関して他の放射性同位元素,例えは C14の如きを用いて,核性多角体病とも.

併用して宿主の代謝と中腸型多角体病の増殖と感染などの問題を追究する予定である.

(C) 超蒲切片法による細胞質ウイルス病の電子顕微鏡的研究 電子顕微鏡を用い

て中腸型多角体のウイルスの形態,形成域 および形成過程などを超薄切片法により観察

した.細胞質ウイルスに感染した蚕児の中勝をオスミック酸1%溶液で固定し,これを

プラスチックに包埋し,超 ミクロ下-ムで 0.1FL以下に切断したものを観察した.この

結果多角体の形成域は中腸円筒細胞の細胞質中であり, ウイルスの形態は球状を呈して

いる.さらに多角体形成過程をみると球状粒子が増殖し, これらのウイルス粒子が多角

体蛋白に包まれる.この過程の初期は不正の円形または楕円形を呈し,その形も完成さ

れた多角体よりも小さいが,後期に到りこの多角体は大きさを増し,結晶状態を呈する

ようになる.

25.Pelbll/･iTl如JJL,CIw〝L<OLJe17ノ1(,Ill/の細胞質頼粒について (津田誠三)

Penicillium の菌株細胞の電子顕微鏡による観察は,細胞膜および核の構造について

はすでに報告した.

微生物の細胞質願粒については,細菌では MUDD などの研究が あ り,酵母につい

ては EpHRUSSI･HARTMAN および MuNDKUR などの遺伝学的研究があ り, また

NeurosPoraについて MITCHELL などの遺伝生化学的研究がある. この研究では

PenicilLium の菌維細胞内には多数の細胞質願粒が散在し,細胞によ一,て類粒の分布状

態は一様でなく,細胞の一部に密集している場合があり,類粒はその内部に微細構造を

有することを認めた.

Penicillium の細胞質顧粒は棒状の形態をしており,その直径は 0.6-0.9p で,蘇

粒の裏面は限界膜で包まれている.腰粒の内部には横縞の構造が観察され,高等動物の

ミtコンドT)アの内部に観察されている横縞構造と類似の構造を示している. 0'HERN.
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と HENRY (1956)は病原維状菌 Coccidioidesの電子顕微鏡による細胞学的研究で細胞

質類粒内に横縞の構造を観察しており, Penicillium についての津田 (1956)の研究結

果と一致している.

penicillium の細胞質腰粒は janusgreenB で染色 され, また菌株細胞から超遠心

分離機を用いて願粒の分離を行い酵素の測定を試みた結果,呼吸酵素などの酵 素を含む

ことからミトコンド1)アと類似の細胞質腰粒であると推察できる. 1細胞当りの湖粒数

については酵母では MuNDKUR (1953) が 6個内外含まれることを報告しているが,

penicillium については超薄切片津による電子顕微鏡的観察 であるので正確な数は推定

できないが,1細胞当り数十個の細胞質頼粒が含まれることが推察できた.

26. ゾウリムシ (PrL7YI/JJLeL･iu,Ill/)の核の超薄切片法による電子顕微鏡的研究

(辻田光雄 ･渡辺強三 ･津田誠三)

ゾウリムシは一般に大きな大核と,種により1個或は数個の小さな小核を持っている.

核の電子顕微鏡による研究は BREITSCHNEIDER (1950)･SoNNEBORN (1953)･辻田･

渡辺 ･津田 (1952,1954),EHRET andPowERS (1954,1955)などの研究がある.こ

の研究は P.caudaium の同一の分枝系から由来したものを材料として用い,オスミッ

ク酸で固定したのち,プラスチック津に従って n-buthylmethacrylateで包埋し,超薄

切片を造 り,電子顕微鏡で観察 した.

大核は薄い核膜で包まれ,核内は微小な球形ないし楕円形の願粒が細い 糸状のもので

珠数状につらなっている.これらの球状ないし楕円形願粒は直径約 0.1-0.2/Lである.

次に大核内のこれらの頼粒が部分的に消失する状態が観察 されたが, これはクロマチン

のある発生段階にあるものと推察された.さらに大核内には直径 1/上内外の球形の顧粒

が処々に散在するのが観察されたが, これらの願粒は細胞化学的研究結果から仁である

ことを確めた.仁はしばしは2個或はさらに多 く集合して大きな塊を造ることが観察さ

れた.大核内の仁は複雑な内部構造を呈し,中心部には微細な多数の粒子が存在するの

が認められた.

次に小核について あゞるが,大核と同様に外部は核膜で包まれており,大核の凹部に

入 り込んでいる観を呈している.小核の内部構造については現在迄にほとんど報告され

ていない.この研究では,小核内の片側が緑維状の構造を呈し,他の片側の部分は微小

顧粒が細い繊維で連絡し, あたかも蔭旋構造を呈している状態を観察しえた. また小核

内には大核で観察されたような仁願粒は認められなかった.

C.生 理 漣 伝 部

第 1 研 究 室
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27. 多型現象の遺伝的基礎 (駒井 卓)

多型現象は遺伝学進化学上興味のある問題である.一般に同種の生物に とっては表現

型の一様であることが有利であるが,変化する環境の下,特にその変化の極端である場

ノ釦 こは多型の方が有利になり得る.例えば夏冬で著しく気候の違 う地方では,その各期

に適する型が同一種内に発達して,その種は2型になり得る. また分布の 限られていた

嶺が多型になったために新しい分布区域を開 くこともある. このようにして広い地域に

分布する種では種々の型の率に関して地理的勾配をみることが常であるが, この勾配は

各地方の気候条件の勾配に精掛 こ適合 していると思われる. また長期に亘って稜々の型

の率が変らずにいた観察例があるが, これはその地方の環境条件が この間変らなかった

ためと思われる.反対に私はナミテン トウの長野県諏訪産の集団の構成が年 と共に変っ

たことを確かめたが, これは多分気候条件の変化と関連して起ったものだと思われる.

今 までに知られた限りの多型現象は,比較的簡単な遺伝的機構によっている.各壁の

差は簡単なメ-/デル性分離をする遺伝子に支配される,例えばモンキチョウの雌の2型,

コナマグラメイガの雄の2型などは優劣関係の明らかな1対の対立遺伝子による. もし

-テロがホモの中間の表現型を持-,場合には Dyosophilapolymorpha の如 く3型にな

る.

さらに高度の多型現象には,1対より多い遺伝子が関与するが,これらの遺伝子は "側

対立 "(para-allelic)の関係にある.すなわち類似の作用を現わす遺伝子が緊密に接近

しているものである.オナジマイマイなどに見る4型はその例である. 4型よりも一層

高度の多型も同様の遺伝的機構によると思われる.

多型現象の基礎の側対立遺伝子には-テロシスの現象がしばしは 見られる.原則とし

てこれは多型には必須条件であろう. またこれらの遺伝子は互いに -テロの逆位の関係

になっている染色体上にあるであろう.

28. 三毛雄猫の起原 (駒井 卓)

従来しばしば述べた如 く,駒井が集めた 65の三毛雄猫の実例によって調べた結果で

は,このような雄猫は原則 として,どんな毛色の母からでも生まれ得る.ただし母の遺

伝子型と父の遺伝子型とは,黄色またはその対■立遺伝子が子において -テロになり得る

ような関係でなければならない.黄色の遺伝子は伴性であるから, その-テロは雌であ

るのが当然である.雄で黄色遺伝子が-テロになり三毛を生ずるためには,Y 染色体に

黄色の遺伝子,もしくはその野生型遺伝子が あるとしなければならない.そのためには

父の性細胞において,X と Y との間に交叉が起ることが必要である. 次に三毛雄は殆

んど全 く生殖力を欠 くが,このことを説明するには,X と Y との交叉の際に,Y にあ

る髄の生殖力を支配する遺伝子群が Y から X に移ると考えることが適当だと思われ

る.

ところが三毛堆猫の中に稀に生殖力のあるものがある.文献にもこの例が 2-3あり,

私の得た 65頭中少 くも3頭は殆んど確実にそうである. このことは 所員石原隆昭君の
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細胞学的研究によって証明された.このような三毛雄猫の成因としては,Ⅹ と Y との

交叉によっても姓の生殖力を支配する遺伝子群が Yに止まっていたとも考えられるが,

文献にある例から見ると,全 く別の原因を考える方がよさそうである.すなわち,雄に

おける黄色遺伝子が巣色遺伝子の作用を被覆する力が変更因子のあるため などによって

不十分になり,後者の影響が一部現われるためであろうと思われる. この研究に関連し

て石原所員は三毛雄猫6頭の精巣の組織細胞学的研究を行った. このうち4頭は 明らか

に生殖能を欠 くもので,その精細胞は第二精母細胞期までに退化する. 2頭は生殖能あ

るものと思われ,正常と違わない精細胞が認められた.

29. ショウジョウバエの窒宏代謝に対する放射線の影響 (平 俊文 ･名和三郎)

突然変異誘発に対する放射線の影響についての研究は極めて多いが,ショウジョウバェ

の物質代謝に対するその影響についてはよく知られていない.幼虫に Ⅹ線を照射すると

いろいろの形態的変化が誘発されるが,その中特にメラニン性魔癌の発現が注意を惹 く.

その発現率は遺伝子型によって異なっている.眼色突然変異のうち sed,cn,caなどを

もつ系統は魔癌の発現率が高い.メラニン性塵癌の発現率を左右する要因は多 く,飼育

湿度,栄養および飼料状態などの環境条件も重要な要素である. sed をもつ2令幼虫に

160KVP,3mA.の X線を 1,000r照射すると,幼虫期の発育期間が約 40時間延長

され殆んど嫡化するが,嫡中期より虫体内に液泡を生じて羽化しない.照射後メラニン

性鹿疫を生じた幼虫からの癖は 明らかに異常であって,慮癌のなかったものより早 く致

死現象を示す.従一)て致死現象の現れない桶前期(錦皮が殆んど着色しない時期)の個体

を,照射後メラニン性腫癌を発現したもの,魔癌のなか一)たものおよび無照射対照区の

3区に分けて,それぞれ 50個体を秤量し, ウリカーゼによる光学的測定法を利用して

尿酸を定量した.これらの結果は墓 1に示す.

蓑 1. 尿酸量の測定結果

系 統 実験区 測定値(γ/mg) M±o'

対照区
撫照射

sed 画

照射区
有腰疹

(1)4.16

(2)4.04 4.0士0.13

(3)3.78

(1)3.78

(2)3.72 3.6士0.15

(3)3.38

(1)2.79

(2)2.88 2.7士0.19

(3)2,37

蓑1ほ sedをもつ2令幼虫に放射線を照射すると尿酸量が低下すること,またメラニ
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ン性腫癌を発現した個体の尿酸量が著しく低下することなどを示している. また, メラ

ニン性鷹癌部はⅩ線写真によると,Ⅹ線透過率の高い部分である.これらの結果から見

ると,放射線照射は窒素代謝に異常を生じ, メラニン性腫癌の発現しやすい 生理的状態

を由来すると考えられる.

第 2 研 究 室

30. イ泉の優性補足致死遺伝子 (岡 彦-)

イネの品種間には雑種致死現象 (hybridinvjability)は極めて稀であるが,印度の

品種 P.T.B.10と P.T.P.7などの間にこの現象が見出された.この際Fl種子の発芽

と英数 5枚位までの苗の生育は正常であるが,その後葉緑素が退化して生育は停止し環

境が好適でなければ枯死した.両親品種を四倍体としてから交配しても同じ現象が見出

された.種々の品種をこれらに交配してこの雑種致死現象の品種間の分布を調査すると,

この現象は印度の約 10品種の間に限られ,それらの品種は互いに雑種致死によって隔

離された2群に分れていることが認められた.

互いに雑種致死を起す2品種 A,B と, それらと正常な雑種を作る他の品種 C とを

(AxC)×B および (BXC)×A の組合せで交配すると,1:1の比率で正常個体と致死

個体とが分離した.また正道交配はなんらの差異を示さなかった.従って この現象には

優性補足致死遺伝子 Llと L2とが関与し, 品種 A,Bおよび Cはそれぞれ Ll+,

+L2.および ⊥十 であって,LIL2 をもつ個体は致死作用を受けると考えられる.

31. イ未の雑種崩壊現象に関与する遺伝子 (岡 彦-)

イネの遠縁品種間雑種では Flは通常雑種強勢を示して正常に生育するが,F2の一部

個体に生育不良,或は枯死がしばしは見出される. その典型的な場合一印度の品種 451

(大陸群)と日本の品撞 521(温帯島群)との雑瞳についてこの現象の遺伝子分析を試み

た.この場合,F2個体の約 1′.)は英数 56枚の頃から黄変し,その生育が停止した.

451と 521との Flを両親品種にそれぞれ戻交雑すると,正常個体と黄変個体とが3

:1の期待比によく一致する分離比を示した.また F2の分離比は 11:5に相当し,正

道交配間の差は全 く見出されなかったので, この現象に関与する遺伝子は次のように考

えられる:重複遺伝子 Al,A2があ一,て,その優性遺伝子を2つ以上 (AIAl,A2A2ま

たは AIA2)持つ個体は正常な生育を示すが, 1つしか持たないか, または全 く持たな

い個体は黄変する,窺品種 451と 521とはそれぞれ AIAlaとa2と ala1A2A2 を持っ

ていると考えられる.なお 521と他のこの現象を示さない品種との Flを 451と交配

すると,その次代は正常で,第 2代系統の約半数は 11:5の比率で正常 :黄変の分離を

示し,他の半数は完全に正常であった. この遺伝行動も上記のように遺伝子を仮定する

とよく説明できる.

このような重複遺伝子は劣性補足致死遺伝子ともいえるであろう.遠縁品種間のFZで
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は上記の場合のように黄変個体の明瞭な分離が見れらなくても, 一部個体の生育が不良

であって草丈など生育量が幅の広い変異を示すことは常に見出される. この点から見る

と上記のような重複遺伝子は広 くイネ品瞳の問に分布しているのではないかと思われる.

その作用が弱 く多数存在する場合には量的形質に著しい変異を生じ,その集団の平均値

は親品瞳の平均より低 くなるであろう. また生育不良個体は退化し次代に多 くの種子を

残さない.この現象は従って一種の雑種崩壊 (hybridbreakdown)といえる. イネの

遠縁品種はこのような雑種崩壊を起す重複遺伝子によって隔離されていると思われる.

32.､イ溝の結実を支配する重複遺伝子 (岡 彦-)

筆者はさきに,稲品種間の雑種には,Flが完全に稔突性であるのにかかわらず F2以

後不稔性個体が分離する場合があ-,て, この現象は Fl不稔性に対する配偶子発育因子

の仮説では説明できないことを指摘した (年報 5,p.50).その際このような不稔性は

二重劣性組合せをもつ個体を不稔性にする重複遺伝子(重複稔突性遺伝子)によるのであ

ろうと述べたが,この仮説を支持する実験成績が得られたので報告する.

供試品種 1(印度シナ)と 719(中国)とはともに大陸群 (印度型)の特徴を示す純系

で完全に稔実性である.その Fl は花粉,結実共に完全に稔突性であ一)たが,F2では

義 1に示すように半不稔性個体が分離した.それらの不稔性個体からの F3 系統には,稔

表 1.品種 1と 719との F2,F3,F4 および戻交雑における結実率の変異

世代 胴体数
結実率 .90 80 70 60 50 40 30 20 10 0 実率%

Pl(1) 9 31 ll

P2(719) 2 4 3 1
Fl

F2 90タ6: 2 5 6 20 9

42

51 79

10 77

6 5 12 3 68

/ 26 X2-189(d.f.1)

(Exp･) ! 46･7 // 21･3 p>0･1
F3 32% 1 2 3 6 3 1 1 17 42

F｡ 4.% ! 2 7 ll 13 113 12 5 4 67 44

FF33x7pp21::FFf;22xp･ 王 手 61Ti 5i245 3ig l･86013: Oil ,;=2;-.30き･0954(d･:5妄)

Exp･:4･217･414･614･715･317･713･6 7･32191･3g ,=.4:52.8(d･f･6)
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実性個体と不稔性個体とが分離するものと不稔性についてある程度固定したものとがあ

った.それらの不稔性個体は結実率の環境変異が,他の原因による不稔性個体に比較 し

て著しく大きかった.恐 らくこれらの不稔性個体は結実能力が低いので あろうと思われ

る.

F3不稔性個体の一部を両親品鐘に戻交雑して,その第 1および第 2代における結実率

の変異を観察 した.その結果 (表 1)を見ると,戻交雑の Flは不稔性で,F2では変異

は連続的であるが,稔穿性個体の頻度は 1/4に相当するように思われた.

1:2:1の分離比を仮定 し,稔実性個体は両親と同様の,不稔性個体は F4不稔性系

統 と同様の稔実率の分散 (正常分布)をもっと考えて理論分布を求めると,観察結果 と

よく一致した.荏-,てこの不稔性を支配する遺伝子は次のように考えられる :重複遺伝

子 A),A2(互いに独立)があって,優性遺伝子を2つ (AIAl,A2A2または AIA2)以

上 もつ個体は完全に稔実性であるが,1つ以下の個体は不稔性になる.親品種はそれぞれ

AIAla2a2とalalA2A2であって,F2における不稔性個体の頻度は 5/16,戻交雑では 3/4

である.

このような型の重複遺伝子は先の報告 (第31)に述べたように F2一部個体の敦死現象

についても指摘 された.恐 らくこの種の遺伝子は稲遠縁品種間に 広 く分布しその隔離機

構の一部を形成 していると考えられる.

33. 日殖性格物の量的形質の分散に対する遺伝子頻度変化の影響 (岡 彦-)

イネの遠縁品種間雑種集団では 配偶子淘汰 と個体淘汰によって対立遺伝子の相対頻度

が世代とともに変化する場合がしばしば認められる. このような頻度の変化は 量的形質

を支配するポl)ジ-ンにも起る筈であるが, その分散に対する影響は次の方法で近似的

に計算できる :AAXaaの Fnにおける AA,Aaおよび aa個体 (それぞれ d,h お

よび 一d を与える)の頻度は,淘汰による AA と aaの頻度差を x とすると 1 ｣_
2 2n

1

2nllShiSdxで示 され,その分散は･

となる.実際上海汰の影響は hの係数の小 さくなる雑種後代で著しくなるから,dhx

の間に互分散がないと仮定すると最後の項は省 くことができる.また x2と d2との間に

も相関がないとすると,S(xd)2-云2Sd2と書 くことができる.Sd2,sh2および 云2をそ

れぞれ D,Hおよび X で示し,環境分散を E とすると,上記の分散の式は,

となり,分散は遺伝子頻度の変化によって XD だけ減少することが判る.この式から各
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世代の集団を系統に分けたときの種々の分散を示す式を求めると,次の如 くであった.

vF2-去(1-2XF2)D十 三H･El -去DF2十三H･EI

v戸3- …DF2･116H+E2〔DF2-(1-2XF2)D]

平F4-三(-1_12X右;)DF2･116H'El･･ ･-等

これらの式によると F2における見かけの遺伝分散 DF2を標準として,系統内分散一

宇F3,アF｡などは遺伝子頻度が変化しない場合より大きくなること,また X の値は通常

世代とともに急増するから系統平均値問分散 Vi･3,V面4などは小 さくなるであろうこと

が認められる.すなわち淘汰によって系統内の揃い方は悪 くなるように見え,系統間の･

差は小 さくなることが期待される.

白殻×台中 65号の F2と F3 のデータから出穂期について D1,H および E の値を

推定した.その F3-F5集団からそれぞれ無作為的に とり出した F4-F6の系統内およ

び系統間分散を,淘汰が起らないと仮定して上記のD,HおよびEの値から期待すると,

期待値は系統内分散では観察値より著しく小さく,系統平均値間分散では観察値より著

しく大きかった.一方上記の式によって各世代の X を推定し,それから期待値を求める.

と観察値 とよく一致した.この際 X の値は XF2-0,186,XF3-0409, X1.,1-0.543,

xF5-01682と世代毎に増加することが認められた･去ノx- が遺伝子頻度の変化を示す

と考えると,これらの値の変化は フェノール反応その他の主遺伝子に見出された頻度変

化の傾向とよく近似している.

34. 日殖性植物におけるボT)ジ-ン問の連鎖の影響に関する計算 (岡 彦-)

2対の遺伝子 A-aと B-b(それぞれの作用を da,dむなどとする)が連鎖し組換率は

♪であるとき,自殖性植物の F,L集団の分散は,

･(2,L1--iL)(ha十hb)+2((1--292TL-2P2)7lAl一志 1)hohb
(*相引のときは+,相反のときは-)

で示される. この式は複雑すぎて雑瞳各世代について分散成分を分析するときには使い

難い.このような遺伝子が多数存在する場合,
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S(da2+db2)-D･写SB4b-q,S(ha2+hb2)-H 2Skah-a-Y とすると･上の式は

･〔((ト2言n'12p2)-n-1一言1)rjH
となる.ポ1)ジーン間の連餅の作用は駈換率が 0.25の附近にあるとき著しくなること

が知られている (MATHER 1949).従って上式に ♪-0.25を入れて qと Yの値を測

定すると,連供の作用の強さを近似的に表現できると思われる. この際各世代の分散を

示す式 (相反の場合)は次のようになる (Elと E2はそれぞれ系統内と系統平均値間の

頭境分散):

vF2-;(1-0･5q)D･i(1･0･25Y)H･EI

vF3- …(1-0･5q)D･116(1+0･25r)H･E2

予F3-去(ト 0･25q)D･三(1+0･1563r)H十EI

v戸4- 芸(1-0･4167q)D･634(≡+0･5208r)H･E2

テF4- 去(1-01125q)D･116(1+0･0976r)H･EI

vL;5-87(110･375q)D･孟 (冒+o･2790r)H･E2

テF5-116(1-0･0625q)D+312(1+0･0610r)H+El

イネの雑種では程長,穂長など長さに関する形質に相反遠鉄の影響が強 く現われる.

前の報告 (33)に述べた 白殻×台中 65号の実験で,F2 と F3 の測定値から pF2(-(1
-0.5q)D),HF2(-(1+0.25r)H)を推定し,それらの値をF4-F6の分散を示す式に

代入すると,連鎖の影響を考えないときには系統平均値聞分散,系統内分散ともに期待

値は観察値より著しく小 さくなった.上記の式から qの値を推定 し (F4以後では H は

重要でないので r-1と仮定),それから各世代分散の期待値を求めると,観察値 との偏

差は著しく小 さくな一,た. さらに遺伝子頻度変化による分散の変化を考慮すると観察値

と期待値 とはより完全な適合 を示した. しかし この際の qの値は梓長では 1.63,穂長

では 1173と見出された. 1と0との間にある等の qの値が 1を越した原因はよく判ら

ないが,多数の遺伝子の間に強い連餅があることが推察できる,(なお梓長や穂長には遺

伝子間相互作用が強 く働 くことが見出された.上記の計算はすべて測定値 を対数変換し

た後に行った.)

35･ イ泉における競争力と他の形質との相関 (岡 彦一 ･酒井寛-)

イネ遠縁品種間の無選抜集団から取出した F9-FIOの系統を用いて筆者らは数年来競

争力の変異の調査を行ってきたが, ここでは競争力と他の形質または遺伝子差との相関
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について報告する.材料は P.T.B.10×木下株の FIO系統 (第 1実験)と白殻×台中 65

号の F9系統 (第 2実験)で,競争力の測定は第 1実験では一定の Testerを用いてそ

の穂教の増減により,第 2実験では親品種との混植区と単植区との問の穂数の差によっ

て行った.調査はすべて台湾省立畠学院 (台中)で行った.

競争力と種々の量的形質との相関は次の如 くであった.

表 1.イネ雑種集団における競争力と他の形質との相関

形 質 俸 1実験 解2実数 形 質 俸 1実験 ′第 2実験

群 長 0.30* -0.08 粗長幅比 0.31* 0.13

穂 長 0.14 脱粒重畳 -0.18 002

警株粒芸 Z.'1126 ~Z霊 * 言崇 品姦 -o･30* 10･16

生育日数 0.17 発芽速度 -0.14 -0.07

(*は5,Oi;有意水割与を越す4,の)

この成績によると,競争力は符長その他の量的形質とあまり相関を示さないようであ

る,従って雑種集団内の競争力の変異は量的形質に対■して一定方向の変化を起さないと

考えられる.

しかし遠縁品種間の差を形づ くる種々の形質(上記のアルカリ･テス再旨教はその一つ

と言える)または遺伝子と競争力との間にはある程度の相関が認められた.概して大陸群

(印度型)品種に類似の特性または雑種不稔性の反応型を示す系統は島群 (日本型)品種

に類似のものより競争力が強い傾向が見出された. この傾向は品種間変異において大陸

群品種が島群品種より概して競争力が強い事実と一致する. またこれらの雑種集団では

大陸群の親品塩に由来した遺伝子 Ph(フェノール反応),Rc(赤米)および C(揮発無

色)をもつ系統は島群の親品種に 由来するそれらの対立遺伝子をもつ系統より競争力が

強いことも認められた.この傾向は表2に示すように赤米遺伝子 (Rc:rc)については

かなり顕著であった.

表 2.赤米遺伝子について異なる系統間の競争力の比較

赤米遺伝子 警晶禦t棚 1雛 よ28穂&30変イヒ｡ 系 統 数 芸 争 芳

一一 一 - 一

第 3 研 究 室

36. 3対立因子を含む座における遺伝子頻度の機会的変動一連続模型による厳密解

(木村資生)

有限な集団における遺伝子頻度の機会的変動 (所謂 random geneticdrift) につい
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ては,1922年の FISHERの論文以来,WRIGHT,HALDANEその他多 くの学者によっ

て長い間理論的研究が続けられてきたが, この間題を数学的に完全に解 くことには成功

していなかった.昨年筆者は 2つの対立因子が存在する場合について連続確率過程の理

論を応用して初めて厳密解を得ることができた.(WRIGHT教授を通じて Proc.Nat.

Acad.Sci.に報告).また3つ以上の対立因子が存在する場合には分布の積率を計算す

ることによって漸近解を得た (Evolutionに発表).その後 3対立因子の場ノ針 こついても

厳密解を得ることに成功したのでそれについて簡単に報告する.今,集団の有効な大い

さを N としその内に含まれている3複対立因子を AIAZ,A3 としよう.連続模型を用

いると,Al.A2,A3 の初期頻度を pqr(-1-p-q)としこれが i世代後に x,y～2(-

1-x-y)となる確率密度 ¢(x.ylPq;i)は次の偏微分方程式を満す.

冨ぎー4L aax22(x(I-x'0)-2lN ♂,882,-txyo)十｡L 88,22(y(1-y'01･

(0<x<x+y< 1)

¢(x.yIAq;0)-♂(x-p)♂(y-q).

これを解 くことによって3遺伝子が集団中に共存する確率は窮極において毎代 3/(2Ⅳ)

の率で減少するという結果をたしかめることができた.(方程式の解その他の詳細につい

ては Biometrics(Vol.12)に発表)

37. 有限集団における淘汰の効果 (完全優性の場合) (木村資生)

自然淘汰の作用と遺伝子頻度の機会的変動 との相互作用を明らかに することは進化遺

伝学上重要な課題であろう.筆者は昨年対立遺伝子間に優劣関係の存在しない場合につ

いて厳密解を得ることに成功しこれについて報告した. しかし自然界においては対立遺

伝子問に `̀完全な''優劣関係の存在する場合が少なくない.今回はそれについて研究し

興味ある結果を得たから報告する.今,対立遺伝子 A と A/の集団中における塀度を

それぞれ ∬および 1-∬ とし,A は A/に対.して完全優性であるとする.優性表現個

体はマルサス径数で測って劣性個体より Sだけ淘汰に対して有利であるとし,集団の有

徴分方程式を満す.

Sf-4忘 Oax22(x(ト - - aOxtsx(1-x)20)･(0<x< 1)

こ にゝ Pは A の初期頻度で,

¢(∬1♪;0)-♂(ズー♪)

この方程式の固有函数を GEGENBAUER多項式の級数に展開することによって,

2NAo-弓 (Ns)+ラ .15?3?7 (Ns)2+2霊 .7(Ns)3-22,ヲ器 ?7539191(Ns)4･･

を得る.こ にゝ loは最小の固有値で, これはまた A と A'とが集団中に共存する確

率の窮極における減少率である. こ でゝ最も注目すべきことは 自然淘汰が働かない場合

に比べて優性個体が有利な場合にはこの値が減少し逆に不利な場合には増加することで
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ある.このことは昨年報告した優劣関係のない場合 と著しく異なっている.
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38. 自然集団における遺伝子頻度の確率分布 (木村資生)

W RIGHT は 1938年に遺伝子頻度の定常状態における確率分布を表わす公式を発表し

た.これは

¢(x)-(C/VSx)expt2J(MSJ了VSJ)dxI

と書 くことができる. ただし xは遺伝子の相対頻度で MS3'および V8,,は1世代あたり

の ∬の変化率の平均および分散である.この式は2個の対立因子を含む 1つの遺伝子座

に関するかぎり極めて一般な式で現在集団遺伝学における最も重要な公式の一つであろ

う.しかし生物集団の進化 に おい ては遺伝子間の相互作用が極めて重要であるから,

W RIGHTの公式を多変数の場合に拡張することがどうしても必要にな一)てくる.これに

ついて新しく得た結果を2変数 xおよび y を含む場合について説明する.今,め(xyJ

を定常状態における確率密度とL MS刀,MS～′,VB｡,V8yおよび W8軸 をそれぞれ 1代

あたりの x,yの変化率についての平均,分散および共分散とすれば次の定理を得る.

(定理) もL FJおよび g y に関する次の聯立一次方程式,

I
V6,,yx十W8.7,ByFIJ-2M SLC-

WBxSyFx十VByFy-2MSy-

孟 V8x-88,wsxS,J

:'tLt :,;'t.I･

がたゞ1つの0ならざる解 (F x,T y) を持ち

W.Tdx十Fydy

が完全微分(…dF)であれは,求める分布は

¢(x,y)-Cel

によって与えられる.ただし C は JJ¢dxdy-1なる如 く選ぶ.

この定理の 1つの応用として,W RIGHT (1949)による淘汰と移住とを仮定した場合

の分布式

IL

¢(xl,X2, ,Xh)-C虎2NHx14N7n夷-1
I-1

に厳密な証明を与えることができる.こ にゝ N は集団の有効な大いさ,xLは i番目の

対立因子 ALの頻度,盃は集団の平均淘汰値,m は1代あたりの移住率で, 云Lは移入

個体における Aとの平均値である.

39. 自然淘汰の基本定理の拡張 (木村資生)

R.A.FISHER のいわゆる自然淘汰の基本定理によれは,各遺伝子型の適応度をマル

サス径数で測ったとき集団の平均適応度 (戻)の増加率はその時における集団の適応度に

関する遺伝子的分散或いは遺伝的相加分散 (Vg)に等しい.すなわち

:;;I ,.･E
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この定理は自然淘汰による生物集団の進化の基本的性質を抽象したものとして重要であ

るが,実際の集団においては常にこれを囲む物理的,生物的環境の変化が伴い,また遺伝

子問の相互作用(優劣関係,エビスタシス)が存在したり,交配系が時間と共に変化して

ゆ くことによって集団の平均適応度が変化する.

今,n個の対立因子 Al,A2, ･A,1の存在する遺伝子座を考えると,集団適応度の変化

率は

i] l]
となることが証明される.こ にゝ a再 ま遺伝子型 ALAJの適応度,P｡ はその頻度(Pり

-pJl),また diJはaり の優性偏差(dominancedeviation)を表わす.0り は交配の非

任意係数で Pり-0りXもXJなる関係を満す.

上式をさらに任意個の遺伝子座を含む最も一般の場合に迄拡張することができるが そ

の場合には臭った塵の間の遺伝子の相互作用 すなわちェビスタシスを表わす項が含まれ

る.このような公式は生物集団の進化におけるエビスタシスの役割を定式化したものと

してかなり意義があるものと信ずる.(これに関連する痩々な問題については本年9月国

際遺伝会議において報告した).

49. 自然淘汰の作用によって交叉率が減少する方向へ進む遺伝子系の1例

(木村資生)

1955年6月 ColdSpringHarborで行われた国際集団遺伝学会議の席上 0Xford大

学の SHEPPARD 博士は次のような問題を提出した.今かりに連鎖した2つの遺伝子座

があり,第 1の産には対立因子 Alおよび A2 が存在し-テロシスのため平衡多型現象

(balancedpolymorphism)を現わしているとする.次に第 2の座には 1対の変更因子

Blおよび B2があり,Alと Blまたは A2 とB2とが共存する場合には個体の適応度を

高めるが,これに反して AlとB2または AZとBlとが共存する場合にはそれを低下せ

しめるものと仮定する.このような遺伝子系にあっては 2つの座の間の達餅がある程度

以上緊密であれは第 2の座にも平衡多型現象が現われるものと考えられる. さらにまた

集団中にこの2つの座の間の交叉率を低下せしめるような遺伝的要因 (例えは逆位)が存

在する場合には淘汰作用によって このような要因は集団中に確立されるに至るものと推

定される.しからばこれを数学的に証明することができるであろうか.

筆者は幸いこの間題の数学的な取扱いに成功し, SHEPPARD の予想を証明すること

ができた.詳細は Evolutionの近刊に発表する.この間題は DoBZHANSKY 一派によ

って見出されたショウジョウバエ集団に おける核型の平衡多型現象の起原を説明する上

で意義のあるものと考えられる.
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D. 生 化 学 遺 伝 部

第 1 研 究 室

41. カイコの黄色致死の遺伝生化学的研究 (辻田光雄 ･坂口文書)

カイコの黄色致死の遺伝についてこれまで研究を続けてきたが,本年は皮膚の硬化と

7ェノ-ル系物質との関係について実験し,次のような結果をえた.

(1) 黄色致死毒 (le,IJLE) とアルビノ致死蚕 ((I/I/) の遺伝生化学的研究特に皮膚硬化

とフェノール系物質との関係

Iem乙と aLとは共に第 1眠起蚕において兵皮細胞層の外皮が正常な硬化をしない点で

類似している. この現象を究明するためキチンの生産量ならびに フェノ-ル系物質につ

いて調べた.この実験の要旨は次の如 くである.

i) キチンの定量 FRAENKEL(1947)の方津に従ってキチン含有量を調べた結果+ :

14.6mg,leml:ll.3mg,al:8,9mgであり,両突然変異体 ではいずれもキチン含有

量が少ない.致死蚕幼虫の切片での観察によると, 外皮の形成は異常で薄層にとどまる

が,これは上記の実験結果と関連あるものと考えられる.

ii) フェノール系物質の検索 +,leml,alの3系統についてフェノ-ル系物質 を

paperchromatographyで分離し,diazo反応その他の方法で検索した. この結果+

に 1撞,lemlに2瞳, alに4種のフェノ-ル陽性物質を認めた.leml と alの両突然

変異体に比較的多様のフェノール系物質が見られたが, これらの物質 とメラニン代謝系

の障害と何らかの関係があるように思われる.

(2) カイコの遺伝的黄色致死の理論

これまでの実験の結果を綜合 して次のような考察をなした.

黄色致死ではメラニン代謝過程とプテリジン代謝過程とが関連 していることは,かね

てより予想していたところであるが,問題は具体的に両者がどのように関連するかにあ

る.名和らのプテl)ジン代謝過程の研究によると,カイコの + LeT'Lあるいは ショウジョ

ウバエの 十Seなどの作用は,キサン下プテl)ン B よりラグチル ･グループを除去する

にある.従って Iem ではこの反応段階において障害がおこり,キサントプテT)ン Bが

ある程度蓄積し,さらに Ieml では, この段階に顕著な茂乱がおこり, このためキサン

トプテ1)ン Bの著しい蓄積を来すものと考えられる.

これまでの実験結果によると, メラニ-/代謝過程に関与する若干の酸化酵素 とくにフ

ェノ-ル ･オキシダ-ゼの活性が Ieml突然変異体では弱い傾向を示す. そこで問題と

71るのは,プテ1)ジン代謝過程のうちのキサンtプテリンB の蓄積する異常反応がメラ

ニン代謝過程の酸化酵素の抑圧にいかなる関係をもつかということである. これに対し

ては次のような仮説が考えられる.

i) キサンTプテリン B 自身がメラニン代謝過程に関与するオキシダーゼとくにフェ
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ノール ･オキシダーゼの活性を抑圧する.

ii) キサ-/T.プテリンBの蓄積する異常に伴 う二次的なプテリジン代謝産物の蓄積,

例えはキサンTtプテ1)ンB の前段階産物と考えられるプテ1)ン･アルデ-イドの蓄積ボ

メラニン代謝反応系のオキシタ-ゼの活性抑圧に強力に働 く.

iii) キサンTtプテリン B より除かれたラグチル ･グループがメラニン代謝系の酵素

生産に利用されるなどである.

以上のうち i)に関してはこれまでの実験経過から見てその可能性が乏しい.従って

ii)あるいは iii)の仮説,なかでも ii)の可能性が強いように思われる.しかしいずれ

もその証明には種々の困難が予想される. すでに抑圧物質の存否を確かめるための実験､

は行一,ているが,香淀的の結果に終っている. しかしこの実験では生体細胞内よりとり

出すとき変化し易い反応産物の場合を考えてないので十分とはいえない. この点を考え

てさらに実験を工夫する必要がある.

なお黄色致死の母親遺伝に関しては プテl)ジン反応産物だけでなくメラニン系物質の

卵内蓄積についても考慮する必要があると思われる.

42. jlTt-UIJL)icollllIlex Jociに関する研究 (辻田光雄)

(1) NT2について Nllのときと同様の Ⅹ 線処理によりえた ｢い形｣斑紋 (半片

放)を欠除した突然変異体である.Nll(従来の無半月紋蚕)に似ている.しかしNllii

｢い形｣斑紋と星紋とが不完全に現われるものを混じ,かつこれを淘汰すれば両斑紋とも

にかなり明瞭なものとなり,殆んど正常に近いものさえ現われる.すなわち, modi丘.

ersにより斑紋欠除の表現型はかなり変更されるのが特徴である.ところがNl2 は ｢い

形｣珪紋が完全に欠如し,星紋は殆んど正常に近い程度に現われる, この突然変異体は

その表現型より見て,ENcかと思い保存されたものであるが,分析の結果は予期に反し

た.すなわち, U あるいは Diと交雑し,その Fl に正常あるいは Diを交配しても

阻換型はえられない.この Nllの原型はなんらかの染色体の部分的異常があるらしく,

異常分離が起る.またホモの個体も生存できる. この染色体異常がとり除かれたと思わ

れるものでは,oa との Fl において正常と Nl2の特徴をもつものに分れ,Nl2の特徴

をもつものはすべて oaの池蚕性を示す.ホモは腫子期に致死して生 じない.か くて

Nl2ほ Nllと殆んど同様の遺伝的行動を示すが,表現型が異なる故 Nl2として従来の

Nl(N ll) より区別した.

(2) N12原型の異常分散について +×+/Nl2では 十 と Nl2がほぼ同数ずつ現

われる (〃 72 の方がやや多 く現われることもある).十/Ⅳ72同志の交配では,Ⅳ 72と正常

とが 3:1の比に近い分離をする. Nl2/Ux+ または +×Nl2,/U では Nl2と U とが

ほぼ 1:1の比に生ずる.ところが Nl2/U 同志の交配では,Nl2/N/2 が生ずる.これら

の事実は Nl2 ホモが生存できることを示し,一見 Nllと大いにちがうように思われる.

ところが +/Nl2×oa/loaの交雑を行うと,正常と Nl2とが現われ,さらに Nl2に皮膚

の正常のものと油蚕性のものとが分離する.分離比は蛾区により必ずしも一様でないボ
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3者をほぼ同数ずつ生ずるものがある.これらのうち,ⅣJ2の油蚕性の方をとれば,こ

れは Nllと大体同じ遺伝的行動をとり,ホモは致死する.正常の方は,これに oa油蚕

を交雑する限り,常に上と同様の分離をなし固定しない.

以上のような異常分離に対しては,い くつかの仮説が考えられるが,そのうち,oa座

位に対 し,正常の遺伝子座をもつ染色体破片が i)不完全な tT)ゾミッ7の状態を構成

するか,または ii)破片染色体が ⅩⅠⅤ 染色体に不安定 な附着をな し,それが離れれ

ば Nl2本来の性質を現わし,附着染色体をもつものは常に異常を起すという説明が妥当

竜のではないかと考えている.

(3) U と ()(1,との連関関係 昨年と本年との 2カ年にわたり oa と U との間に

交文が起るかどうかについて調べた.その結果 oa/Uxoa では正常も oaU も生じない

が,反交すなわち oaXoa/U では明らかに正常が分離することが判った. 本年第 3期に

おける調査の1例を示すと表 1の如 くである.

表 1.oaXoaUにおける分離

1
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3

4
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7

8
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0

1

:
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75

65

39

59

一
10

57

52

70

87
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1

1

1

2

1

2

2

41

88

92

66

一
15

88

42

74

32

48

1

1

1

1

2

1

十
o

o

o

〇

一

1

1

0

0

0

0

計 組 換 価

16
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31

25

一
26
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44
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1

2

3

3

3

4

1

1

3

3
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o

o

o

O

一
0
.
0

0

0

0

0

上表のうち oaU(?)は側拐亡状の斑紋をもち,体の前半部右側モザイ7状に池野性を示

すものであったが,これに oaを交配した次代はoa油蚕の特徴を示し,具(ヒノチ)の特

徴は現われなか一)た.正常についてはこれにoaを交配して testした次代は十とoaとが

1:1の比に分離した.従って組換により正常を生ずることは確実である.組換により一

方だけしか生じないのだとすると,何か普通の交叉とちがう点があるのかも知れない.

(4) DL座位について Diと Nllあるいは Nl2 の間には交叉型がえられず,完

全連関が成立する.また U と Diとの間にも交叉型がえられない.ところが odkとU

との間には交叉価は 8.0,odkとDiとの交叉価は 12.9 と計算されている(粛紫 1955).

この結果は U あるいは Diが染色体上のある長さを占めているのではないかという疑

問 を懐かしめる･Uにはこれと相似た UBrが完全連関することが知られている (辻田
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1947).Diについてはこれに似た突然変異体 N をえている.N は｢い形｣斑紋および星

紋のいずれも欠き,体色は正常と同じか多少黒色を呈し,恰も従来の 仇 を極めて淡 く

した状態のものである.これと従来の Diを交雑すれば Diとほぼ同様 となり,F2には

Diと N とが分離する. 従って Diと N とは対立関係にあることが判る.そこで N

を Didとし,従来の Diを Dioとした. Did/DioXDioおよび その反交では Didと

Dioが分離するが,Did母体のかけ合せについて数多 くの個体を調査すると,極少数の

正常が現われる.DidDID/++の個体の識別は困難で,その存在は間接的の証明による

ほかはないが,仮に Didと Dioを含む座位を Diとすれば,そこにはその内部を小分

けしうる染色体上のある長さをもった部分が考えられる.

(5) U 遺伝子群とは 現在 U,UBr,Nll,Nl2,Dio,Did および oaなど大体現

似の表現型をもつ7つの遺伝子が U遺伝子群に属し,これらは第 ⅩⅠⅤ染色体上のある.

長さを占め,複雑な座位を構成している.その特徴 としては,複対立遺伝子群の場合と

同様にこれらの間には交叉が起らない. しかし稀に阻換型がえられる. またそれらは発

生の初期より関与する遺伝子であり,かつ致死作用を伴うものがある.異常分離をなす

ものもあるが,これは染色体の異常に原因するものと患われる.なおい くつかの 点から

見て U と E との両遺伝子群はよく似たものであると考えられる.カイコの第 ⅤⅠ染色

体 と第 ⅩⅠⅤ染色体とは遺伝学的にも細胞学的にも密接な関係あることが知 られている

が (市川 1952),これら両遺伝子群の間にも何らかの関係があるのかも知れない.

43. 微生物の遺伝,(1).Ae,rvbltcterchbL7/CaJeにおける宿主支配による変異

(辻田光雄 ･吉沢 攻)

A.chloacaeNz株に増殖したウイルス R2(N2) は,N2株上の平板効果を 100% と

すると,A.chloacaeBG3株上では僅かに3%の平板効果である.この BG3株上で堵

殖 したウイルス RZ〔N2,BG3〕の N2およびBG3 上における平板効果はほぼ等しく100

%である.R2〔N2BG3〕ウイルスを原宿主 N2 で一段階増殖を行 うと R2〔N2〕の平板教

具にもどる.以上の事実よりこの場合宿主域の変異が遺伝性なく単なる表型的の変化で

あることが判る.

R2〔N2〕の N2および BC 3 に対する吸着力の差は比較的少ない. ところが生産され

る成熟ウイルスは非常に少ない.また Ⅳ 2 菌ではその培養時間(3時間,24時間,48時

間)に無関係に一定数の溶菌斑をつ くるのに対し,BG3 では菌の培養時間によ一)て済菌

斑数に著しいちがいを来す.これらのことは RL,〔NZ〕が宿主 BG3 株上で平板効果の少

ないのは,単にこの菌では ウイルスの吸着が少ないという原因だけではなく,菌体内で

のウイルスの増殖,それに伴う蛋白の合成などが何らか特異的に支配されているように

思われる.

44.鶏チブス薗ウイルスの遺伝学的研究 (辻田光雄 .吉沢 攻)

籍チブス菌 Salmonellagarz'narum ウイルス Xs系統より新しい教壇の溶菌斑系釈
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を分離した.これらのうちほぼ安定した表現型を示す3型に対し, m,r+, Yの遺伝子･

記号を与えた.3つのうち,m は溶菌阻止作用の最も強いもので,溶菌斑は極めて小形,

Y+は溶菌阻止作用中庸であるが,溶菌斑は前者と同じく極めて小形,Yは静菌阻止作用

なく大形の溶菌斑を形成する. これらの系統を遺伝学的分析の材料とした.次に宿主域

突然変異体 hZを固定した.これに不完全溶菌系 hlと完全溶菌系 hcと2系統があり,

これらは原系 (h2+) と共に対立遺伝単位を形成するように思われる. htの突然変異率

は 10-3-10-6 で,hCは 10r6-10ー10である.交配実験により Yと h2,Yと hl,hlと

h2との連関距離を測定した.この研究に用いた Yは既知の r(x),Y(y),r(k)などに近

接した座位を占め,また既知の hlとこの研究によりえた h2 も近い距離にあるものと絶

定される.

45. ショウジョウバエにおける尿酸の微量定量 (名和三郎 ･平 俊文)

ショウジョウバエの赤色眼色素がプテリジン誘導体であろうということは,HEYMAN,

H.etal.(1), HADORN,E.& H.K.M ITCHELL(2), FoRREST, H.S.& H.K.M ITCI

HELL(34),VISCONTINIeial.(5),および筆者(6′7′8)らによって推定された.現在プテ1)

ジン代謝と色素形成の関係について研究が進められている. ショウジョウバエに含まれ

るプテリン量は,嫡中期直前より著しく増加する.FoRREST,H.S.& H.K.M ITCHE-

LL(4)はプテリンが尿酸から誘導されることを予想した.

系統

表 1.変態中における尿酸量の消長 (mg当 りの γで示す)

成虫前期 羽化後24時間
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われわれはこれらの関係を確めるために,ウリカーゼによる光学的測定法を用いて各

発生段階における尿酸量を測定した.材料は脱色突然変異の V,bw,se,sed,W および

野生型 (Oregon-2)を用いた.各系統の3令幼虫期,蹄前期,頬中期,桶後期,成虫前

期および成虫期の個体 50を秤量し,重量当り一定量のグリシン緩衝液 pH 9,4で磨砕

する.4,000r.p.m で2分間遠沈し,上澄液 0.5mlをとり, これ をグ l)シン緩衝液

100ml中 4mgのウリカーゼを含む酵素液 4.5ml中に加え,37oC で 4時間反応 さ

せ,292mp の AE を測定する.緩衝液 1mL中に尿酸 4γ を含む標準液の AEから

計算した結果を表 1に示した.

これらの結果から,(1)変態中の尿酸量は確かに増加するが, (2)プテリン生成量の

極めて少ない bw と W も, プテ1)ン生成量の多い他の系統と同様な尿酸量の消長を示

すことが判る.従ってプテl)ンと尿酸との間には直接的関係があるとは考えられない.

46. プチリン代謝に関する遺伝生化学的研究 (名和三郎 ･坂口文書 ･平 俊文)

家蚕やショウジョウバェにおけるプテリン代謝機構について現在われわれは次のよう

73:径路を考えている.すなわち Ⅹanthopterin-B--

2-amin0-4･hydroxypteridine-6-carboxylicacid-

2-amino-4-hydroxypteridine(AHP)-→isoxanthopterin
(A)

これら物質は各突然変異体に状態を異にして現われ,殊に ショウジョウバエでは赤色

鼠罷色素と密接な関係を有し,家蚕では黄色致死の遺伝生化学変異と関連していることは

前に指摘した通 りである.

晴乳動物の乳汁中の酵素は上記の (A)の反応を触媒することが LowRY など(1949)

によって見出されて,これは キサンチン酸化酵素と同一物であることが示された.われ

われは家蚕およびショウジョウバエにおいて AHP をイソキサントプテT)ンに酸化する

酵素の存在を認めその性質を調べた.

家蚕には卵から成虫までの全変態期にわたって この酵素活性は存在する.試料を得る

ための有利性から卵を抽出材料として用いた.すなわち卵を緩衝液中ですりつぶし遠心

分離した上選から硫安で沈澱せしめたものを再溶解後 トl)ブシンで消化し,流水で2日

間透析すると蛍光物質などの低分子部分が除かれる.透析液から硫安45%飽和で沈澱させ

これを適量の水または緩衝液に溶したものを酵素音夜として使用した. この酵素液は不安

定で水冷下一夜放置すると,活性は約半分に低下する.基質にはキサンチンおよび AHP

の合成品を使用しキサンチンの尿酸への酸化 (B反応)は 290mp における吸収の増加

慶 (AE)から,また AHPのイソキサンTプテリン-の酸化 (A 反応)は 335m/上の

吸収増加慶 (dE)の測定によって定量した.(A),(ち)両反応共にそのま､では反応は

進行しないが,反応液にメチレンプラウを少量添加すると反応は急速に進行する.すな

わちこの酵素は直接酸素を水素受容体としない. このことは脱水素伝達系の存在が必要

であるということを意味する.時乳動物の乳汁,肝臓中に見られるキサンチン酸化酵素



研 究 兼 摂 59

ほ直接酸素に脱水素した水素を与えるのであって,昆虫に見られるこれら酵素とは作用

機作を異にするものである.卵磨砕液の煮沸した礎液を加えても反応速変は増大 しない

が,酵母煮沸浸出液は若干の効果があるようである.

燐酸またはピロ燐酸緩衝液を

ち-,て至通pHを測った結果は

図 1の如 くであった.ミルクキ

サンチン酸化酵素では(A)の反

応の室通 pHは 5.5,(B)のそ

れは 8.5であった.

ミルクキサンチン酸化酵素は

(A)の反応を(B)のそれの約1/5

の速度で接触するが′この家蚕

の酵素は(A),(B)両反応をと

もにほ 同ゞじ速度で進行せしめ

る.このことは昆虫にいろいろ

な型で出現するプテリンが噂乳

動物などに比してさらに重要な

役割をもっているのであろうと

いう仮説に合致するものであって,

∴

70 75 8.0 85 90 95 100

- pH

図 1. 各 pH における酵素活性

A :AHP-Isoxanthopterjn
B:Xanthine-→Uricacid

各変異体間に見られるプテリンの差がどのような意

義 をもつかを知る上に手掛 りとなるものと思われる.

ショウジョウバエにおいても家蚕と同じような酵素作用が見られる.その種々の眼色

突然変異体間の差異は酵素以外の物質の相互関係を考慮せねはならぬので簡単には結論

できない.十,bw,seの羽化直前の滴の磨砕上澄液について見るに,何れの種類でも,

メチレンプラウは (A)∫(B)両反応速度を促進するが,このような粗製の酵素液につい

てはメチレンプラウの存在しない状況でも反応は進行する. しかし seにおいては メチ

レンプラウの存在しないときは (A),(B)両反応 とも速度は著しく低い.すなわち生体

内に水素受容体の含有量の少ないことを示す.

seは眼色としてキサンtプテリンーB を多量に含有し,その他のプテl)ン類代謝に関

して特に目立った特徴を持っていることは前にしばしは指摘したところであるが,これ

らの関係からプテ1)ンと模酸成分たるプリンとの密接な関係が推測されるものである.

同様なことは家蚕の Iem および IemLについてもいえることで,これらはショウジョ

ウバエの seと同様キサントプテl)-/-B を蓄積するのであるが,特に Ieml は第 1眠期

に摂食不能 となって致死する.これらの現象は上記の例から見てプリンおよび プテリン

代謝の面から比較検討する必要があると思われる.
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第 2 研 究 室

47. コロシントウリ苦味成分の化学 (小川恕人 ･遠藤 徹 ･阿部幸練)

本報告は,次の味覚試験とともに,形質遺伝部木原均,応用遺伝部古里和夫 ･宮沢明

との共同研究の一部である.

コロシンナウl)(Citrulluscolocynthis ScHRAD) はウリ科 Cucurbitaceaeに属

し,北部アフリカ,アラビヤ南部と印度の西北部砂漠地方に自生する.その果実は非常

に苦い.

この苦味成分を純粋に分離し,化学的性質を明らかにする一方,その苦味に対する味

覚の遺伝の問題を P.T.C.の味覚試験の成績と比較するのが本研究の主目的である.

蓑 1.粗苦味成分のグロマ ヤグラフ
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コロシンtウリの苦味成分は,エ-テルに掛 ナ,熟 酸 および アルカl)に割合に安定

な中性物質であることが予備試験で明らかになったので,

1) エ-テルで抽出し,
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2) ェ-テル抽出分から 2N NaOH溶液で酸性物質を除き,

3) さらに 2NHCl溶液で酸アミドと塩基性物質を去 り,

4) 得た中性物質分画をカラムクロマ トグラフにかけ (表 1参照),

最後に苦味成分の純粋分離に成功した.この物質は

いま でゝ分離されたことのない新しいコロシントウ

リの成分である.われわれはこれを `̀citbittol"

と命名する.

Citbittolは,黄色油状で沸点 81oC,構成元素は

炭素,水素および酸素のみからなり,窒素,硫黄な

らびにハロゲン族元素を含まない.グl)セl)ン棚砂

球試験は陰性,金属ナ T1)ウムと反応 して水素を生

じ,Schotten･Baumann-Skraup津で para-nitro-

benzoateに導き柱状結晶を得た.融点 102℃ (図

1).従って,本物質は多価アルコールと推定され

る.なお para･nitrobenzoateは苦味がない,
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図 1.Citbittolの p-nitro･

benzoateの結晶(×100)

48. コロシントウ])苦味成分 Citbittolの味覚試験 (小川懇人 ･遠藤 徹 ･阿部

幸操 ･藤岡健二郎)

Citbittolは,窒素も硫黄も構成元素の中に含有していないから,当然その苦味は P.

T.C.(para-ethoxy-phenyLthiocarbamide)と異った苦味原子団に由来する.それゆえ

citbittolと P.T.C.の味覚試験成績を比較することは興味深いと信ずる.被検者は,三

島市民 525名である.

表 1.苦味味覚限界濃度

昧

盲

1

7

男

女

4x2Cl
1

2

2

2

2

2

3

Citbittol濃度 (水飽和液の稀釈倍数)

8×16x32x64× 128×:256×!512x;1024x2048×

告 94 98 …55 …… 46芸 …; 256 喜 22……

Citbittolの苦味味覚限界濃度を調べた成績を表 1に示す.苦味味覚の限界濃度は水

飽和溶液 (室温)の 128借株釈硬度の例が一番多い.

飽和液でも苦味を感じない,いわゆる味盲著は8名,1.52% である.

P.T.C.味盲老群と P.T.C.正常味覚老群との間に citbittolの苦味に対する味覚限

界濃度の分布の上に相異があるかどうかを靭べたが (図 1),両者の間に相異は認められ

なかった (p-0.1). また citbittol味盲老 8名のうち, P.T.C.に味盲の著4名,

P.T.C.正常味覚老4名であった.

以上の結果から citbittolは P.T.C.と同じく舌頭に ｢にがみ｣を感ぜしめるにもか



図 1.P.T.C.昧盲者と正

常味覚著の citbittol

味覚限界濃度

1ー8×16-_32× 64x 128)(256x512〉(1024-2048×

Citbittolの濃度 (数'I:は水飽和複の階数稀釈渦度)

わゝらず,互に独立した別個の味覚遺伝上の意義を有していることが確認された.

性別に関する事項は現在調査中である.

49. 三色スミレ花色の Fl雑種における優劣性関係 (遠藤 徹)

白,黄,赤味紫,黄味赤,潰赤,育,漬育紫,および黒色などの花色を有し,かつ花

弁中心部に黒斑を有する9品種間の正道交配より,60範の Fl雑種を得,各花色間の歴

劣性ないし上位下位性関係を謝査した.

各 Fl個体群の中では,花色模様については若干の変異はあ/)ても色調の変異はあま

りみられず,正道間の差異はほとんど存在しない.アンTチアンに基づかない花色 (Ac-

yanicgroup)の中での組合せは,黄色 (Rhinegold)は白色 (MontBlanc)に対して

部分優性であり,アントチアンに基づく花色(Cyanicgroup)の中では,黒色 (Kingof

theBlack),濃青紫色 (Berna),青色 (LakeofThun),赤紫色 (RaspberryRose)

潰赤色 (Alpenglow),黄赤色 (FireBeacon)の順序で優劣性関係を示した.

シアニックグループはアシアニッグブル-プに対して,優性.部分優性,劣性の3通り

の場合があり単純ではない.たとえば Rhinegoldは Alpenglow,Fire Beaconに対

しては優性でも RaspberryRoseに対しては劣性であり,KingoftheBlackとのFl

は,上弁のみ潰赤の RedWingに酷似する. しかし部分優性の場合においても,Fl

は両親のいずれかの構成色素群をもつが,親にある種々の色素は相伴一)て Flに見られ

ることが,ベーパークロマ トグラフの分析により判明した.

50. ナスの2品種,ビルマナスおよびブラック ･ビューティーの果皮のアントチアン

色素 (阿部幸顕 ･後藤寛治)

両品種の雑種後代の色素の調査から,ビルマナスのアンナチアンは,プラッグ･ビ.1-

ティ-のそれに対して完全優性の単一な遺伝子の支配下に生成されることが明らかとな

った.本年度はこれら色素の構造を確認するため, まずビルマナスの果皮から色素を常
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法により抽出して Pb化合物として沈澱,次いで塩酸塩に戻した後ピクリン酸塩 (針状

結晶)として単離した.これを再び塩酸塩としたもの,および抽出液から大型べ-パー.グ

ロマ Tグラムによって分離した色素の両者について,鹸化処理,加水分解処理によって分

生した有機酸および糖の同定,部分的加水分解産物の追跡, クロマ トグラフィ-上の行

動の衝査,吸収スペクトルの測定などの一連の試験の結果, Delphinidin3ノ5･dimono

glucoside+rhamnose十かhydroxycinnamicacidであることが判明した.他方,ブラ

ック･ビュ-ティーの果皮からは塩酸塩結晶を得て Delphinidin3･bioglucorhamnoside

(柴田 1956)と同一物であることを確認した.かように,この 1対の遺伝子の作用の給

異はこれら2点の構造上の差異として表われるが′これが,生化学的に見て,glycosid-

ation と acylationの2点を支配するのか,または糖一有機酸なる既存物質 とアントチ

アンとの Glycosidationにおける1過程に関与するものであるかを目下検討中である.

第 3 研 究 室

51. StL/TJILO,rJ′ellrt,の抗原相変異 (飯野衛雄)

Salmonella菌群の多くの系統は-棉,二相と呼ばれる2つの鞭毛抗原群に属する,慕

統に特有な抗原の何れか一方のみをもつ2種の細胞を培養内に含み,それらの細胞は系

統によりほぼ一定の頻度で互いに他の型に変異を起す. この現象は相変異と呼ばれ,育

い変異頻度 (1細胞 1分梨当り5×10【3- 10~5)と完全な可逆性を示す特異的な変異現象

として注目されている.

-相および二相抗原はそれぞれ Hl,H2座の複対立遺伝子群によ一,て特異性が規定 さ

れる (LEDERBERG-EDWORDS 1953). これらの H 遺伝子の作用を制御して一方の抗

原型のみを表現させる細胞内因子が何であるかを明らかにするための一つの手段として,

遺伝子導入により H 遺伝子の表現に浄する実験培養の抗原相の差の結果を調べた.

S.typhimurium TM2(HltH21,2) および S.abony(HlわH2enX)の単集落培養によっ

てえた単相培養相互の間で,ファージ PLT22 を媒体として導入を行い,H導入型を受

容細胞の鞭毛に対する抗血清を含む半流動培地で選択すると, Hl導入型は受容細胞が

-相の場合にのみ見出され,H2導入型は供与細胞が二相の場合にのみ見出される.他の

組合せでも H 導入はほぼ等しい頻度で起るにもかかわらず,導入型が直ちに表現され

ないために抗血清によって阻害され,検出できないものと推定される. この推定は,抗

血清による選択の代りに,H2 に連関する鞭毛形成支配遺伝子の一つFlalを用いて,Flat

の導入型を半流動培地で選択し,抗原型と表現相を しらべると,供与系統の差に関りな

く Hl･Flal連関導入型が等しい頻度で見出されるが,発現相は常に受容細胞のそれと

一致することによって証明される.

以上の実験結果から鞭毛抗原発現の細胞内制御について次のような機構が考えられる.

H2遺伝子には可逆的に移り得る活性,不活性の二つの異なる状態があり,活性 H2は二

相抗原の形成にあずかりその特異性を規定するとともに,-相抗原の形成を抑制して細
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胞に二相の表現型を与えるが,〃 2 が不活性化すると (二相より-相-の変化)二相抗原

の形が停 り,代償的に 〝1によって特異性が規定される-相抗原の形成が進められる.

(科学 26:575,Genetics41:743-757に発表)

E.応 用 漣 伝 部

第 1 研 究 室

52. 親の正逆交雑 Flの比較 (田中表層 ･河原孝忠)

卵用種と兼用種 との間に Flを作る場合,卵用鐘を雄親 とし兼用種を雌親とした組合
●

せ を正交配と呼び,正交配は産卵能力においてはるかに逆交配に優るというのが,養鶏

界の定説となっている.これは多産性遺伝子が伴性遺伝をすること,兼用種が多産性遺

伝子取成において卵用種に劣っていることの2つの仮説が真ならは 当然そうあるべきで

ある.しかしこれらの仮説を確証するデータは まだ見当らない.従って正逆交雑の優劣

を断定するのは単なる想像説というほかはない.

われわれは卵用種として 白色レグホーン (WL),兼用種 と して横斑プリマスロック

(BP)を用い,両者の間に正逆交雑を行い,Fl雌を静岡県種畜場に委託して飼育したと

ころ表 1,2のような結果を得た.

表 1. 生 存 率

交 配 試験開姶数 農 芸の 初産開桁数 翌諾 輪時

正交配(BP?×WL8) 87羽 75羽 73羽 83.9%

逆交朽己((WL?×BP8) 97 83 80 82.5

表 2. 初産体重,初産日齢,産卵数

交 配 雄 親 羽 数
初産体重 初産日齢 卵字化後 280日

平均 平均 の産卵教平均

正 交 配 No.1 29 1888g 210日 48.5個

No.2 32 1804 207 49.8

総 平 均(計) 61 1844 208 49.1

逆 交 配 No.3 45 1868 201 59.6

〝 No.4 19 1867 195 51.3

総 平 均(計) 64 1868 199 56.8

誰 :勧有閑姶後果外奄卵による淘汰羽数は正交配 12乳 逆変改 12羽,努死数 (肝肥大等) はそれぞれ 10羽と

4羽とであった.

以上の成績によると,現在までのところ,逆交配の Flが正交配のそれに比し幾分優

る傾向こそあれ,劣るという事実は認められない.
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53. 家鶏における黒頭病抵抗性に対するヘテロ-シスの観察 (河原孝忠)

当所産白色レグホ-ン種 (WL),横斑プ1)マスロック種 (BP)およびそれらの正逆交

雑 Flを用いて一般経済形質その他について比較試験を行った.材料鶏は WL雄2羽

雌 24羽,BP雄2乳 雌 29羽から得た 539羽で,雄鶏を一定期間区切って交配香し

純粋撞およびFlを得たもので,僻化雛はBP雌に由来するものは初生毛色によって,W

L に由来するものは羽毛発生の早晩によって識別 した.これら539羽の雌鶏は 2回に将

化されたもので(以下第 1回帰化群を Tl,第 2回岬化群をT2で表わす),原養鶏場 (以

下 H で表わす)および静岡県種畜場 (以下 K で表わす)へ試験を委託し,できるだけ

同一条件の飼養管理のもとに各群を混合飼育した (義1).

表 1. WL,BPおよびそれら正逆交雑 Flにおける 18過合間の罪死率の比較

試験区分 監禁 は交雑 ;試験羽数 絵器 率 芸≡芸 LJ(:諾 ろ 警 誓芸芸芸'(5;芸

WL

BP

WL?×BPS

BP?×WLS

WL与'×BP8

BP⊆2×WLS

WL

BP

WL与!×BP8

BP与!×WLa

0

9

nu
9

7

7

9

4

6

8

4

2

5

1

9

8

7

5

4

3

0

0
2

5

1

1

14

竺

1

…

i

0

0

0

0

0
0

0
5

7

6

3
1

8

0

4
3

1

線質死率について x2検定を行った結果,Tlにおいては H,K ともどの区の間にも

有意差は認められなかったが,T2では WLと WL9×BPS,WLと BP?×WLS,

BPと WL?×BPS 間に1%水準,BPとBP?×WLS間に5%水準の有意差b_ミあり

純粋径間,および Fl問には有意差は認められなかった. 同一交配群の総覧死率につい

て Tlと T2の間に差を生じたのは果頭病発生に起因するものと考え,T2の弊死を

黒頭病致死 とその他の原因による致死に分けて検定した結果,黒頭病以外の原因による

致死においては全区の間に有意差がなく,T2の柴死率は Tlのそれよりもむしろ低率

であった.その理由は他の原因で致死すべき個体が黒頭病 原々体の侵入に よってさきに

致死したためと考えられる.一方黒頭病致死については WLと WL?×BP8,WLと

BP?×WL8 間に1%水準,BPと WL?×BP9,BPと BP9×WLS 間に 5%水

準の有意差を認めたが,総発死率の場合 と同様に純粋種間,Fl間には有意差は認められ

なかった.要するに正逆交雑 Flの一般生存率には -テローシスの現象は認められなか

ったが,自然発生黒頭病抵抗性について-テローシスを観察した. (日本畜産学会報 28
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巻に発表の予定)
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54. Co60 の γ線が家鶏精子形成におよはす影響 (河原孝忠)

帰化後8日の白色レグホ-1/痩,雄を用いてこの実験を行った.致死線量については

1OOOrで 100%,800Yで 60%.600Yで 20%,30CIrで 0%の致死率が見られた.

1) 毒丸重量におよばす影響 将化後 170日令の諸器官重量と線量について調査し

たところ,表 1に示すように皐丸重量に顕著な差異を認めたが,他の器官では差異は認

められなかった.

2) 組織学的観察 諸器官中皐丸鍵箱の発達が著しく阻害されているので組織学的

観察を行った結果,照射線量が 60CIr以上の区では日令と関係なく細精管の発達が不良

で細精管量は薄照区の約 2分の1ないし3分の1であって1層の精原細胞よりなる 800r

600γ,300γ何れの照射区でも細精管はほとんど照射開始時の状態であって.むしろ退

化的な個体も多 く観察された.一方対照区では 1層ないし数層の精原細胞があって,3〔)

日令では成長期に逢した細胞が多くの個体に観察され,100日令では完全な精子形成を

行/)ているものもあった.

表 1. γ線照射が鶏の内臓重量に及ぼす影響

重 衆 (g)

生体重 皐丸 冠 肝臓 肺臓 腎臓 肺臓 肺臓 心臓 脳

6007･ 8 1662.5

対照区 5 1768 .0
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第 2 研 究 室

55. オオム羊の競争力と施肥豊との関係 (酒井寛- ･岡 彦-)

競争力は植物品種の遺伝的特性 と理解されるが,環境条件によってそれがどのように

変化するかという問題は,実用的にも理論的にも興味深いものがある.昨年度の本年報

において,岡 ･酒井はイネの2品種混椎で,施肥量を異にする条件の下で 3世代連続栽

培し,施肥量の不足は競争力の低下を起す結果を報告したが,本年度はさらにオオムギ

7品種を使い,各種の施肥条件の下での競争力の変化を研究した.

供試品種は,鹿児島紅梅1号,静岡白六角 1号,黒麦 148号,魁,関東皮2号,水府

白珍子の7品種であり,無肥, 1/4, 1/2,1,2,4倍の6種の施肥処理をした.各品種の

単植区の他に,白珍子を検定品種として,それとの混植区をもうけた.試験区の配置は

施肥量を主区とする分割区法で4回反復としたが,分析は乱塊法で行った.統計学的分

析にあたっては,冬損により無肥区は大部分が枯れ,その他の少肥区にも欠測値の多い
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区があったために,各施肥区別に分散分析を行った.

検定品瞳白珍子の地上部重の分散分析の結果は表 1の通 りである.

表 1. 検定品種の地上部重の分散分析

施肥量 :喜

d.f. M.S,d.f. M.S.
要 [勾

67

1

l

言1.4i処理区共に1ない し2個の欠兼u価があった.辛,榊 はそれぞれ 5%お よび 1%有意 水準を越すことを示す

表 2. 静岡白六角 1号についての競争の効果の分散分析

要 fk1 日 n 慶
平 均 平 方

反 復 3 133.99

肥 料 4 5520.66**

処理(単桁 :混枇) 1 2748.47*

肥料×処理 4 319.33*

誤 差 27 90.79

施 肥 量

11

4

1,2

1

2

4

14.58

926.06**

469.74**

20.26

4,82

384.21**

77.37*

8.94*

2.25

表 3. 静岡白六角 1号の単穂および混植区における平均値

4 区 平 均 値

地上部重(瓦) 1枚培重(瓦) 1 校 穂 数

単 純 113.7 11.77 4.09

滋と 枇 107.1 11,61 3.93

単 純 173.1

混 机 2382

単 耗 245.5

混 括 299,1

単 位 301,3

浪 植 389.3

単 植 301.0

塩 梅 432.6

23.18 9.16

24.96 9.71

32.96 11.79

31.54 14.93

39.28 18.36

- ∴
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表 1の分散分析によると,検定品種に対する品種間の競争力の差がはっきり出るのは

むしろ多肥の状態であることがわかる.それでいま,供試品種中,最も競争力の強い静

岡白六角 1号につき,その単植区と,白珍子との混植区における地上部重, 1株穂重お

よび同穂数につき,分散分析を行ったところ,表2のような結果を得た.

すなわち競争の効果は明らかであるが,同時に肥料と処理の相互作用が有意である場

合が,3形質の中2形質に見出された.単植および白珍子と混植されたときの 静岡白六

角 1号の4回反復の平均値の比較は表 3のようである.

この成績からも少肥区より多肥区において競争の効果が大きくなることが判る.

56. タハコ種間雑種の競争力 (酒井寛一 ･成瀬 隆)

NicotianaTabacum,N.sylvestris,N.tomentoslformis,N.Debneyiの各種と,

TabacumXsylvestrisの Flおよび複二倍体ならびに複二倍体にTabacum を戻交配し

た Fl,SylvestrisXtomentosljormisの Fl,および DebneyiXTabacum の複二倍体に

つき,Tabacum を検定品種として,競争力をしらべた.ここに用いられている Taba-

cum はすべて,品種 BrightYellow である.3回反復の乱塊法で,各瞳または雑種系

統の個体を,BrightYellow の個体と交互に1本植した.栽植距離は個体当り90糎×

45糎である.

検定品種である BrightYellow を,各区につき個体別に,草丈,果実数,植物地上

部重,英数につき調査した.そのうち,地上部重に関する結果を示すと次のようである.

分散分析の結果によると,検定品種の地上部重に対する泥棒各種の効果は甚だしく有

意であり,渥植された鐘によって,著しい影響をうけることが明らかである. 3回反復

の平均値を示すと次のようであった.

表 1 検定品種 B.Y.に対す る各種植物の競争効果

l

検定品種
B.Y.の

株当地上
部重(瓦) i

313･9～

409.2 451.2 446.5

本義で,検定品種の株当地上部重を-らすような競争品瞳は競争力が強 く,逆にふや

すような競争品種は競争力が弱いと解される. したがって,各組合せについて競争力の

比較をしてみると次のようになる.競争力について,

(笈三･1# lv.)×B･Y･, B･Y･FXISylv･,昆三･fg# lv., sylv., B･Y･

sylvestyis>Tomenioslformis>Sylv･×Tomentoslf･Fl
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B･Y･,Debi竺ligX是Y･≧Debneyi

という関係があることから,従来の色々な植物の実験で得られた結論,すなわち雑櫨の

薯争力は親植物の組合せによって一定でないこと,同じ染色体粗の倍加は競争力を低下

させることがタバコにおいても見出された.

57. キンエノコロの自然集団における他殖率の推定 (酒井寛一 ･井LLJ審也)

キンエノコロの自然集団が,いかに自殖と他殖により繁殖するかを推測するため,吹

の ような測定法により実験を行った.いま任意の集団から ランダムに J個体をとり,そ

れから母本別に採種して,m個体ずつよりなる系統を作 り,各個体につき,n個ずつの

種子をとって,その穐子の長さまたは 幅について測定を行 うと,次のような分散分析表

が得られる.

表 1. 種子の長さまたは幅に用いる分散分析表

要 因 自 由 度 .平均平方 ｢ 平均平方の期待値

全 体

母 本 系 統 間

母 系 統 内 個 体 間

個 体 内

lmnll

∫-1

i(m-1)

lm(n-1)

0.e2+nqo2十mnqp2

6｡2+ndo2

0･e2

いまもし,機能的に二倍体 と見られる植物において,その形質に関与する遺伝子が優

性効果をもたないと仮定すると,集団中の AA,aaの頻度を x-yとトx-1,Aaを2y,

他殖率を q とした場合,

62p-[(2-q)2(x-x2-;y)]D
qo2-〔qx(1-x)(2-q)･芸y(2-2q十q2)]D

となる.ただしDは遺伝子の相加的効果による分散成分である. ところが自然集団とし

て長期にわたって繁殖を続けている場合,自然淘汰その他の影響 を無視すれば,

y=
29∬(1-∫)

1十〃

､であることから (横井 1953),

qp2-x(1-x)(2-q)2/(1+q)

o'02-qx(1-x)(4-q)/(1+q)

を得,これから

1

を得る.
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この式から伊豆半島で採集されたキンエノコロ Setariapumila の種子を当研究所に

栽培し,種子の長さと幅に関する測定値から,他殖率 qを計算したところ,次の値を得

た.ただし種子の長さと幅の相関係数は十0.6251であった.

種子の長さ:q-0.67

種子の幅 :q-0.76

上記の推定式は,その成立ちのために,遺伝子に優性効果がなく,調査形質に自然淘

汰の影響がないというような仮定をしている.実際には, こういう仮定は多少の危険が

あろう.したがって,キンエノエロで得られた約 70%という他殖率推定値は,むしろ同

植物が自然界で相当の他殖をするというように解釈されるべきである.

58. 日殖性格物の育種における近緑係数の応用 (酒井寛-)

動物育種においてしばしは用いられる W RTGHT の近縁係数 CoemcientofRelati-

onshipを,自殖性植物の交配育成系統に応用すると,次のような単純な形で理解される.

いま親子両系統の近縁関係をしらべると次のようになる.親を AABB および aabbと

すれば,親子の遺伝的な似通いの程度は,下表により,

AABB aabb

RZ,0-
1+ 去+三十 三十…十1 1

8 2

同様にして,同じ交配の F2 または後代の雑撞集団からランダムに とり出されて育成

された任意の2系統の問にも,
Boo-;

なる関係が期待される.また,Fl上代で系統をつ

くり,その系統の内部からさらに純系分離をした場合,その姉妹系統間の近縁係数 RoG

-27!-T であることから･

-i--2nl=r

になる.さらにまた,既存品鐘から,純系分離法によって新系統を育成した場合には,

その新系統の生れた原因が明らかでないことが多いために,親子間または姉妹間の関係
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は明らかでないがノしかし近似的に,

凡,o′-Rc,ノ -1～÷

とおくことにする.

上のような関係から,系譜図によってつながれた任意の2系統間の近縁関係は,共通

の阻先品種までにいたる径路 Rの積の総和で,またある系統とそれの祖先品壇 との問の

近縁関係は,その祖先品種までにいたる径路 βの積の総和であらわすことができる.コ

ムギでその計算例を示すと次のようである.

[三 三三 ∃A

d

)E] B

二 _三 :-≡ .I_::-_~

図 1.計算例.コムギ (安間,稲村,1954による)

RAB-CRlooge･chkle-(…)与 (去)5-332-0･094

Rp3A-Ch-i- 0･25

Rp3B-egh +elk-(詔 十(… )3- 去-o･25

59. 林木育種における稚樹と成木の形質間の遺伝相関の推定法 (酒井寛一)

林木育種の困難の 1つは,育貰後,数十年ないし百年を要する成木の形質に関する遺

伝育種学的研究の行いにくいことである.本文は,そういう場合に,稚苗の形質と,栄

知の成木の形質との遺伝相関を推定し,それによ/)て選抜を行う方法を考究しようとす

る.ただし無作為交配の林木の集団を考える.

いま,任意の場所において現在成木に達している個体の表現型を Plとし,その個体

から母機別に採種して,苗園に系統栽培をしたときの系統の表現型をP2,その椎樹が将

莱,数十年ないし百年後に成木にな,,たときの表現型を P3 とすると, 図 1のような関

係図が作られる.この図で H は,それぞれの表現型に対する遺伝質,Eは環境の要素
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H1-7→ H3

E＼prhl'＼‥

＼prl"12J T3rl.2

研 究 莱 続

＼ ノ 3
P3

q hp2,E2

図 1.母横とその子横の形質の相互間の径

路関係

であり,hは,各形質の遺伝力の平方

根である. また, rI'は表現型相関,

rH は遺伝相関を示す.すると,

rPl.2-hlrHl.2h2

rH2.3-2rHl.2

2rPl.?
/･rII2･3- hlh2

が得られる. hlは求めることができ

ないが, h2は苗圃における分散分析

によって求め得る.いまもし,遺伝力

の比較的低い形質で,遺伝子の優性効

果が甚だしく大きくない場合には,遺

伝力の大きさをきめるものは環境効果

の大きさであると考えられるから,成 ▲

木の形質と椎樹の形質とをなるべ く生理的に似たものをとれば hlは h2と等しいとお

く仮定も許されよう.こう考えれば,

rH 213-2rh;21･2-

で,求める遺伝相関を得ることができる. したが一,て,いま椎樹の形質によ一)て選抜を

した場合,その選抜によって,将来成木にな一,たときに得られる改良の効果は,

AG3-AGZrH213:::

で予想される.ただし 』C2,』C3 は,それぞれ,椎樹の表現型によ一,て選抜を加した場

合の椎樹の遺伝的進歩と,成木にな一)たときに得られるべき遺伝的進歩である.また,

C2H,6,H は,稚横と,それの生長後の両形質の遺伝分散の平方根である.この場合 6371

は判らないが,これは一定の材料では一定であるし,また AGZは, 選抜塵 (i)と遺伝

力との積であるから,従って,

AG3-rlt2.3(C)ih22

となる.もしかりに C-1とすれば,予想される改良効果を計算することができよう.

60. PolllllatifJll-ttlb¢ によるショウジョウバエの移動の研究

(酒井寛一 ･平泉雄一郎 ･成瀬 隆 ･井山審也)

従来当研究

争を理解する #

ではノ専ら高等植物を使って,競争の研究を行ってきたが.さらに広 く競

めに,動物を材料とする研究に着手した.まず,ショウジョウバエの競争

と移動を研究するために,高さ約 13糎,直径4糎の底つき硝子瓶で,その高 さのほぼ中

央に,3個の出入口をもつ,Population-tube(詳細は 1956年度 DISVol.30,p.166

参照)を作った(図 1).均等に餌を入れた4個の瓶の1本に,まず一定数のハエを入れ,
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1昼夜を経てそれに他の3瓶

をつなぎ,移動するハエの数

をしらべた.実験材料は,キ

イロショウジョウバエの実験

室系統 Samarkandである.

第 1実験は,移動 と時間と

の関係に関するもので,その

結果は表 1に示す.

表 1によると元の瓶に入れ

たハエの数が 150頭以上であ

れば,6時間で既に大量の移

動が起り,その後は時間と共

73

に少しずつ移動-ユの増加す 図 1･ショウジョウバエの移動実験に用いる

ることがわかる.この後著の Population-tube

移動は,集団の密度 と直接の関係のない,ハエの無作為的な移動と考えられる.

第 2実験は,移動 と,元の瓶に入れたハエの数 との関係に関するものである. 新 しい

瓶をつないで2日後に,移動した-エの数をかぞえたのが表 2である.

蓑 2によると,ショウジョウバエの本系統では,元の瓶に入れた-エの数が,150頭以

上で,急激な移動の起ることがわかる. すなわち,この実験により,動物の移動は,集

団の密度によって支配される閥反応 と,それに関係のない個体の無作為的な移動 との2

種に分けられることが示唆された.

表 1

芙

倣

数

に

･'

瓶

た

数

の

れ

の

元

入

エ

つないだ瓶に移動 したハエの数(96)と時間の関係

新 しくつないだ瓶に移動した--G7)数 (%)

薩 問

48 72 96
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表 2 2日後に移動 したハエの数(yo)と集団の大 きさとの関係

実 験 数

新 らLくすないだ瓶に
移動したノ､-の数(%)

元(/)瓶に入れたノ､-の数

0′-49 50′-99 100.-149150-′199200.-249250-300

2 2 6 7 6 5

5.88 ∩.65 1.89 2347 26.49 24.93
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:61･ ショウジョウバエ野生系統の移動性に関する系統間差異

(酒井寛一 ･成瀬 隆 ･井山審也)
たて FfL3: て L3- い (.ろL普

瀬戸内海の登場島,釜島,井島,豊島,岩黒鳥 および山梨県の勝沼町より採集したキ

イロショウジョウバエの野生 6系統を,実験室で2代,無作為交配によってそれぞれ繁

殖させた後,Population-tubeによって移動の実験を行った. まず,元の瓶に入れるハ

エの数を 80,120,160頭の 3種とし,4回反復の実験により,2日後に移動したハエ

の割合をしらべたところ,産地によって統計学的に有意な差のあることが 明らかになっ

た.分散分析の結果および移動率の平均

値は表 1のようであ/,た.

表 1. 分散分析表

姿 何 日[17鮭 平y-･J平方

集 団 稀 産

系 統

集団家産×系統

反 復

誤 差

2

5

10

3

51

308.9792*

489.3120**

444629

1131714

674796

表 2. 自然集団における移動率と集団

密度との関係

~~ー~~ 二 頂 =一画Wー車 (%)-~~~

801) 1201) 1601)

9

2

7

3

3

8

0

5

0

9

5

5

4

5

6

5

5

5

4

8

6

1

3

0

9

8

5

0

4

5

3

4

5

5

4

5

島

島

島

島

島

町

場

黒

沼

竪

釜

井

札
止

岩

勝

42.8

58.8

55.7

57.7

54.7

64.8

*,**) 50,O'ぉ よび 1%水準 で有志 ･ 1)元の瓶に入れた-工 の数-柴田密度.

これらの野生系統は,実験室系統 Samarkandに比し,著しく移動率が高かつた.す

なわち Samarkandはハエの数が 150頭以上にならないと,大きい移動は起らないに反

NUMB即 OF FLIES IN T77E ORIGr対AL TUBE

図 1.ショウジョウバエ系統の移動率と集団の大 きさとの関係



研 究 菜 統 75

し,上記 6系統はいずれも80頭ですでに起ー)た.それで,これら6系統が Samarkand

のように集団密度の圧力による移動の園反応を示すかどうかを しらべるために,集団密

度を 10,20,40,60頭の4撞とし,再び4回反復の実験を行一)た. 実験結果の分散分

析は,密度の効果と,密度×系統の相互作用が甚しく有意なことを示した. 各実験処理

における移動率を,表 2の平均値をも含めて,グラフで示したものが図 1である.

本詞によると,明らかに,大量の移動の起る限界集団密度は,産地別系統によって異

り,竪湯島の系統は 80頭,豊島,釜島,および井島の3系統は 60ないし 80頭,栄

黒島および勝沼町は 40頭であることがわかる.

こういう差異がどのようにして起ったかは今後の興味ある問題である.

62. ナスの量的形質問の遺伝子型相関 (後藤寛治)

量的形質間の遺伝的相関の価は,選抜に対する形質相互の反応を予知するという意味

で実際育種上欠 くべからざる数値である. 実験には長ナスに属する企救長と仙台長 1号

を両親とした雑種 F3およびF4の各 45系統を供試し,2回反復の乱塊法によって圃場

に配置した これらの系統は F2 および無選抜の F3 集団から任意にと一)たものである.

扱一)た形質は,草丈,茎の太さ,開花迄日数,果形指数,および着果数である.

企救長は北九州産の品種で,直立型,やや草丈高 く茎は太 くやや晩生で,革姿と熟期

の点では,仙台長 1号と対照的であり,後者が細長い小型の果実を多数つける (3カ年

平均,株当り 19佃)のに反して,やや少数(12個)の太 く短かい果実をつける.

1区当りの系統の平均値に基づいて,分散および共分散分析を行い,表現型分散 およ

び共分散の値ならびに遺伝子型分散および共分散の推定値を算出した.

F3 と F4 の結果を通じ,次の形質間に高い正の遺伝子型相関をえた.すなわち,草丈

と茎の太さで,1.006(F3),0717(F4),草丈と開花迄日数で,0.624(F三),0,410(F4),茎

の太さと開花迄日数で,0.899(F3),0.882(F2) である.

これらの結果は,両親に固有の型(草姿や熟期を含めて)には,い くつかの形質に共通

に作用する遺伝子群が関与していることを暗示している.

-方,2世代の成績を通じ,果塑指数,着果数と他の形質の間では,追

と思われる程高い相関はえられなかった.

なお,遺伝子型相関の価は,菜｢応する表現型相関に比し,全体的に高い傾向を示した.

(育稀学雑誌 6:180-184に発表)

63. オオムギ品種 ｢青系 14号｣の出穂期に関する潜在変異 (後藤寛治)

オオムギ在来種 ｢紬梓2号｣や ｢岩手メンシュアリー2号｣は,その原産地では収獲に

不都合をきたさない程度に出穂期が揃うが,三島では個体問の差異が著るしく広 くなる.

この現象が潜在していた遺伝的な変異に由来することは,すでに著者が指摘した ところ

である. 1954および '55年度の実験で, さらに顕著な1例がオオムギ品種 ｢青系 14

号｣の場合にえられたので報告したい.
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この系統は ｢紳梓2号｣から2次的に集団選抜して育成されたものである./54年度,

200個体に個体別にラベルをつけて出穂期を記録し,′55年度その次代を1系統当り 10

株植えとし,2回反復の乱塊津で配置した.

両年度の結果によれば,この系統の出穂期の幅は,′54年度 42日(3月 29日ないし

5月 10日),/55年度 38日(3月 24日ないし 5月 1日)であった.

両年次の出穂期につき,親子間相関および親子間回帰を算出したところ,+0.904(1

%有君)および 十0.785を示し,観察された広い変異が,遺伝的な要因に由来すること

を証明した.

｢育系 14号｣の場合に顕著なことは,出穂期の早い系統が直立型の革姿を示し,一方

晩生の系統が簡同型を呈し,集団が 2群に大別できる点である.

また葉鞠の毛については,集団の 53.39iが有毛型を示し,毛の有無と出穂期の早晩と

の間には関連が認められなかった,

出穂期の変異を拡大する環境要素として,冬期の短日条件が考えられてきたが,さら

に確証をえるためには,集団を構成する系統群の短日或いは長日反応を検定する必要が

ある.(参考文献 :科学 25:40-41,遺伝学雑誌 30:95-106.)

F.変 異 蓮 伝 部

64 γ線長期照射のハッカネスミに対する遺伝的影響 (予報)

(菅原 努 ･杉浦嘉彦 ･土川 清)

-ツカネズミを用いて,γ線長期照射による突然変異率と線量との関係,および突然

変異率からみた性細胞分化の各時期の放射線感受性の相違を調べることを目標として,

長,gg計画のもとに本研究を行っている.

照射方津は,γ線照射量において動物を飼育しつ 行ゝった.線量は RussELLの大量

一時照射,CARTER らの長期少量照射に対して,長期比較的大量照射をして突然変異の

検出を容易にすることをはか-)た. 目標としては multiplerecessivemethodによる

劣性突然変異率を調べることにあって,そのために例数は ふやしつ あゝるが,こ でゝは

不妊率, 1腹子数,性比などについての予備実験の結果をのべる.60coの γ線を1日

(22時間)に 8 Y,約 80日間に 450rを照射した.ハツカネズミは CBA系を用い,交

配には NH系を用いた.CBA系は受精直後より胎児を-て成熟に到るA群と,威熟 B

群とに分けた.結果および考察を項目別にまとめると,

1) 不妊率 雄では初め不妊のものがあるが恢複する.雌ではA群は完全に不妊,B

群では初め障害なく後次第に不妊となり,雌の方に感受性の特に高い時期が あることが

わかる.

2) 不産妊娠 妊娠しても子を産まないものが殊に初めに高率にある.これは 1腹子

数の減少と共にいわゆる優性致死因子によると考えられ,特に連続照射の場合はこれが

かたまって出現することが認められた.
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3) 平均1康子数 1腹子数は一般に減少しているが,その程度が幼君雄では成熟姓

の約半分であり,性細胞の未分化期における感受性の低いことを考えれば,姓では陣容

は仝線量には 比ゞ例する.雌はこの点まったく異なる.

4) 性 比 一般に雄が多 くなる傾向が見られた.これは今後検討を要する.

5) 劣性突然変異 例数が少ないため(290例) 1例も見られなかった.

(本研究の詳細は,俸 1回原子力シンポジウムにおいて発表した.)

65. マウスの系統とその放射線感受性について (菅原 努 ･杉浦嘉彦 ･橋本智明)

Ⅹ線 1回照射による致死作用の系統による差について調べた.普通は,この場合LD50

によるのであるが,われわれは′より大量の線量を照射し,その生存日数から放射線感受

性を判別することにした.この方法は死亡曲線が死因の型によって異なるいくつかの特

徴ある山に分かれることが利用できて,差の意味をも推定することができる点と,材料

数 観察 日数が少なくてすむ点ですぐれていると考える.照射にあたっては,直径28cm

のアルミ円板の上に放射状に8佃のアグリル樹脂製円筒をおき,その中に マウス を固定

し円板をゆるやかに廻転して,線量が一様になるようにした. X線は管電圧 160KVP,

管電流 3mA,フィルター 2mmAl,距離 47cm で,20.3r/minの条件で 1000Yを

府射した.供試マウスは系統保存に使っている 6-12カ月の月令のものである.雄,雌

はそれぞれ別々に行な/,た.例数はそれぞれの平均生存 日数とともに表 1に示す.

蓑 1. マウス系統の放射線感受性

系 統 名

C57BL

CBA

SPS

C58

hyxC57BL-F2

性

8

9

8

9

3

Cr
(0

CN･
B

C･

数
平 均
(95%の範岡)

8 4.50土1.262

5 4.60土2.421

7 3.86土0.206

5 8.00士1.449

29 6.93士0.620

29 6.69±0.781

12 7.17士 1.915

7 785士0.872

7 7.57士1.285

7 8.43士1.177

撃

大

大

大

小

等

等

小

小

小

小

◆一

●J

全例について生存日数の頻度分布をとると4日と8日に山があり,正規分布をなさな

い. これを性別に分けると,雄では4日の山が高 く,雌では8日の山が高 く,それぞれ

い くらか正規分布に近 くなり両者の平均値は有意差を示す. 照射時の体重と生存日数と

の間には相関関係は認められなかった.系統別の比較は裏 1のごとくで,雌雄ともに系

統の闇に有意の差があることがわかる. この差の意味については今後さらに検討を続け

たい.
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66･ 生体構成物質に及ぼす放射線の影響- 特に高分子電解質を中心として-

(菅原 努 ･杉浦嘉彦)

放射線の生物作用の本態を研究するための一つの モデル実験として,おもな生体構成

物質である蛋白質などに比して,構造の比較的簡単である高分子電解質を対象として放

射線の影響を調べた･ われわれの用いた試料は,分子量 29万,エ-テル化慶 0.77の

NaCMC水溶液で･160KVP,3mA.doserate250r/minの X線を 500-20,000,

照射し･その影響を Ubbelode改良型の粘度計で,速度勾配を変えて粘度を測定した.

得られた実験結果は,

1) Aftel･effect NaCMCの水溶液の粘度が,照射後時間の経過 とともに減少

し,24-36時間後に一定値に達する(図 1).以下粘度の測定はこの aft｡,effe｡tを考

cMC 慮して行われた.
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2) 粘度と速度勾配との関係 高重合度 Na

CMC水溶液の粘度は他の高分子電解質の水溶

液と同様,構造粘性を示すが,この構造粘性は

線量の増加とともになくなり,すなわち,速度

勾配依存性はなくなる(図 2). このことは Na

CMC 分子の degrat'.ation によると考えられ

る .

図 2.粘度と速度勾配との関係

3) 線量と粘度

との関係 線量の

増加するに従いノ

hDurB 粘度の減少が見ら

れ る (図 3). こ

れは他の高男､子,たと

えば MethamethyL

aclyrate, DNA 分

子 と同様で,放射線に

よ一)て分子が degra･

dation を起すと考え

て説明される.しかし

この NaCMCにおい

ては,DNA などに比

して比較的少線量 で

111 11 12

DxlO~二sec-1

degradationが顕;削こ

甥われる.
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4) 放射線照射時の分子の

形状 と分子の lltモgral1a-

tiollとの関係 分子の形状

は NaCMCに中性塩を加え

て適当にしておき,これにⅩ

線を照射して48時間後に試料

を同一塩漬度に調整して粘度

測定を行う.実験結果は分子

が丸まっている障程 degra-

dationの度合が少 ない (図

4).これは X線によりH20

から生 じた H,OH radical

と分子との相互作用において

分子の表面積と溶媒の分子内

-の通 りにくさを考えて解析

される.

67.γ線とカラスの着色度

の関係 (近藤宗平)

よく知られたⅩ線によるガ

ラスの着色を逆用して,ガラ

スの着色度によ一,てγ線讃泉量

が精密測定できることが,当

研究所の 60coを用いて実験

された.着色核はガラス内に

存在する結晶の空孔などが T

線によって生じた自由電子を

捕えたため生じることがすで

叫
己
…
u
!
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図 3.粘度と線量との関係

CMC 0.1g/100cc

77sp/'e-saltconcentration T-25.OoC 5,000r

77sp/c
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図 4.放射線照射時の分子の形状と

分子の degradation との関係 ､

にわかっている.今ガラスの単位体棟内に Ⅳ個の無色の空孔が残っているとする.少量

の γ線 drレンTゲンを当てたため,NのうちdNだけが着色したとすれば,dNは N

とdrに比例するであろう.

故に rdN-cNdr c:比例定数 -･ (1)

始めに無色の結晶の孔が N.個あったとすると,rレン下ゲン当てたため生じた着色核

の総数 ∬は上式から次のようになる.

x-No-N-N.(1-e-")
線量 rが小さい間は第 1近似として
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図 1.γ線量とガラスの吸収係数との関係

(一定昭射時間の場合)

(i)市販較ガラス使用,(ii)60Coγ線で24時間照射, (iii)12oC

図 2.γ線線量計としてのガラスの精度

(i)420m上で謝定, (ii)市販聴板ガラス(0.487cm 厚み)

(iii)80Coγ線 3.5Kr/'hで24時間照射

さらに∬は着色度が少ない

間はガラスの吸収係数に比

例するであろうから上の式

は次のようにのべることも

できる.

｢ガラスの吸収係数 〃は

線量γに正比例する.ただ

し線量があまり大きくなる

と指数函数的に飽和する｣

(図 1参照).

市販の板ガラスは,大メ

ーカ-によって一度に多量

に炉の中で作られるので,

その成分は極めて均一で,

しかも一度回ったガラスは

普通の保存の下では殆んど

変化しない.このことは線

量計としてのガラスは高精

度で長年月の使用に耐える

ことを予想させる(図 2参

照). た 残ゞ念なから,以

上の着色は時間,温度その

他によって退色することで

ある.図3では p とYが

対数で示されていて,しか

も勾配が 1でないのはノこ

のためであろうと思 わ れ

る.物性論的な立場からこ

のことは興味あることで着

色ガラスとも関連して目下

研究中である.

68.球面表面張力の基礎

100 5 岬 5 Kl,01 方程式 (近藤宗平)

図 3.γ線量とガラスの吸収係数との関係 GIBBSの基礎方程式がで

(一定 γ細 腰の場合) て 50年近 くになるが,近
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年球面の表面張力が水滴の生成などと関連 して急に注目をあびてきた. この分子論的取

扱いの前接 として GIBBSの式を吟味 した.その結果,残っていた不確実な点を修正する

ことによって明確な基礎方程式をつ くり上げることができた. これによって,表面張力

の曲率依存性の意義 と表面張力の意味が明確になった.

(J.Chem.Phys.25,662-669(1956))

69. 一粒コム羊の放射線遺伝学的研究 (松村清二 ･藤井太朗)

一粒コムギ (TriticummonococcumL.)2変種の休眠鐘子に X線,γ線および中性

子の照射 を行い,その発芽と芽生の伸長,稔性, および突然変異に及ぼす影響を研究し

た.X線照射を線量一定 (10Kr)で 20-180KVP と波長をかえても,発芽には殆んど

影響がないが,短波長ほど芽生の伸長がや 遅ゝれるようである.

γ線や速中性子では線量の増加に比例して発芽率や芽生と根の伸長が悪 くなる.また γ

線より中性子の方が個体聞変異が少なく,線量が多 くなると急に すべてが枯死するよう

になる.これに較べて Ⅹ線では個体間変異が大 きい. この差異はイオン化密度の差によ

り説明されよう,

照射世代(Ⅹ1)の各穂の稔性低下,染色体異常 (主 として転座)の発生率および Ⅹ2 の穂

別系統による遺伝子突然変異率は線量に伴ってほ 直ゞ線的に増加 した.一定線量の X線

では軟線ほど影響が強いが,20-50KVPの教練では線量測定に 困難があるためか,午

により逆の結果をえた.1956年度の成績は表 1のごとくである.

蓑 1. 各種放射線照射が一粒コムギに与える影響

露
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桝

秩過渡
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し

中性子し溝exultO,9.n/
〃Asec.**

15 i5010 8･96 32･18 6･25･0･0:5･1

20iLAh 17916(13･84)27･66 4･55.2･716･3

*11月 9日播種.26日日に測定. 日 内の中性子 とその環準は 12月 12日播種,26日目に珊定.

榊 科学研究所サイクロトt7ン,Beターゲッ トよ り20cm,4-7Mev,中性子 :γ線-1:1.
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中性子は本実験に用いられた程度の量では芽生の伸長には比較的影響が少なかったが,

伸長以外の影響は γ線と同程度であった. 中性子は稔性にひどく影響 し,γ線は染色体

異常に割合に強く影響した.また x2芽生における葉緑素突然変異の発生率は中性子とγ

線の場合には,必ずしも線量に比例することが見出されなかった. しかし全 く発芽しな

かった系統を計算に入れると,だいたい線量に比例する結果となった.

70. 放射線の芽生に及ぼす影響の温度や倍数性による差異

(松村清二 ･藤井太朗 ･近藤宗平)

前実験と同様に一粒コムギの休眠種子を用いて10お よび 20gγの Ⅹ線とγ線照射

を比較した.前実験のように播種直前に照射したものと,30 日前に照射 し,その後室温

(20oC前後の地下室)と 5oC とに保存 したもの, および γ線の 54日連続照射を行

ったものを較べた.

発芽率は 10Krでは標準 と大差なく,20Krでは標準の 1/2-2/3程度に低下した.

X線とγ線 との差や照射時間や照射後の温度による差などほ認められなかった.しかし

芽生の伸長は 20Krでは 10Krより著しくおさえられ′それぞれの照射区で 10Krの

2./3(直前以外の Ⅹ線)から 1･/2(30日前,5℃ 以外の γ線)程度であった.直前照射で

は Ⅹ線の方が影響が強いが,伸長度にはいろいろと差がみられた.30日前照射では室

堤,5oC ともに γ線の方が伸長が遅い. また室温より5℃ の方が Ⅹ線,γ線 ともに影

響が大きい. この差は γ線の場合の方が著しい. 一時と連続の γ線照射の差は 10Kr

では連続の方が影響少なく,20Krでは逆の結果となった.

これらを通覧すると,影響を大きくする条件が重なるとその効果は一層著しくなる.

例えは,直前の X線 20Kr照射とか 30目前 20Kr照射 5oC のごときものである

最初の芽生測定は播種後 12日に行われたが,その後 7日と15日たって再び測定した.

その結果,一般に最初に伸長の遅れたものはその後の伸長もおそい. 悪い条件の重った

ものは著しく生育が遅い. しかし 54 日連続照射などは比較的に生育をもりかえしてい

る.

次に倍数性による差をみるために,一粒コムギ(2x),マカロニコムギ(4x)およびパ l/

コムギ(6∬)の休眠種子に γ線の 10,20,40gγおよび Ⅹ線の 20gγを照射した.こ

の実験は12月末の低湿度の時期に行われたせいか,だいたいに放射線の影響が著しく現

われた.2xでは 10Krですでに発芽も著しく悪 く,芽生の伸長も遅々としていた.X

線の 20Krでは遅れながら,わずかが発芽したが,γ線では 20,40Krともに全 く発

芽しなかった.4xは案外に放射線に対し抵抗性があり,6xにや 劣ゝる程度の結果を示

した. ともに γ線 10KrとⅩ線 20Krでは発芽率には影響なく,芽生の生育が遅れ

た.γ線 20Krでは発芽が半分 ぐらいになり,40Krでは極めてわずかであった.とも

に芽生の生育は悪 く,ほとんどが 2カ月後には枯死した.

要するに γ線は Ⅹ線より著しく影響が強 く,2ガは放射線に対する感受性が極めて強

く,6xは抵抗性が強いが,4xは予想に反し 6xにや 劣ゝる高い抵抗性をもっていた.
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71.X 線による一粒コム羊の葉線素突然変異体について (藤井太朗)

(A)一粒コムギ(T.monococcumjlavescens)の気乾種子に Ⅹ線照射の結果えられ

た種々の葉緑素突然変異体について引続き実験を行った.

Chlorinaと basi･viridisIIとの Flは正常となり,発芽率もよく稔性もかなり高 く

充実した種子がえられ,F2ではだいたい 9:3:3:1に近い分離比を示した.両親の葉

禄素量はともに正常の約 1/2であるが,basi-viridisTIは温室で登光燈照明を加えると

その葉緑素量が正常植物と同量に回復し,chlorina.ではこの現象が見られないことは前

に報告した.これらの交配でえられた二重劣性植物の葉緑素量は両親のそれより,さらに

減少して約 1/5になる.これを前の実験と同様に温室に入れ蛍光燈照明を加えると,葉緑

素量は正常の約 1/2にまで回復するが,これ以上の増加はみられない.これは cblorina

が葉緑素形成を1/2に抑制する因子をもっており,これが basi-viridisIIの回復する性

質より上位に働 く結果と考えられる.

ともに菓寂素量を回復 しうる virido-albinaXbasi･viridisII,一方が回復す る viri-

do-albinaXchlorina および,ともに回復しない chlorinaXstriataの Flはいずれち

正常の緑色を示しいることから,これら相互の遺伝子座は異る染色体上にあるもの と思

われる.

(B)次に同材料の Ⅹ線突然変異 chlorinaおよび slenderの気乾種子に 180KVP,

3mA,241r/minの条件で再び Ⅹ線照射をおこなった.結果は表 1のごとくで,chL

orinaは染色体異常率および葉緑素突然変異率が正常より高 く, slenderは正常と変り

がない.これは遺伝子型による感受性の差によるものと思われる. その他の突然変異体

についてもⅩ線や γ線を照射 したが,照射による復帰突然変異は発見されなかった.

表 1. 一粒コムギの突然変異系統に対するⅩ線処理の結果
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72. 三倍性甜菜におけるアメリカ耐病性品種の利用 (松村清二)

昭和 29年に US226,GW 304,GW 443の3品種を選び,これらを二倍体親として

本音398号の四倍体(4398)と 1:3の比に定植して採種した.翌 30年 4x親より採瞳

′したもの(A)と 2∬親より採種したもの(ち)とを2:1の比に混合して播種し,標準種の

本育 192号または GW 443および 3n-1号(4398×162)その他の三倍体取合せとの収

量比較試験を行った.表 1はその結果の一部で,日本甜菜製糖会社の厚意により同社帯

広および磯分内圃場で行われた試験結果の平均を示す.GW 443は本育 192号より耐病

性で収量も多く砂糖収量にして 10-15% 高い品瞳である.

表 1. 甜菜三倍体組合せの収量比較試験

晶碑名
項 目 8月下 旬 の 収穫時 の

･病害指数 病害指数

1)GW 443

2)4398×162

3) 〝 ×399

4) 〝 ×401

5) 〝 ×390

6) ∫/ ×192

7) 〝 ×US226

8) 〝 ×GW304

9) 〝 ×GW443

最 小 有 意 差 5%

0.17 (100)

1.20△(701)

1.43△(841)

1.71△(630)

1.01△(595)

0.89△(524)

0.47 (275)

0.22 (129)

0.45 (265)

0.41

0.99 (100)

4.25△(429)

4.78△(483)

3.28△(331)

4.06△(410)

2.88△(291)

2.43△(245)

0.57 (58)

1.25 (126)

0.79

反当板重 税-tl糖分 反当砂糖
(斤) (%) 収景(%)

4848△ ( 88)

5619 (102)

5491 (100)

5726 (104)

5824×(106)

5568 (101)

315

16.00×(107)

15.36 (103)

15.70×(105)

14.88 (100)

14.88 (100)

15.63 (106)

779 (95)

866×(106)

867×(106)

848 (103)

864×(105)

880×(107)

0.71 1 44

詐 :×FT】は有意発ちもって導入3号に塀るもの,△印は1J-るものを戻す.

2),3),4)は 5以下の 3x と実な り,採種法が違 うので,や ゝ3xが少ないと思われる.

雁病の程度は GW 443よりわが国品種が明らかに劣るが,GW 系統を用いた 3∬は

差がないといえる.この年の 3n-1号はあまりよい成績を示さず, 本育 401号の 3x

は根中糖分は高いが収量が低 く,砂糖量はよくない. しかし 192号と390号の 3ガは

収量はほゞGW 443と同じであったが,板中糖分がや 高ゝ く砂糖収量としては 6% 増

収 となった.ほ 同ゞ様の結果が GW 系統の 3xにもみられ,GW 304の 3xは 5%,

また GW 443の3xは 7%の増収となった.したがって 3xの利用には 2x親にGW

優良系統を用うれは,GW 系統そのものより優秀な結果がえられることがわかった.現

在は GW 系統を 4x親に利用する研究が進んでいる.

73. 三倍性甜菜における採種の基礎研究 (松村清二 ･阪本寧男)

三倍性種子をえるために 4∬ と2∬母根を一定の方式に 3:1の比などで定植するこ

とは,農家の実用採稜には向かない.そのため 2ガの場合と同様に簡単な採種栽培を行

えるように,3x採種の基礎研究が行われた.本年度は 3n-1号(4398×162)の取合せ

について 2∬ と 4∬の種子を 1:3,1:5および 1:8の割合に混合して播種し,これ
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らより2∬ と 4ガの区別を考えずに採種栽培を行ってえた,いわゆる三倍性種子に含ま

れる 2x,3xおよび 4xの頻度を染色体数の決定により正確に行った. これによって

2xと 4x種子をどの程度に混合することが三倍性種子に 3xの頻度を最も高 くしうる

かを決定せんとした.

その結果,1:8の混合では発芽歩合が
表 1. 2ガ と 4ガ を稜々の割合に混合

して播種した 4398×162-三倍性種子よ

低 く実用にはならないことがわかった･ りの 2∬,3∬,4∬の頻度

この場合の 3xの頻度は 42･4%であっ 毎有産-∴:= =ru二

霊 宝 x,讐 警 三%nn芸 452'x6tn:A61 1:3 若 鳥 喜｡ …喜.6 ≡.. 112.50

-;:-:∴ 言 ∴ ∴ ~''-∴ r H ･ !t.::I- I;∴ t.-:.:_.L':∴ ;'∴･::

と 4∬種子を1:5に混合 して採種栽培

することが最もよいといえる.これは今 1‥8

頻度 13 14 6 33

% 39.4 42.4 18.2 100

することが最も 3∬の頻度を高 くするによいという結果 と符合する.つまり 4ガが 2∬

に比し発芽が悪 く,生育が遅いことなどから採種母根では 1:2.-3の比になっているも

のと想像される.

次に 1:5の場合には,2x,3xおよび 4xの発芽日数を調査した.一般に 2xは発

芽が早 く,その 73% が播種後 6日間に発芽したが,3xは 36%,また 4xは 40% に

すぎなかった.この結果は三倍性種子を利用する場合に,最初 の間引きに注意を要する

ことを示すもので,その注意によって倍数体の頻度を高 くすることができる.

74. コムギ近緑種としてのカモジグサの紙胸遭伝単的研究

(松村清二 ･村松幹夫*･阪本寧男)

カモジグサ属 (Agropyron)で日本に多い Roegneria節のものは他の2節 と異なるゲ

ノムを有し,コムギと交雑ができない. A.yezoense(2n-28)は A.ciliareと同一ゲ

ノムを有すると思われるが,雑種は全 く不稔性である.Elytrtgia節の A.trichophorum

(2n-42)は A.glaucum と同一のゲノムを有する.この両種は A.elongatum(2n-

72)とともにコムギと交雑ができる.

一粒系コムギと A.glaucum との交掛 ま困難で多年失敗を繰返していたが,やっと成

功した.しかし生育不良で出穂せずに枯死した.一方,村松は一粒系の同質四倍体と A.

glaucum および A.elongatum との交掛 こ成功した (村稔 1955参府).

A.glaucum と二粒系コムギとの雑種は比較的容易で,T.polonicum,T.durum,

T.dicoccum,T.Pyramidaleとの交雑に成功した. 雑種の染色体接合は 2,3の組合

せで観察されたが,以前の A.glaucumXT.iurgidum(玖村 1949)の報告 とだいたい同

*京都大学農学部遺伝学研究室
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様であった.すなわち,311-121Ⅰが観察 され モー ドは 7-8にある. 雑種の形態は中

間型であるが,や カゝモジグサ親に近 く,ほとんど不稔である.A.glaucum とT.vul-

gweとの雑種は 8ⅠⅠ-1311を示 し 11にモー ドがある.形態はほ ゞ中間で完全に不稔

である.また A.elongatum と T.♪olonicum との雑種をうることができた.

A.glaucum と Aegilops3種 との交雑に成功した.Ae.longissima(SISl)との雑密

は 6ⅠⅠ-10ⅠⅠ(モー ドは 8)を示 し, 形態は中間よりカモジグサに近 く,完全に不稔であ

る.Ae.Cylindrica(CCDD)との雑種は 6ⅠⅠ-10TI(千- ドは 9),また Ae.variabilish

(CuCuSvSv)との雑種は 5ⅠⅠ一11ⅠⅠ(モ- ドは 6)を示し,ともに生育悪 く全 く不稔であ

った.

以上のように AegiloPsとの雑種でも相当の二価染色体が見られるから,A.glaucu桝

での同親接合も考慮されねばならない.
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Morning-glories･LandandcropsofNepalHimalaya:193

･-212.

名和三郎 ･平 俊文 1956.Simple microdetermination ofuricacid by using

uricasefermentation.D.LS.30:162.

岡 彦- 1956.稲晶種間雑種不稔性を支配する配偶子発育因子のポリジーン的性質(栽
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培稲の系統発生的分化 第 12報)育撞学雑誌 6:51-55.

岡 彦- 1956.稲雑種集団に於ける遺伝子組換の制限(栽培稲の系統発生的分化 第 13

報)育種学雑誌 6:185-191.

-- 1956.Genicanalysisofresistancetoblastdiseaseinrice (by bio･

metricalgeneticmethod).丁ap.Jour.Genet.32:20-27.

-- ---- 1956.Variationinnucleolarnumberamongvarietiesofcultivated

rice.Cytologia21:44.-49.

-- -- 1956.Variation in fertilizerresponseamongricevarieties.Jour.

Agr.Assoc.China,New Series13:35-41.

酒井寛一 1956.Studieson competition in plantsVI.Competition between

autotetraploidsandtheirdiploidprototypesinNicotianaiabacum

L Cytologia21(2):153-156.

1956.Competitioninp】antsanditsrelationtoselection.ColdSpring

HarborSymposiaonQuant.Biol.20(1955):137-157.

1956.植物育種法に関する理論的研究 III.自殖性植物の個体選抜に於ける系

統群,系統及び個体の測定値の重みづけ.育種学雑誌 6(3):175-179.

田中義麿 1956.GenicanalysisofJapaneselong-tailedfowl.Publ.by Com-

mitteeforGeneticStudiesontheJapaneseLong-tailedFowl.

竹中 要 1956.タバコ属の細胞遺伝学的研究 ⅠX.タバコと他の2種との交配 Flの減

数分裂.遺伝学雑誌 31(4):104-108.

1956.同上 Ⅹ. N.langsdorHiiの減数分裂.植物学雑誌 69:162-165.

1956.同上 ⅩIV. 5組の種間雑種の減数分裂.遺伝学雑誌 31(5):155-

161.

1956.Japanesemorning･glory.Exhibits,InternationalGeneticsSy-

mposia,1956:1-14,

竹中 要 ･田中正雄 1956.タバコ属の細胞遺伝学的研究 XIII.タバコの半数体.植物

学雑誌 69:193-198.

館岡亜緒 1956.イネ科の系統分類に関する雑記 Ⅰ. グサヨシ族について.植物研究雑

誌 31:1.-15.

1956.同 ⅠⅠ.カラスムギ族について.同 31:84-･90.

1956.同 III.ウシノケグサ族(その 1)コムギ族,Monermeaeについて.

同 31:179.-186.

1956.同 ⅠⅤ.ウシノケグサ族について(その 2).同 31:241.-248.

1956.同 Ⅴ.ウシノケグサ亜科の系統学的考察.同 31:267.-272.

1956.イネ科の系統分類に関する雑記 ⅤⅠ.スズメガヤ亜科について.同 31

:307-315.

1956.同 ⅤⅠⅠ.キビ亜科について.同 31:353-･358.
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館岡亜緒 1956.スズメガヤ亜科,キビ亜科の葉の解剖学的特徴の再検討.同 31:210

･-218.

- - 1956.ダンテグ族,特にチョウセンガリヤス属の葉の解剖分類学的研究. 同

31:326.-332.

- 1956.KitryotaxonomyinPoaceaeIV.Chromosomesandsystematic

relationshipsofseveralspecies.石ot,Mag.Tokyo69:112-117.

- 1956.OnmorphologiCalconvergencebetweenBrachypodium sylvati'

cum andAgropyyonyezoense.Cytologia21:146-152.

- - 1956.The'placeofthegenusPhyllorachisinthe system ofGrami･

neae.Bot.Mag.Tokyo 69:83-86.

1956.NotesonsomegrassesI. Ibid.69:311-315.

-1956.Ditto,H. Ibid.69:336.-339.

乎 俊文 ･大島長造 1956.ムナスジショウジョウバエの平衡多型現象. 駒井 ･酒井編

｢集団遺伝学｣:104-120.

平 俊文 ･名和三郎 1956.Quantitativemeasurementofriboflavine,folicacid,

uricacidduringmetamorphosisofsomemutantsin Drosophila

melanogasier･D.I.S.30:153JY154.

辻田光雄 1956.微生物に於ける遺伝子の構造論.科学 26:515-521.

- 1956.致死因子と遺伝生化学.科学 26:579.-580.

- 1956.家蚕の黄色致死 とアルビノ致死の遺伝的関係について.遺伝学雑誌

31:327.-329.

辻田光雄 ･坂口文書 1956.家蚕の遺伝子群の発生遺伝学的研究. 新遺伝子 EMs及び

EMcの作用.遺伝学雑誌 31:207･～216.

辻田光雄 ･津田誠三 ･渡辺強三 1956.Paramecium の ミトコンドl)アの微細構造につ

いて.電子顕微鏡学雑誌 4:133-137.

津田誠三 1956.Electronmicroscopicalstudiesofultra-thin sectionsinPeni-

cillium chrysogenum,Jour.Bact.71(4):450-453.

渡辺強三 ･津田誠三 1956.Tetrahymenaの大核についての電子顕微鏡的研究. 科学

26(7):363.

菅田俊秀 1956.Variationinelytralpathernoftheconvergentlady-bird(HiP･

♪odamiaconvergens)collectedin Colorado.Ann.Zool.Jap.

29(2):101-103.

青田俊秀 ･石原隆昭 1956.動物に於ける染色体構造の観察に通した新おしつぶし法.

梁危 体 29:1005-1009.
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Ⅰ. その他の研究活動

海外における活動

飯野徹雄 米国 Wisconsin大学奨学生として Prof.LEDERBERG の下で研究中.

山田行雄 米国 Purdue大学奨学金および文部省海外渡航費により Purdue大学家

禽学科 Prof.BoHREN の下で研究中 (32.4.3まで).

後藤寛治 ロックフェラ-財団奨学金により米国 Iowa大学農学科 Prof.SpRAGUE

の下で研究中 (32.6.13まで).

土用 清 米国 Jackson研究所奨助金および フルブライト資金により Jackson研

究所 prof.GREEN の下で研究中 (32.9.19まで).

辻田光雄 米国癌協会,合衆国公衆衛生会および文部省海外渡航費により米国 Colu.

mbia大学動物学科 Prof.RYAN の下で研究中 (32.2.28まで).

他の機関における講義 (非常勤講師)

酒井寛一 玉川大学農学部において遺伝学を講義 (31.4.1-32.3.31)

〝 東京都立大学理学部において集団遺伝学を講義 (31.5.1-31.9.30)

′/ 名古屋大学農学部において集団遺伝学を講義 (31.ll.16-32.3.31)

菅原 努

辻田光雄

竹中 要

駒井 卓

玖村清二

木村書生

三重県立大学医学部において放射線医学を講義 (31.4.1-32.3.31)

東京慈惑会医科大学において細菌遺伝学を講義 (31.4.1-32.3.31)

金沢大学理学部において細胞遺伝学を講義 (31.9.1-32.3.31)

東京都立大学理学部において集団遺伝学を講義 (31.10,1-31.ll.15)

横浜市立大学文理学部において遺伝学を講義 (31.10.15-32.3.31)

九州大学理学部において自然淘汰による集団通応変の変化および集団遺伝

学における確率過程の問題について特別講義 (31.】1.6-31.ll.7)

一 般 講 演

昭和 31年度国立遺伝学研究所公開講演会を2月4日 東京朝日新聞社講堂において開

催 した.講演者および題目は下記のとおりであった.

木原 均 :放射線遺伝学の進歩

於村清二 :放射線突然変異の利用

吉田俊秀 :癌細胞と放射線

駒井 卓 :民族の遺伝質に対する放射線の影響

その他の主要な講演 :

木原 均 岐阜大学関学記念講演会において ｢アフガニスタンとイランの植物採集｣

について講演 (31.6.1)

〝 日本遺伝学会第 28回大会公開講演会において｢小麦の発祥地カラコラム｣

について講演 (31.10.6)
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ⅤⅠ. 図書および出版

図 書 主 任 (30-31年度)

図 書 委 員 (31年度)

購入図書および雑誌

和 書 (井上 敏 :岩波理化学辞典,その他)

二

徹
文
三

滴

俊
誠

村

藤

田

絶

遠
平
津

′-

計 17冊

洋 書 (BoYA,G.A.:Autoradiographyinbiologyandmedicine,その他)

和雑誌 (化学の領域,その他)

洋雑誌 (AgronomyJournal,その他)

ゴル ドシュミット文庫

今年は次のように寄贈された.

到 着 月 日 別刷部数 雑誌冊数* 単行本冊数

4月 12日 350 52

8月 21日 278 41 2

計 628 93 2

*雑誌内容

AmericanNaturalist,AmericanScientist,JournalofGeneralPhysi-

ology,JournalofHeredity,ProceedingsoftheNationalAcademyof

Science,Scienceその他 30撞

ロックフェラー財団の援助によるもの

1956年6月より向う2カ年間に学術雑誌および図書を購入するために $10,000の援

助をうけた.その約半毅をもって次のものを購入 した.

雑 誌

NucleonicsVol.1(1947)-13(1955)

Proc.Nat.Acad.S°i.Vol.1(1915)-26(1940)

Canad.Jour.Bot. γol.1(1923)-28(1950)

Chem.Abstracts Vol.36(1942)-45(1951)

BiologicalAbstracts V01.1(1927)-23(1947)

Jour.ofGenetics Vol.1(1910)-36(1938)

Japan.Jour.Boモ, Vol.1(1923)-ll(1941)(会田竜雄氏より)

ResumptioGenetica Vol.1(1924)-13(1938)( " )

辞書その他

webster'SNew lnternationalDictionary

EncyclopediaBritanica
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AmericanMenofScience2

TheWorldofLearning

l駒井 文 庫

(雑誌)

AnnotationesZoologicaeJaponenses γol.8-28

BjbliographiaGenetica γol.1-12

Cytologla Vol.1-20

JournalofHeredity Vo1.9-16

QuarterlyReview ofBiology γol.1-ll

動物学雑誌 Vol.1-65

遺伝学雑誌 Vol.1-30

ProceedingsoftheJapanAcademy Vol.21-31

Science γol.109-112

(図書)

ダーウィン全集 その他

寄贈図書および報告類

国 内

大学報告および雑誌 (東京大学 その他)

各種研究所報告 (国立公衆衛生院研究所 その他)

各種試験所報告 (資源技術試験所 その他)

学会雑誌 (人類学雑誌 その他)

別 刷

国 外

図 書 〔Ph.L'HERITIES:TraitedeG6n6tiqueI,II〕

雑 誌 〔AgronomiaLusitana(Portugal)その他〕

62種 371冊

20種 55冊

6種 100冊

8種 60冊

8部

計 2冊

〝27冊

年報報告および糞報 〔Hilgardia(CaliforniaAgriculturalExperiment

Station)その他

別 刷

年 報

書 名

国立遺伝学研究所年報 6号
(昭和30年度)

NationalInstituteofGenetics
AnnualReportNo.6(1955)

15部

363部

出 版

貢数 発行部数 配布先

128 1,000 望釜芸讐 讐施大学

90 1,000 同 上
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VII.新規の施設および行事

1. 国際遺伝学会議アサガオ展示会

1956年国際遺伝学会議アサガオ展示会場に国立遺伝学研究所があてられた.

予定どおり9月 11日 10時 30分国際遺伝学会議に参加の 21カ国の外国遺伝学老約

110名および国内学者は箱根から観光バスでアサガオ展示会見学のため来所 した.

一行はまず講堂で木原所長の歓迎の挨拶を受け,つづい

てアサガオの天然色スライドを観賞してから,4野に分か

れアサガオ数百鉢の展示と,栽培圃場,さらに研究施設と

研究成果の陳列品などを約 2時間にわたり見学した.曇天

のためアサガオは比較的に花もながもちしていたので好都

合であった.

2. γ線分析器

米国 RadiationCounterLaboratories製で普通のガ

イガ-カウンタ-が主に放射線の粒子数を数えるだけであ

るのに反 し,この機械は粒子のもつ放射線エネルギーを記

録する能力をもっている.光学分光器で光のスペグいレを

分析するように,この機械では,放射線のエネルギースペ

グTtルを分析する.従って放射性アイソT←プ同志の微量

分析ができることになり,数種類のアイソT-プを同時に

使用することも可能である.さらに γ線,Ⅹ線の波長分布

が判るので,それが生体を通過したためにどう変化するか

も調べることができる,その他汚染の原因や核の構造の研

究などその応用の範囲は広い.

図 1.γ線分析器｢ス ペ

グt･ロガンメオメータ-｣

(RCL製 U.S.A.)

3.微生物実験室

昭和31年度の庁費と機関研究費によって,新館西側に微生物実験室,組織培養実験室

などを含む80坪(2階共)の工事が 10月から着工 され,3月末 日までに完成予定で建築

中である.一階には微生物実験室 2,微生物培養準備室 1,無菌宝 4,機械室 1,水洗乾

燥滅菌室 1などを作 り,工作室があり,二階にはシェ-カ-量 2,系統保存室 1,無菌

室 2,紅織培養準備室 1,顕微鏡窒 1,暗室 1などがある.滅菌器具の雑菌混入を防 ぐ

ために,小型リフT･をもって,1階と 2階を上下できるよう設備した (図 2参照).

内部設備としては,クライスラ-のエヤーテンプ,-イドロサームの施設を備えて,

無菌室の温湿度を調節 し, Ii)オンと殺菌ランプの併用で無菌状態に なるよう設計 され

た.その他,冷凍乾燥機,シェーカー,冷蔵庫,廻転培養器などを設備 した. 二れら諸

施設の活用により微生物の遺伝学的研究や,実験細胞学的研究などの発展に期待すると

ころが大 きい.
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図 2.微生物実験室 平面図

ⅤⅠⅠⅠ. 実 験 圃 場

圃場別面積および栽培植物

圃 場 名 面 積

西 一 番 囲 676.9坪

西 二 〝 1713.8〝

西 三 〝 1762.4 /∫

東 - 〝 700.0 〝

東 二 〝 2375.8〝

東 三 // 500.0 〝

東 四 〝 2543,4 〝

東 五 // 2373.3〝

東 六 〝 540.0〝

栽 培 植 物

一 般 作 物

宿根性植物

一 般 作 物

一 般 作 物

桑樹および一般作物

桑樹および一般作物

桑樹およびクヌギ

計 13185.6 〝

他に 水田 180.0坪

主な研究用栽培植物

AegiloPsspp. MorusbombycisKoIDZ･ AgroPyronspp･ OryzasalivaL･
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CannabissalivaHEMSL.PharbitisnilCHOIS. Capsicum annuum L Quercus

serrataTHUNB. CitrullusvulgarisScHARD. RaPhanussaiivusL. Colchicum

autumnaleL RumexaceiosaL.CucumismeloL.Saccharum ofjcinarum L.

DianthuschinensisL.Setariaspp.Hordeum spp.SpinaciaoleraceaL Lycoris

radiataHERB. Triticum spp. MedicagotuberulataWILLD. ViolatricolorL.

var.hortensisD.C.Melandrium album.

圃場記録抜革

束 4番圏の桑櫛は前年に引続き一部抜取りを行った.なお実験植物,サグラ,ツバキ,

斑入植物,サクラソウの各品種の蒐集と保存を引続き行った.

ⅠⅩ.実験材料の蒐集と保存

コムギ類とその近縁種

01955年京大カラコラム ･ヒンズーグシ学術探検隊採集

TriticumPolonicum,T.durum,T.turgidum,T.vulgare,T.sphaerococcum,

T.Compactum,Aegilopssquarrosavar.typica,var.strangulata,Ae.Cylindrica,

Ae.crassa4x,6x,Ae.triuncialt'S.

0ル-マニアより

Triticum vulgarevar.erythrospermum, var.lutescens.AegiLopsovata,Ae.

iriuncialis,Ae.speLtoides,Ae.bicornis,Ae.ligustica,Ae.caudata,Ae.cylin-

drtca, Aegilotricum.

0カナダ Dr.B.C.JENKINSより

Triticum durum (Carleton)-springrye 複二倍体

T.durum (Stewart)-AgroPyronelongatum 2x ′/

○ポル ーガル国立農業研究所より

AegilozIStriuncialis

O 日 本 産

Agro♪yronmayebaranumHoNDA(オオタチカモジグサ),A.mayebaranumvar.

intermedium HATSUSIMA(タ1)ホノオオタチカモジ), A.gmeLinivar.tenuisetum

OHWI(イヌカモジグサ).

アサガオ

品 種 :天津,新千代宝,碧竜,右近,都の挙れ,白妙,枝垂れ,藤扇,雪の円山,

中央の暁,紅玉,紫禁城,天の川,新紫雲,新信濃,美吉野,天 竜,織家の誉れ,春の

葺,雪中梅,吹掛絞 り,花円,稀品,銀竜の変,幽ロ ･など.

花型の遺伝系 :獅子咲き(風鈴,管,長垂ノ自乱れ咲き,早咲を(茶鼠),林風,黒鳩,

紫紺,栄,白紅,牡丹 -など).台咲き(噴上牡丹,牡丹,黒鳩覆輪,紫紺覆輪,蘇,白,

潔,藤,薄紺,薄紫,鼠,刷毛目-など).咲き分け,捻梅咲き,孔雀,釆咲草,切れ咲

普,練咲き,乱菊,乱菊石畳,菊咲を,石畳,縮 咲 き,水色牽縮咲き,紫八重桔梗,蘇
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桔梗八重,水色桔梗,斑入桔梗白覆輪,水色桔梗八重,吹梯絞 り,紫吹曹, 藍吹雪,轟工

無地,津黄雲輪,大輪,中輪,小輪･-など).

菓型の遺伝系 ;常(青･黄),丸,

水など),脂(青･黄),堺渦,林風,

砂摺 (青･黄),木立(青･黄･斑入),

沢柳,鶏足葉,雨竜,針,立田笹,

藩比美須葉,州浜林風,草葉等

笹,立田,南天(育･黄),柳(青･黄),獅子(青･黄･抱･掛

コ-モl),乱菊(青･黄),秦,暗蛤,縮緬(青･黄.他),

鍬型(青･黄･他),枝垂れ柳,渦柳(育･黄),称柳,港

枝打糸雨竜,枝打南天,千鳥菜,蝉菓 (青･黄･他),

など.その他を併せて,全系統では約 300余.

サクラソウ

長春,遠山の雪,秋の装,白玉蓮,須磨の実生,小夜衣,立田のタ,穿 先,源氏鏡,

望台夢,隅田の漣,戦 勝,桜源氏,旭の光,白髪獅子,二重鶴′折紙附,銀 覆,須磨の

桜,薄蛇の目,立田川,神代の冠,真如の月,白金,頒磨,華錦,絞 り立田,天の羽衣,

重道の要.

カ イ コ

a) nlutants

第 Ⅰ連 関 群 (od,･ode,･ose;Ge)

第 II連 関 群 (L'M;♪S;pSay;pSa-2Y;od)

第 Ⅲ 連 関 群 (Ze;lem;leml)

第 Ⅳ 連 関 群 (L;sk;SPc;L lem qoc)

第 Ⅴ 連 関 群 (re;pe;ok;oc)

第 Ⅵ 連 関 群 (E;ECa;ED;EF･11;Elf;ETr1-; EHEK2-/++ ;EMc;Eps;

EⅣp;ELVs;Nc;Ne;b-2)

第 Ⅶ 連 関 群 (q)

第 Ⅷ 連 関 群 (ae;be;+ae;st)

第 Ⅸ 連 関 群 (I-a)

第 Ⅹ 連 関 群 (wl;W2;W3;WOE;p;br)

第 Xl連 関 群 (K ;b♪)

第 XE連 関 群 (Ng)

第 ⅩIII連 関群 (ch)

第 ⅩIV連 関群 (Di;oa;odk,･Nl)

第 ⅩⅤ連 関 群 (Se)

そ の 他 (al;bll;cts;fe;Ga;Gl;nb;otm;rb;so)

(食性異常 ;遺伝的モザイク2系統 ;青白;カンポージュ;褐色

斑点蚕)

b) 染色体異常

ZW l (+Od･W･+p･pSay/od);
( ( /{ ＼

ZW 2 (+Od･W ･+p･pSay/ose);
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zlO2 (+od.W･+ p･pSa,'Z'/Zo'l)(雌致死);

ml (橋本系雄致死):
/( ＼/( ､＼ (

tll08 (W･+Py･PSay);W-P108(W ･+Pyoα)
~~､■ヽ へ ＼

改 7 (W･+Py欠);M3(W･PM)
6i■liiE!

限性虎蚕 (W･Zβ);

P'y (十P に伴う致死)
ノ~~ー-､ .~~＼

Dup (+Py･PSaY/py);Q121(+Py･PSay/pYoα/pyoα);
/( ＼

C32 (pSa･十PYoα, +p-Y間交叉価の高い系統);

Trisomic112(PSay/+PY/Z･y);TrisomiC521(PSaY/oα/+pyocr/pyoα)

ショウジョウバエ

DrosophiLamelanogaster,D.virilis,D.rufa外の 150系統保有 している.D.Ⅰ.S.

29(1956).ミュータン ト1)ス tを参照されたし.

ハッカ泉ズミとシロ未ズミ

現在保有する-ツカネズミとシロネズミの系統は下記のとおりである.

1) ハツカネズミ

DBA/MaMsJCe,C57BL/b,SMAL/MS,NH,LWMs,SWR,C58/LWMs,CBA/Ma

Ms,CFW,SMA/Ms,dba/Ms,C57/HeMs,Hybrid(6系統)

b)突然変異系統 :Tailless(T/tW5,T/l12,T/i7nl.T/il'L2,T/i7n3,T/tm4,T/F''L5,T/tm6),

Fused(fu),Trembler(Tr),Epilepsy(ep),CBA/MaMsI P,SPS,Shortear(se),

Bracky,ddMs,hy,Alopeciaperiodica(ap)】Furless(fs),C58/LwMsll'P/ Black一

一and-tan(at),Dominantspotting(viable)(Wu),Luxate(IB),Extremedilution

(ce),Chinchilla(ceh),Yellow(Ay),Jerker(je).

2) シロネズミ

a)純系 :Wistar(W),WistarKing-A(WkA),Waynepink-eyedyellow,Castle

black,sh,n,cw.

b)突然変異系 :Tailless.
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Ⅹ.庶 務 そ の 他

殺 革

国立遺伝学研究所は昭和 24年5月第 5国会で設置法案が可決され,同年5月31日渡

律第 146号文部省設置津の公布となり,それに基づいて同年6月1日いよいよ待望 10年

の国立遺伝学研究所の創設が実現し,初代所長として北海道大学名誉教授 小熊樺博士が

就任した.

本研究所は文部省設置法第 14条に基づき,遺伝に関する学理の総合研究およびその応

用の基礎的研究をつかさどり,あわせて指導連絡および促進をはかることを使命として

いる.本研究所は最初 4部門(庶緒部,研究第 1部,研究第 2部,研究第 3部)の構成で

発足したが,その後研究陣容と施設を逐次整備し,昭和 27年度に化学実験室 (鉄筋コン

グリー t二階建)および調節温室,昭和28年度にはネズミ飼育室がそれぞれ完成されて

面目を一新した.ついで昭和 28年 1月に研究組織を改組し形質遺伝部,細胞遺伝部,坐

理遺イ云部とした.

昭和 28年8月に生化学遺伝部,昭和 29年7月応用遺伝部つづいて昭和30年9月変異

遺伝部の増設が実現し,次第に体制を固め,現在 6研究部門により研究が総合的に推進

されつつある.このようにして幸にも研究体制および施設の整備拡充が着々実施され昭

和 31年 3月にはアイソトープ実験室とその附設としてわが国最初の考案である CoeOに

よるγ線照射量が完成した.

か くして設立当初の 10部門構成の理想に漸次近づきつつある.今後はさらに人類遺伝

部,数理遺伝部,進化遺伝部の諸部門を加えることによ一,て,遺伝学を中心とする生物

学のあらゆる重要テ-マについて総合的研究を実施しもって学術と社会福祉とに寄与せ

んことを期している.以下に昭和31年の記録のうち主要なものを述べる.

昭和 31年 3月25日 アイソト-プ実験室および Co60γ線照射量 (延坪 64.907坪)t

が竣工した.

昭和 31年 9月 11日 1956年国際遺伝学会議に参加の諸外国(21カ国)の遺伝学老約

110名が来訪し朝顔展示を見学した.

昭和 31年 12月 19日 公務員宿舎 3棟(49坪)が竣工した.

なお昭和 31年度に拡充される主な施設としては微生物実験室(鉄筋二階建,建坪40.17

秤,延坪80.35坪)が工事中であって,昭和 32年 3月竣工の予定である (詳細は後述)L

以下に現在の所内行政機構,定員数,土地建物などを図表で示す.
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国立遺伝学研究所機構図 (昭和 31年 12月末現在)
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組織 お よび機構

1. 恥員の定見 (昭 32.12末現在)

~盲 ~~~一 〈盲丁 ｢ .｢ ~五 ~~､1= 6~~~ 7 . (2)

()内数字は常勤労務および非常勤職員数を示す.
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B.研究職員
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形質遺伝 部 文部教官,部長,室長

;嵐 研究員
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生 理 遺伝 部 文部教官,副部長,室長

文部教官,室長

文部教官,研究員

生化学遺伝部 文部教官,部長,室長

:文部教官,室長

文部教官,研究員

士

士

博

博

学

学

畠

医

;文部教官,研究員
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士

士

博

博

学

学

負

医

岡
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27. 9. 1

24 . 12. 7

29 . 10. 16

25. 1. 31

24 . 10. 5

29. 7. 1

24 . 12. 8

31. 2 . 16

31. 1. 1

25. 9. 30

C.併任および非常勤研究員

外 国 人 ■
研 究 員 ;

D.客 員

ェル ト

細胞遺伝部

形質遺伝部

生理遺伝部

小 熊

駒 井
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E.事務職員

官 職

文 部 事 務 官

名職

長

長

長

点

長

長

長

部

課

課

係

係

係

係

務

務

計

務

事

理

塵

庶 務 そ の 他

名

丁
義

夫

弟

子

三

‥
寛

純

正

尚

浩

淳

藤

生

沢

原

野

協

氏

乙

移

官

給

同

中

門

発令年月日 備 考

28. 6. 1

24.ll.15

24. 6.23

24. 9.30

25. 4. 1 (兼 任)

24.10.31

24. 8. 2

土地お よび建物

土 地 総 坪 数 26,023坪 78 建 物 総坪数(建) 1,636坪 369

内 訳 研究所敷地 24,524坪 98

宿 舎 敷 地 1,498坪 80

建 物

(近) 2,326坪 849

数

L :建 坪 延 坪

本 館 ;木 造 瓦 葺 二 階 建 610.08 1,169.91

実 験 室 お よび図 書 室 鉄筋コング1)- ト造 り二階建 90.33 180.52

養蚕宝および昆虫飼育室 木 造 瓦葺 平 屋 建 一 部地下 77.96 81.71

堆 肥 舎 木 造 平 屋 一 部 中 二 階 40.00 50.00

変 電 宝 木 造 大 壁 平 屋 建 8.75 8.75

1

硝 子 室 木 造 平 屋 建 ! 26.462 26,462

渡 り 廊 下 木 h･ 二 階 建 : 5.445 10.89

ネ ズ ミ飼 育 実 験 室 木 造 平 屋 建 88.2 88.2

増 圧 ポ ン プ 室

自 動 専

作 業

帽 卵 育 雛

建

建

建

屋

屋

屋平

平

茸

平

喜

瓦

瓦

迄

造

迄

木

木

木

庫

重

合

検 定 舎

コ ロ ー ニ ー 舎 (6棟)

ポ ン プ 室

公 務 員 宿 舎 (17棟)

1.0 1.0

16.0 160

32.00 32.00

57.25 57.25

36.00 36.00

18.00 18.00

1.00 1.00

484.25 484.25

ア イ ソ ト- プ実 験 室 鉄 筋 平 屋 建 一 部 地 下 室 43.659 64.907
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駈 通票学芸究芸 1268,,187854,･.0.0.0'RR 雷庁営- 7,400･000円

物 件 費 12,709,000円
科 学 研 究 費

鯛研究費5,600,000円1件各個研究費70,000円1件総合研究費3･600,000円4件助成研究費20,000円1 件
真林省農林漁業応用試験研究費 385,000円 3件

国立遺伝学研究所建物配茸図
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lIt;････;}!::. ..､:言
タバコ温室
変 電 室
硝 子 室
自動 車~碓

争う捗員宿舎
堆 肥 舎

I
J
K
M
N
0
P

貴賓室お手示画面雨音垂
ネズ ミ飼育 笑顔室
増ffポンプ

作 葉 宴

僻卵育雛合
榛 定 食
コロニー令

｣_旦 lァィソー 70実験軍~ー~､~---･･･▲･･-1､

B/は昭和 31 年度建設中の- 拘実験室,Lは実鯛 場

~~■一.~~､~-一一一･▲一一1､ -
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会 合 お よ び 人 事 往 来
A ∠ ゝコT E)

昭和 31年 1月 7日 国際遺伝学会議小委員会

19日 第 45回日本遺伝学会三島談話会

2月 6日 第 46回 ′/

15日 第 14回評議員会

25日 第 47回日本遺伝学会三島談話会

3月 6日 第 48回 〝

10日 タバコ委託研究成績発表会

17日 第 49回日本遺伝学会三島談話会

4月 14日 国際遺伝学会議準備委員会

21日 癌の総合研究発表会

5月 9日 第 50回日本遺伝学会三島談話会

25日 第 7回所轄機関事務協議会

財団法人 遺伝学普及会理事会

6月 8日 第 14回バイオロジカル ･シンポジアム

28日 社団法人 全国種鶏遺伝研究会理事会

29日 同 上 総 会

7月 3日 第 51回日本遺伝学会三島談話会

16日 タバコ委託研究成績中間軍告会

8月 4日 第 52回日本遺伝学会三島談話会

雑誌 ｢遺伝｣編集会議

8日 国際遺伝学会議主任者会議

9日 第 15回評議員会

第 15回バイオロジカル ･シンポジアム

27日 第 16回バイオロジカル ･シンポジアム

29日 朝教展示準備委員会

9月 11日 国際遺伝学会議朝顔展示会

25日 田方地区教育研究会

11月 1日 第 53回日本遺伝学会三島談話会

主なる来訪者

昭和 31年 4月 28日 中国農村復興委員会委員沈宗港,清彦士.

5月 9日 テキサス大学数控 C.M･PoMERAT｢培養板紙における

細胞学的異常｣について講演.

6月 8日 アジア原子力 センター に関する調査団として来日中の

H･H･SMITH(ブルックヘブン国立研究所生物学部客貞
主任植物学者).
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7月 1日 原子力委員会委員石川一郎.

8月 4日 インデアナ大学教授 0.∫.ETGSTI ｢アメリカにおける

種子なし西瓜の現況｣について講演.

24日 コネチカット大学動物学部 A.CHOVNICK.

27日 カルフォルニヤ大学教授 Ⅰ.M .LERNER ｢加州大学にお

ける集団遺伝学的研究｣について講演.

9月 1日 イリノイ大学細胞学研究所長 C.C.LINDEGREN が ｢酵

母菌の遺伝学｣について講演.

2日 ウィスコンシン大学教授 J.F.CROW ｢人類集団にお

ける突然変異の測定津｣について講演二

4日 カルフォルニヤ大学教授 G.L STEBBINS ｢植物におけ

る種の生成｣について講演.

12日 台湾精糖業公司顧問挙党聞 ｢サ ヤウキビの種間および属

間交雑｣について講演.

13日 インド カルカッタ癌研究所細胞学研究部長G.K.MAN-

NA ｢細胞学にもとづいた 半麹目昆虫の類縁関係｣につ

いて講演.

14日 ノ-スカロライナ州立大学教授 R.E.CoMSTOCK ｢量

的形質の統計遺伝学｣について講演.

17日 マこ い て大学教授 B.C.JENKINS｢マこ い て大学におけ

る Rosner研究計画｣について講演､

ミズリ-大学教授 E.R.SEARS｢Ⅹ線により誘起 された

Aegilopsumbellulaiaより小麦-の鋳病抵抗性の転換｣

について講演.

ノ-スカロライナ州立大学教授 W .C.GREGORY ｢落花

生における放射線遺伝学｣について講演.

20 日 オーク1)ッヂ国立研究所 R.F.KIMBALL ｢ゾウl)ムシ

の突然変異の研究｣について講演.

ポル 下ガル国立農業研究所 M .MoTA｢染色体の分裂の

機作｣について講演.

21日 パデュ-大学教授 S.BENZER ｢遺伝の基本単位につい

て｣講演.

28日 スエ-デン ルンド大学教授 A.MiうNTZTNG.

10月 3 日 カルフォルニヤ大学教授 C.STERN｢突然変異に関する

最近の研究｣について講演.

30日 静岡大学長山田艮之助.

12月 28 日 ウィスコンシン大学教授 D.C.SMITH.
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附 録

A. 日本専売公社秦野タバコ試験場

三 島 分 場

国立遺伝学研究所は昭和 24年以来,日本専売公社からタバコ品種改良の基礎研究を委

託されている.ついで,その業務を推進せしめるために,翌年 2月,秦野タバコ試験場三

島分室 (昭和 32年より分場に昇格)が本研究所内に設置され,タバコの肥培管理,収穫,

乾燥,鑑定などにつき相協力することになった.

委託研究の内容は,従来,(1)タバコの優良形質および品瞳の生理生態に関する研究

(タバコ研究室担当),(2)種間交雑,細胞学的親和性および倍数性育種に関する研究(タ

バコ研究室,竹中研究室,1)リエンフェル ト女史および古里研究員担当),(3)実用形質

の統計遺伝学的研究 (酒井研究室担当),(4)放射線処理による突然変異の誘発に関する

研究 (松村研究室担当),(5)タバコ病原微生物の細胞学的,遺伝学的研究 (辻田研究室

担当)の5部門であったが,本年度からは, さらに,(6)蚕児中毒に関する研究 (辻田

研究室担当)が追加された. この研究は, タバコの葉から発散して桑葉に附着すると考

えられている中毒物質の本体を明らかにし,各地でひきおこされている,養蚕業者とタ

バコ耕作者間の紛争の解決に役立たせようとするものである.

なお,最近の業績として特記すべき事項は,放射線処理によって育成された突然変異

種のうち,BrightYellow の3系統 (三島 6-2-2,12-2および 13-2)に良質品種

としての価値が見出され, わが国東部の各タバコ試験場において本格的に試作されるに

到 ったことである.

タ バ コ 研 究 室 一 覧

分 場 長 田 中 正 雄

場 員 今井最二,綾部富雄,川口冨次,鈴木和代

外 人 研 究 員 F.A.LILIENFELD

研 究 業 績

さきにか げゝた委託研究課題に基づき,昭和 31年度には次の事項について研究が行わ

れた.

1. タバコ苗の移植位置と凍霜害(今井最二)

2. タバコ園地の標高と菓型(田中正雄 ･今井最二 ･綾部富雄 ･川口富次)･1.･.･113

3. 黄色撞育成系統の生産力検定試験 (田中正雄 ･今井蔑二 ･綾部富雄 ･

川口富次) 114
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タバコ苗の冷害抵抗性の遺伝(田中正雄)

タバコの交雑と花粉X線処理(田中正雄 ･遠山厚子)

タバコ属植物の細胞遺伝学的研究,ⅠX.種間雑撞4塩の減数分裂

(竹中 要 ･天野艮之 ･館岡亜緒)

7. タバコの倍数体に関する研究(古里和夫 ･宮沢 明)･

8. タバコの紅葉に関する統計遺伝学的研究(酒井寛一 ･井山審也)

113

114

115

115

117

117

9. タバコ黄色種におけるⅩ線突然変異とその利用(松村清二 ･藤井太朗)- 119

10, Pseudomonassolanacearum の溶原菌に関する研究

(辻田光雄 ･松井千秋)

ll. タバコの家蚕に及ぼす毒作用に関する研究

(辻田光雄 ･名和三郎 ･坂口文吉)

1. タバコ苗の移植位置と凍箱書 (今井最二)

団地に深さの異った種々の条溝を掘ってその底にタバコ苗を配置し,溝の深 さによる

徴気象の変化,降霜状況,凍霜害の程度などを比較した.条溝の深 さは慣行のもの (潔

さOcmから36.4cm)までの5通 りとし,何れも裸地および仮設麦間作(前作麦の代 りに

稲秦をたてかけたもの)の両者について調査を行一)た.上にかかげた条溝の深 さは, 揺

り起しを終ったときの麓の頂から底までの距離を示したものである.気象観測の結果か

ら,溝が深 くなるにしたがって底の気温が僅かながら上昇することがわか∫)た. この傾

向は仮設麦間作の場合に特に顕著で,36.4cm 区では地表面 との温度差は約 0.5℃ で

あった.降霜の度合も港の深いほど少なかった.また,外泥が -1oCから -4oC のと

きに,溝の底にタバコ苗を数時間放置してしらべた結果では,凍霜による被害率は裸地

では Ocm (慣行)区の3回平均値が 61%,36.4cm 区は 41% であ-〕たが,仮設麦間

作試験では Ocm (慣行)区が 51%,36.4cm 区は 10% にすぎなか一,た.

2. タバコ圃地の標高と葉型 (田中正雄 ･今井最二 ･綾部寅雄 ･川口菖次)

日本専売公社富士宮出張所区域の海抜 60m 附近から 560m まで,標高の様々に異

った地域に分布するタバコ園地,56個所についてタバコの葉型をしらべ,標高による変

化を観察した.本調査では,供試品種として黄色種 BrightYellowのみを対象とし,

菓型は成熟期 において1株から1枚ずつ上位本葉を選び, 1個所 10個体ずつ平均した

ものである.各地で得られた資料に基づき,標高 と菓長,菓巾および菓長,菓巾比の関

係 をしらべたところ,相関係数はそれぞれ, +0.054, -0.465(1%水準で有意),+

0.714(1%水準で有意)であった.このことから,標高が増加しても菓長は増加しない

が,菓巾は明らかに減少し,関係的に菓長,菓巾比が大きくなることが明瞭になった.

標高の高いところにタバコを栽培すると,葉が細長 くなるという, このような変化は,

タバコ耕作上無視できない問題である.
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3. 黄色種育成系統の生産力検定試験 (田中正雄 ･今井最二 ･綾部富雄 ･川口宮次)

玖村研究室において育成された黄色種タバコの 10系統, 三島 No.6-2-1,6-2-

2,6-3,12-2,13-1,13-2,19,20,21および 23をBrightYellow と比較栽培

し,生産力を検定した. これらのうち,N0.6と12の両系統は,かつて早生を分離した

BrightYellow の後代であるが,本年も昨年と同様,生育が斉-で,開花期も Bright

Yellow と殆んど違わなかった.また,No.13と 19は BrjghtYellow 中から選抜し

た良質系統,No.20,23および 21の3系統は,何れも DixieBrightに由来する系

統であるが,それらのうち,前2者は前年,鼠点性病害が少なかったために,後者は良

質であったために,選抜したものである.

上記各系統のうち,No.13-2,23および 19は多収であったが品質はや 不ゝ良,No.

6-2-2と 12-2は非常に良質であったが,収量は少なかった.また,反当金額は No.

13-2が最も多 く,No.23,6-2-2,19,6-3,12-2の順位 で,いずれも Bright

Yellow よりほ勝っていた.No.12-2は初期生育が旺盛で,集はや 小ゝさく,乾葉は

質が撤密で非常に肉厚であった.また, 13-2は他系統にくらべて上位葉がうすく,こ

の点に興味を感じた.No.20と 23は前年度において鼠点性病馨の発生が少なかったの

で,本年の成績を大いに期待していたが,病徴のよく似たウイルス性病害が激 しく発生

したため,抵抗性の比較はできなかった.

4. タバコ苗の冷害抵抗性の遺伝 (田中正雄)

タバコ苗が低温に遭遇すると,葉が細長 くなり,黄色を帯びてくる. この現象を一般

に冷害と呼んでいる.冷害の程度は, もちろん,環境に支配されるが,感受性に関して

は品種間に顕著な差が認められる.1951年の春,同一苗床で育成中の黄色種,36品桂

につき, 自然に発生した冷害の度合 を比較した結果,BrightYellow,DixieBright

101,Delcrest,401など,大抵の品種は抵抗性であり,Vestall,33,45など,比較

的少数のものが感受性であることがわかった.

次に,冷害抵抗性の BrightYellow と感受性の Vestallを交雑して,その後代に

おける抵抗性の遺伝状況を調査した.供試材料として親品種 BrightYellow,Vestall

のほか,Fl,FIXBrightYellow,FIXVestallの次代および F2を用い, それらを

冬季,温床に栽培したところ,苗の菓数が4枚位になったとき,低温の影響を受け, 区

によっては顕著な冷害があらわれた.苗のこのような若い時期には,葉型の品種間差異

はまだ認められないから,冷害を蒙った位置の葉について一斉に菓長,菓巾比をしらべ,

その値によって冷害の強さを比較することにした.それぞれの供試材料から得た資料に

基づき,分散成分 D,班,E,遺伝力および有効遭伝子群の数を推定したところ, Bright

Yellow の冷害抵抗性と Vestallの感受性の間には 1個の遺伝因子が関与しているこ

と,抵抗性は感受性に対して優性として働らくこと,狭義の遺伝力が低 く,選抜の効果

はあまり大きくないことなどが明らかになった.
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5. タバコの交雑と花粉太線処理 (田中正雄 ･湯山厚子)

1) lVi(･lJtt'llllIItlItJlII･,)rJJl,の同質匹倍体と二倍体の交雑に及ぼす Ar緑処理花粉の

影響

黄色種品種 BrightYellow の同質四倍体と二倍体の正逆交雑について,X線処理花

粉が,着乱 掘当り種子数,種子の充実などに及ぼす影響を調査した.四倍体の雌蕊に二

倍体の花粉を交配する試験では,総体的に着弗がよく,種子数も多か一)た. また,種子

の充実や発射 ま,無.Rti射の花粉を使用した場合が最も多く, X線照射量が増加するとと

もに急激に低下した.逆交掛 ま前者に比して着弗がわるく, 1苅当りの生産種子数も非

常に少なか一,た. ところが充実や発芽の推移はjE交雑とは異り,無照射の場合には両者

とも殆んど0% であ-,たが,線量の増加にともなって幾分かよくなる傾向が見られ,

2400rでは充実歩合は 15.9%,発芽歩合は 17.2% に逢した.

木原および西山(1932)は雄核が極核に対して過度の刺戟をあたえると,種子の充実が

わるくなると述べ,また,西山 (1935)および西山･飯塚(1952)は,X線はその刺戟を

弱める方向に働らくと考えている. この説を今回の交雑試験にあてはめると, 同質四倍
■

体の花粉は二倍体に対して過度の刺戟的影響をあたえるとの結論になる.

2) N.tlIbltt･,ltIJIbの四倍体と rIltttlI/節植物の交雑

すでに述べたように,花粉 X線処理は, タバコの二倍体と同質四倍体の交雑では,染

色体数の多い四倍体を,また,タバコと alala節の交雑では,享染色体数の少ない alaia

節植物をそれぞれ花粉親として使用する場合に有効であった.今, この効果が,花粉の

刺戟を弱めることによってもたらされるとすれば,上記の交雑における花粉親, すなわ

ち,タバコの同質四倍体と αJαJα節植物は,刺戟の強さにおいて互いに近い関係にある

と考えることができる.また,タバコ×alata節植物の交雑では, 二倍体よりも四倍体

を母親として用いた場合に一層よい結果が得られる筈である. この推定を確かめるため

の交配を行一〕たところ,果して予想通 りの成果が得られた. すなわちタバコの二倍体に

N.alata,N.langsdorfb'および N.Longlfloraを交配した場合の充実歩合は, それ

ぞれ 0.0,0.6,23.2% であったが,四倍体を用いた場合は,22.4,28.2および40.99i

であ′〕た.

同質四倍体は,異質3染色体植物を育成する場合の一方の親として,育種上しはしは

利用されている.その交雑成績を見ると, 二倍体を母親に用いた場合よりも, むしろ高

い成功歩合を示すことがある. この原因の一部は,上に述べたような生理的勢力の均衡

が四倍体の使用によって一層よく保たれるからであろう.

6. タバコ属植物の細胞遺伝学的研究,工Ⅹ,種間雑種4種の減数分裂 (竹中 要 ･天

野良之 ･館岡亜緒)

4種の種間雑種,すなわちN.gosseiXN.longijlora,N.gosseiXN.plumbagimfolia,

N･?aniculalaXN.tabacum および N.megalosiphonXN.iabacum の減数分裂の研

究を行一,た.
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(1) FIN..qoL<LqeL(n-18)×N.lo7),yl'Fl(JrTt,(IltJ-10)

この雑種の減数分裂第一中期の2価染色体数は1をモ- ドとして0-3佃である. 1個

についで0個のものが多 く, 2個のものも全体の 20% に達するが, 3個のものは甚だ

錬れである.KosTOFF (1943)も同じ雑種で通例 0-2個の2価染色体を見たが,3個

のものは錬れであ一)たと述べている. このように僅少の2価染色体数を示すものでは,

両親それぞれのゲノム内,或はゲノム間のどちらの接合であるかを推定することは困難

である.

(2) FllV.tlIJl.･L純l(,ll-18)×N.2Jlu JJ↓TJll/gL,t'LLf'ollIlJ(,ll,-10)

この雑種については, われわれの知る限りでは未だ何等の記録も公にされていない.

減数分裂第-中期における2価染色体数は2をモ- ドとして0-4佃である.2個につづ

いて1個が多 く,それに次いで3佃である.0佃と4佃のものは少ない.N.♪lumbagi_

nlfoliaは N.longijloraと近縁であるから,本雑種は FIN.gosseiXN.longijloraと

近似的であると推察されるが,減数分裂では後者より平均して2価染色体を約 1個多く

もっている.

(3) F ljVT.LJlt,Jlit71tlttlt(,JL-12)×N.i(dllICIL,JJb(,lL-24)

この雑種の減数分裂第一中期の 2価染色体数は 1をモー ドとして 0-4個である. 1

個につづいて0個のものが多く,2佃のものは甚だ少ない.K()STOFF (1943)は本雑種

とその道交配種を観察した.彼は第一分裂中期において, 2価と多価染色体の数が色々

と変化することを見ている.そして通例は2-10佃の2相染色体を示すが,時には1佃ま

たは 1個以上の3価染色体と多価染色体をもつものを見たと述べた.しかしGooDSPEED

(1954)によると同じ交配雑種で0個をモー ドとして 0-4個しか2価染色体が見られな

かった.これはほぼわれわれの観察結果 と一致する. われわれや GooDSPEED の研

究結果と KosTOFF のそれとの相違は如何なる原因であるか,今のところ不明である.

しかし KosTOFF も逆交配の N.tabacum var.macroPhyllaXN.♪aniculaia では

2-5佃の2価染色体を示すものが普通であることを見た.これはわれわれの研究結果に

余程近い.

われわれとGooDSPEED との研究結果から考えると,その染色体間の親和性は N.tab-

acum と N.Paniculataのゲノム闇の親和を考えなくとも,N.tabacum のゲノム内

の親和だけで十分説明し得られる.

(4) Jj7'tN.,IIL/e.(I(I,llJ.<t,JJ71IllL(JIJ-20)×N.i((/lJllt,.LL,IIL/(ノItJ-24)

本推種は,われわれの知 り得た限りでは,今日までに誰も記録をしていない.減数分

裂第一中期において, 2価染色体数は3と4をモ- ドとして 1-8個の間に分布してい

る.従って N.megalosl'phon と N.tabacum との両ゲノムの間には相当数の相同染色

体があると考えたいのである.しかし他方,N.tabacum のゲノム内親和の染色体数が

平均ほほ3であること(既報)を考えるとき,また未だ研究はされていないが,N.mega-

losiphonが複二倍体的起原のものであると想像することが許されるならは,本雑種に見

られる染色体の親和は両親植物のゲノム問の相同性として理解される.
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7. タバコの倍数体に関する研究 (古里和夫 ･宮沢 明)

BrightYellow の四倍体 とタバコ野生稀の交雑を行一.た.交雑に用いた野生種は

Nicotianaafjnis,N.loJngijlora,N.tabacum var.atropurpurea,N.alata,N.

excelsior,N glutinosa,N.rePanda,N.langsdorf卸,N.debneyi,N.megalosip-

hon,N.rustica,N.sylvestrisの 12種であ一)た.そのうちN.debneyi,N.megalosip-

hon,N.rustL'ca,N.sylvesirisの交雑では全然着果しなかった.その他のものも一般に

着果率は悪 く3-8% であった.それらの児実の種子数は約 100-1000粒であった.

次に温度と着果率の関係を調査するために, 昨年に引続き BrightYellow の二倍体

および四倍体を調節温室の 20℃ と 30oCの両室に入れ,二倍体に四倍体の花粉を授粉

し採種した.その結紫では着粒率は昨年に比していずれも多 く 1果平均粒数は 20oC宝

620粒,30oC窒 446粒,野外 494粒であったが,種子の発芽率は両者共に非常に悪

く殆んどのものが 0% で,両者に差異が認められなかった.しかし植物の形態上には興

味ある変化が認められ,20oC宝の四倍体の葉は野外或は 30oC宝に栽培した場合より

も丸味がなくなり細長 くなりや 大ゝ型となる傾向を示した. この事実から四倍体を寒冷

地で栽培した場合には収量が増し倍数体の利用佃値があるように-考えられる.また 30Dc
量で栽培した二倍体は菓はや 丸ゝ味を帯び四倍体に似た某型を示した.

次に野生種の四倍体を育成するために教壇のものにコルヒチン処理を行った. その結

果,N.debneyi,N.megalosiPhonの四倍体を得ることができた.

8, タバコの紅葉に関する統計遺伝学的研究 (酒井寛一 ･井山寺也)

前報には,BrightYellow品種の紅葉性の高い系統群と低い系統群の各3群ずつから

とり出された,全部で 30系統の紅葉性を調べて,紅葉発生程度の発現の強さは環境に

より変るが,その出現に関Ffする因子は遺伝的であることを報告した.本年は,(1)前記

30系統の中,同じ系統群から3系統ずつをとり出して得られた 18系統を繰返し栽培し

て,その紅葉発生程度を観察し (実験.1),かつこれに基づいて,肉眼判別の階級に対す

る重みづけの式を作一,たが,同時に,系統間の交配 Fl系統について紅葉発生程度を観察

した(実験 2).実験 (1)では,1系統 1区 12株 2回反復,実験 (2)では 1系統 1区 15

株,3回反復の乱塊法で戚培し,各棟から7葉を採取して乾燥し,紅葉発生程度を,まず

肉眼により0から 4の5階級に分け,後に示す重みづけにより,株平均値を得た.･

1) 系統栽培試験

個体内分散に対し,個体間分散を最大にするように,紅葉発生程度の肉眼判別階級に

重みづけする式は,本年は次のようであ一,た.

X-0xo+0.383xl+0.707x2+0.970xL主十1.000xl

この式によ一)て各区の平均紅葉発生程度を得て,分散分析した結児 (表 1)系統群間に

有意な差異があり,系統群内は均一であることが知られた. この分散を分割して,系統

平均値に対する遺伝力を計算したところ,h2-0.863で非常に高い値を示した.
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表 1.BrightYellow品種 18系統の紅葉発生程度
の分散分析 (1956)

開

聞

復

差

1 0.087,961*

7 ･ 0.012,535 ql･'-1

*5%水準で有意 ** 1%水準で有意

r:反復数,n:系統群当り系耗歓,qs2:郡内系統の差による分散,or'12:系統群の差による分散,

h2- 6026::芸 S26e2 -0･863

r

前年度の結果を一緒にして行った分散分析 (表 2)によると,系統間に有意な差があ

り,しかも系統と年次の交互作用は有意でないことから,年女に伴う環境の変異に対して,

系統間の紅葉発生程度の相対的関係は変らぬことが知られ, これはさらに,両年度の各

系統平均値の間の相関係数 Y-0.852**(自由度 16)の高いことでも確められる.

表 2.BrightYellow18系統の紅集発生程度の分散分析

(1955年および 1956年)

要 lq 自 由 度 平 y-) 平 方

系統

年 次

年次及系統内の区間

** 1%水準で有意

0.164,881**

().201-,313**

0.014,928

0.015,550

以上の結果から,前年と同じく,紅葉発生程度は環境により強さが変るが遺伝的であ

ることが知られる.

2) F lの試験

優性関係を知るために, いろいろな紅葉発生程度の系統の間の交配を行った.系統番

号 1,22,29は紅葉発生程度の低い系統,7,13,15は高い系統で,1と 13を固定親

として,他の系統との間の正道交配を作った.これらの紅葉発生程度を表 3に示す.

各固定親群に分けて分散分析を行った結果,(1)群も (13)群も,紅葉発生程度の高

い系統との交配の Fl群と, 低い系統との交配 Fl群との間に差が認められ, さらに

(1)群では,正道交配に有意な差があったが, その効果の方向は必ずしも一定していな

い.一般に Flは部分優性を示しているが,その方向は交配により異-,ている.
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表 3. BrightYellow 系統の間の正道交配 Fl

の紅葉発生程度 (1956)

新1合 せ 紅炎咋 組 令･せ 紅炎性

119

ト.h: ':I,l 廿 ･_.LU.:･JLl･!.･ttが L;J,･,;I.,T

11

(13)×(7)!0.2957 (7)×(13)013334 0.3146 0.2049 0.4811 ;0.3430

1

(13)×(22)0.0737(22)×(13)0.1846 0.1292 0.2049 0.0467 0.1258

平 均 ().2216 0.2114 0,2165 0.2049 0.2203

9. タバコ黄色種におけるⅩ線突然変異とその利用 (松村清二 ･藤井太朗)

1956年に線量 30KrのX線を BrightYellow の早生突然変異体に照射した.20,

50,100KVP と線質をかえて照射したが,その発芽歩合は無処理の 69% に比べて,そ

れぞれ 66.8,47.8,2.55% と波長に比例して発芽歩合が減少した.昨年の同様の実験

(BrightYellow に 3OKr照射)では2()KVP照射が著しく発芽が悪かった(年報 6号

参照). またその遺伝子突然変異を本年度に調査したところ,やはり高い発生率を示し

た. これらは,わが国の線量測定器では低電虻での測定が不可能であ一)たためによるも

のと考えられる.今回はシ-メンス社の UniversalDosimeterにより正確に測定した.

Brigh tYellow の XYにおける突然変異体としては従来のように細葉や壌性が多かっ

たが,20KVPおよび 75KVP照射区のそれぞれ 1系統に葉の光沢がよく良質と思われ

るものがえられ,今後の調査が期待される.

次に良質と思われていた数系統について前年に引継き今年度も専売公社で乾燥実験に

よる収納調査が行われた.その結果は表 1のごとくである.

Brigh tYellow の Ⅹ2から育成 された No.12-2は良質で昨年は最上の成績を示し,

本年もよく,来年度は公社各地の試験地で大規模な比較栽培が行われることにな一)た.

早生の No.6-2は昨年度はあまりよくなか一､たが,本年度はよい結果をえた.No.13

は別の良質突然変異で,本年は収量も高 くよい結果を示している.

No.20および No.21は DixieBrightlOlの白色斑点病 に対する抵抗性突然変異

である.また No.22は BrightYellow の花粉に Ⅹ線照射を行い,DixieBrightlOl

に授粉したものの子孫よりえた同様の 耐病性系統である.DixieBrightそのものがウ
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素 1. X線 突然 変異体の収納成績 (1956年 度)

BrightYellow

6-2-1(53-152-4)早/Ji

6-2-2(53-152-4)早生

6-3(班-152-4)早生

12-2(53-154-ll)

13-1(54-108)良質

13-2(54-108)良質

19(55-122-8)長質 (13と同系統)

20(55-109-8)良質 (D.B,)

少 食 反当- 密 議 - 等級席 当 納

l

17.6 ･ 134 303 3 .78 40,469

17.2 ･ 129 て 276

17.4 135 344

16.5 153 294

17.9 132 339

15,4 133 257

15.8 : 180 277

15,9 176 256

4.32 35,528

3.10 46,330

3.92 45,158

3.17 .44,903

4.55 34 ,061

4.21 49,994

4.56 45,172

17.0 : 170 222 5.14 37,753

21(55-95-9) 18.2 159 303 3 .77 48,386

22(55-171-8)D.B.×Ⅹ頼B.Y.広築 16.8 153 241 4.91 36.860

イルスに弱 く,そのためか, これらの系統はあまりよい結果をえていない. しかし,こ

の耐病性系統は初期の生育が早い点など面白い突然変異で,利用価値があるはずである.

10. Pt･･e7t,doJIL(JII′a,.i I.I(Jllt/Il,(We(I/J･tl･JJt/の溶原菌に関する研究

(辻田光雄 ･松井千秋)

S-9,T-C200 などの溶原菌が放出するウイルスは,それぞれちがった型の, しかし

血清学的には密接に関連したウイルスを放出する. これらのテンベレー t･ウイルスを

用いて行った 2つの実験結果について述べる.第一はこれらのプロウイルスの移住によ

り菌が示す lysogenicconversionについて述べる.すなわち数系統の菌を,5-9また

は T-C200テンベレー Tt･ウイルスにより溶原化すると,別の毒性ウイルスに対する親

和性が完全に変化すること, および被溶原化菌は, プロウイルスによって遺伝的な生化

学的形質が変化することなどを確めた.如 こS-9菌または S-10(ふ-9)菌に,T-C200

ウイルスを感染せしめて重複溶原株をえる過程において,S-9と T-C200の両ウイルス

の宿主域の特異性を併せもった新型ウイルスを生ずることを立証した,

ll. タバコの家蚕に及ぼす専作用に関する研究 (辻田光雄 ･名和三郎 ･坂口文書)

タバコ畑附近の桑葉で蚕児を飼育すると,蚕児が中毒症状を呈して不作することは古

くから知られており, これに関して発表された調査研究も多数あるが,現在毒物の本体

については未だ確認されるまでには至らず, またこれが防除対朱も効果的な方法がみつ

かっていないので,これらの諸問題を解決する目的で,この実験を始めた.

(1) 中毒に関係ある諸因子

(a) タバコの生育時期と毒力発現との関係
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タバコの生育期a5名段階ゐ葉を措粛放り, これを責付のシリンダーの中に桑葉と間隔

をおいて入れ,一定時間後∴ この桑葉を蚕児に給与した,一方タバコと桑との混梅園を

作 り,タバコの生育の経過に従って,この混植園の桑葉を蚕児に与え,蚕児が中毒症状を

呈するか香かを調べる2方法によって タバコのお物発散の障期を知った. この結果タバ

コ植付後 57日頃から蚕児に中毒症状が現われ始め,75日頃にいたり急激に毒力を増

加する.この時期はタバコの下葉が黄化し始めた境である.

(b) 蚕の品種と毒物に対する抵抗性

実験に供した蚕品種は日本および支那種の各純系とその交雑系,13種を用いた.方法

は汚毒状態を斉一にするため, タバコの葉から水抽出液を作り, これを桑葉に塗沫し,

各品種の5令3日目の幼虫に給与して,その死蚕の出現状態を観察した結果は次表の如

くである.

晶 椎 名

EII一l

日 112

日 115

日 122

日 124

日 501

玄 115

支 124

支 501

円 112×玄 110

日 124×支 124

日 501×支 501

日 115×支 108

敬香死

70

61

60

92

71

64

22

24

11

58

98

86

88

義.‖_
数頑

00

80

00

00

00

00

00

50

20

00

00

oO

00

試

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

供 中毒死蚕歩合(鍾)

70.0

76.3

60.0

92.0

71.0

64.0

22.0

48.0

55.0

58.0

98.0

86.0

88.0

上表の結果に示されるように, タバコ毒物に対する抵抗性は一般に支部種に強 く, 日

本種および交雑種に弱い傾向を示している.

(2) 毒物の本体

(a) 毒物が桑葉を汚毒する径路

タバコは茎葉何れを問わず,無数の毛茸で蔽われており, これが風によって飛散 し,

桑葉に附着して有毒作用を呈する可能性が存在する. この点を明らかにするために, タ

∫,'コ桑の混植園中から,猛毒力をもつ桑の薬面ならびに洗確液を詳細に鏡検したが,毛

茸は殆んど認められなか-)た.

衆にタバコの毛茸を葉の成熟経過に従一,て観察すると,未熟薬の青色を呈する頃の毛

茸の先端は膨潤した楕円形で, 内容は透黄色を呈し,外側周囲に粘張度の高い液体を分

泌 している.成熟葉の黄色を呈し始める頃のそれは外側に分泌される粘液物質の量が次

第に増加する傾向を示し,さらに過熱葉に至り, この物質が次第に減少し,毛茸先端の

膨みの部分が次第に縮小し, 内容が黄褐色の不透明体となり,遂に先端は粘渇する,ま
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表 1.

種別ti
W L

B P

そ の 他

合 計
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現
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表 2.

組 合 せ 槍 定 数 要覧望鐙 120RRrqの

Fl 178 77.65

F2 116

F3 9

BFl(Fl?×PlS) 408

BFl(PI学×FIS) 28

BFl?×F28 23

F29×BF18 79

BFl?×BF18 222

(証) Bは戻交配を示す.

83.09

87.00

89,67

87.25

94.00

87.00

80.51
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